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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　海の深い場所にある、王を戴いただく場所。

　人間がやすやすと踏ふみ入いれることの出来ないそこに、不ふ穏おんな空気が流れている。周囲から聞こえるこぽこぽという空気を含ふくんだ水音は、まるで不協和音のよう。




「また、その菓か子しを持ってきたのか？」

　海の妖よう精せい王パールは、手にクッキーを持つ海の妖精を見て顔をしかめる。ここ数日、このようなやり取りが何度かなされた。

『だって！　アイシラが寂さびしそうなんだもん』

　だからアクアスティードを奪うばったティアラローズのお菓子を盗ぬすんで、いたずらをするのだと海の妖精はパールに告げる。

　いつも楽しそうに微笑ほほえんでいたアイシラが、いつからかその顔を次第に曇くもらせるようになってきたことに海の妖精たちは気付いていた。

『食べる？』

「ふん。人間の作る菓子など、わらわは好かぬ」

　いらぬから捨ててしまえと、手に持つ扇おうぎを横に振ふる。

「愛など、くだらぬ……」

『王様？』

「なんでもない。それよりも、茶に来ると言っておったのにまったく来ぬではないか！　クレイルは何をやっておるのじゃ」

　ぎゅっと扇を握にぎりしめて、訪おとずれてこない空の妖精王の名を叫さけぶ。

「この間はわらわが贈おくった珊さん瑚ごの紅茶を嬉うれしそうに見ていたくせに！」

　ぎりっと歯は嚙がみするパールを見て、海の妖精たちはしばらくそっとしておくのがいいだろうと判断し部屋を出ていく。

「……これだから、男は好かぬ」

　小さな声で呟つぶやいたそれを聞く妖精たちは、もうこの場にいない。

　どさりと玉座に腰こしをかけ、ぼんやりと前を見つめる。

「わらわは妖精王として、いったいどれくらいの時を過ごしたのか……」

　何百、何千と、人間と違ちがい妖精王の寿じゆ命みようは気が遠くなるほど長い。生まれたばかりの頃ころや、楽しかったときは時がとても早く過ぎた。

　けれど──。

　今は、パールの過ごす時はとても遅おそい。

「わらわが最後に人間を祝福したのも、ずいぶん昔か……」

　確か数百年前だったと思うが、もう詳しよう細さいを思い返すのも億おつ劫くうだった。それに、この先自分が人間を祝福することはもうないだろう。

　森と空の妖精王は人間を祝福しているが、あの二人と自分は違うと言い聞かせる。

「わらわの海は、まだ綺き麗れい？」

　それとも、この心のようにゆっくり濁にごってしまうのだろうか。




　パールは玉座に腰をかけたまま、ゆっくり金色の瞳ひとみを閉じる。

　願わくば────。
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　大国マリンフォレストの王太子であるアクアスティード。

　ラピスラズリのラピスを賜たまわる侯こう爵しやく家の令れい嬢じようであるティアラローズ。

　二人はこのたび、夫ふう婦ふとなった。

　そして現在。次期マリンフォレストの王おう妃ひとして、ティアラローズは目まぐるしい毎日を過ごしている真っ最中。




　ティアラローズ・ラピス・クラメンティールは、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストへと名前が変わった。

　その名にラピスが戴いただかれているのは、ティアラローズがその身に森の妖よう精せい王キースからの祝福を受けたからだ。

　ラピスラズリ王国では、多大なる功績を収めたものにラピスの称しよう号ごうが贈おくられる。その身分は公こう爵しやく家よりも上とされ、発言力も強くなる。ティアラローズはそのことをとても誇ほこりに思うし、大国の王妃という身分にも相応ふさわしいものだろう。

　ハニーピンクの髪はふわふわしていてティアラローズを優やさしく見せているが、水色の瞳は強い意志を秘めている。




　ティアラローズには、新しい部屋が与あたえられた。

　それぞれ繫つなぎの間を通し、寝しん室しつがアクアスティードと一室という作りになっている。つまり、互たがいにどちらの部屋へも自由に出入りが可能ということ。

　婚こん約やく期間中の一年間で、ティアラローズの私物はかなり増えた。けれど、新しい部屋はとても広く、収納にはまだまだ空あきがある。

　暖色系の優しい色で整えられた室内は、珊さん瑚ごのシャンデリアが淡あわい光を灯ともす。

　お菓子作りが好きなティアラローズのためにと、アクアスティードが作らせたキッチンもある。すべての設備が、ティアラローズ専用の特注だ。妃きさきである彼かの女じよに、料理をする時間はあまりとれないのが正直なところではあるけれど……。

　しかし、彼女を溺でき愛あいするアクアスティードは気付けばキッチンを作り、彼女の好きなお菓子を贈り、専用の庭園の準備すらも整えていた。

　ここまで至いたれり尽つくせりでいいのかと不安になるが、ティアラローズはアクアスティードの心こころ遣づかいがとても嬉うれしかった。

　そう思っただけで、ティアラローズの口元には笑みが浮かぶ。その拍ひよう子しに、ふわりと長いハニーピンクの髪かみが揺ゆれて体が動きそうになる。すぐに、「動かないでくださいませ」という声がして、ティアラローズの口から苦く笑しようがもれた。

「ごめんなさい」

「もう少しでひと段落ですので、あと少し我が慢まんしてくださいませ」

「ええ」

　今はティアラローズの自室に、ドレスを仕立てるための専属のデザイナーが来ている。真しん剣けんな表情でドレスの長さを見て、ティアラローズが一番綺麗になるよう調整するのだ。

　背筋をピンと伸のばして立っているのも、なかなかにきつくなってきていた。朝から始まったそれは、まだまだ終わりそうもないためティアラローズにも疲つかれが溜たまってきている。もちろん、それを表に出すようなことはしないけれど。

　お針子たちはせっせと手を動かし、最高のドレスを作ろうとしてくれている。

　──でも、さすがに作りすぎじゃ？

　そんな疑問が、頭に浮うかぶ。ドレスが必要なことはもちろんわかってはいるけれど、一度にこんなにたくさん作る必要はないのではないだろうか。

「まだドレスを仕立てるの？」

「もちろんですよ、ティアラローズ様。アクアスティード殿でん下かの妃なんですから、今後は公務も増えますし、まだまだ足りません！」

　ドレスのデザイン画を何枚も見ながらその場を取り仕切っているのは、侍じ女じよのフィリーネだ。

　うしろで髪をまとめて、どのデザインがティアラローズに似合うのかを真剣に見くらべていく。主人であるティアラローズ以上に、彼女のことをしっかりと考えているのがよくわかる。

　うぅんとうなりつつも、フィリーネは追加を言いい渡わたしてから、視線をティアラローズへと移す。

「お疲つかれですか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　フィリーネの言葉にゆっくりと首を振ふり、ティアラローズは問題ないと告げる。誰だれもが自分のためにしてくれているのに、疲れているからやめたいなんて、言いはしない。

「ここのリボンを調整すれば、少しお休みいただけますわ」

　──少し、ね。

　お針子の言葉を聞き、まだまだ終わりそうにないとティアラローズは小さく息をつく。

　連日のようにやってくるお針子と、王太子の妃へ挨あい拶さつにくる貴族や商人たち。

　これも公務だと割り切ってはいるのだけれど──まったくもって、休まる暇ひまがないのだ。

　背筋をぴんと伸ばして、背中に付けられたリボンの位置を調整される。

　プリンセスラインのドレスは少し子供っぽいかもしれないけれど、新にい妻づまであることを考えればそれもまた可か愛わいらしいから不思議だ。

「位置の確かく認にんが終わりました、ティアラローズ様。一度ごゆるりとなさってくださいませ」

「ありがとう」

　ゆっくりドレスを脱ぬがしてもらい、ティアラローズは仕立ての最中にだけ着るラフなドレスへと着き替かえる。

　ソファに座すわると、温かい紅茶が用意される。

「お疲れ様です、ティアラローズ様。あと二着ほど調整をして、気に入ったデザインがあればそのドレスも仕立てましょう。とはいえ、明日には夜会もありますから、あまり無理のない範はん囲いで……」

「そうね」

　ソファに座りはしたものの、生き生きとしているフィリーネの言葉にめまいがしてしまいそうになる。このほかにもアクセサリーや化け粧しよう品の確認もあるのだから、笑えない。

　侯爵家の令嬢として過ごしてきたティアラローズは、この手のことにはもちろん慣れている。のだが──今回は、いつも以上に数が多くハードだった。

「ケーキもご用意しましたから」

「スイーツね！」

　テーブルの上に置かれたのは、桃ももを使ったケーキだ。彼女は、前世からお菓子──スイーツに目がない。大好きなのだ。




　そう──。

　ティアラローズには、前世の記き憶おくがある。




　日本人として生きていた、思い出が。そして今世は、前世で大好きだった乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編にあたる。

　ティアラローズは、そのゲームに出てくる悪役令嬢のポジションだったのだ。自国の王太子の婚約者だったけれど、ヒロインが出てきて婚約者は恋こいに落ちてしまう。

　──わたくしは、何も悪いことをしていなかったけれど。

　そんなティアラローズが結けつ婚こんした相手は、続編のメインキャラクターであるアクアスティード。国外追放をされるはずだった断だん罪ざいイベントで、ティアラローズに求きゆう婚こんして奪うばい去さった隣りん国ごくの王太子。

　ゲームとしてのエンディングは終しゆう了りようしたので、今は幸せなのだけれど──時折、ほんの少し不安になるのだ。

　──今いま更さらゲームの力が働いて、アクア様がほかの人を好きになったりしないかしら。

　普ふ段だんはそんなことは思いもしないティアラローズだが、ふとしたときに考えてしまう。アクアスティードがティアラローズに対する溺愛ぶりを見れば、誰もそんなことは思わないけれど。

　ぱくりと桃を口に含ふくんで、そのみずみずしさに舌した鼓つづみを打つ。思わず頰ほおが緩ゆるむと、それを見てフィリーネも満足そうに笑う。

　彼女は、ティアラローズが幸せそうにしている姿が大好きなのだ。そしてすぐに、ぽんと手を叩いて嬉しそうに口を開く。

「そういえば、今夜もキッチンをご使用になりますか？」

「ええ。少しだけクッキーを作るの。アクア様が食べたいと言っていたから」

「準備しておきますね」

　ティアラローズの言葉にフィリーネが頷うなずいて、女官に指示をする。

　しっかりと教育された女官たちは、全員が主人のためにきちんと動く。フィリーネは満足気に頷いて、再びデザイン画に視線を落とした。

　──それにしても、すごい数のデザイン。

　ティアラローズから見ればどれも可愛く、綺き麗れいで、お洒落しやれなデザインだ。そのため、そんなに修正するところもないのでは……と思うけれど。




　それからしばらくして、ドレスの調整が再開された。

　自分のためにお針子たちが頑がん張ばってくれているのだから、ティアラローズももう少し辛しん抱ぼうしなければと気合いを入れる。

　そんなティアラローズを見て、お針子の一人が「そういえば」と口を開く。

「最近、海の様子が変だとか」

「海が？」

　思わずティアラローズが聞き返すと、お針子はレースの調整をしながら話し続ける。

「はい。わたくしは直接見ていないのですが、海の色がいつもと少し違ちがうとか」

「色が違う……？」

「海の妖精に何かあったのでしょうか？」

　どういうことだろうとティアラローズが首を傾かしげると、フィリーネが海と言ったら海の妖精が関わっているのではと告げる。

「確かに、海の妖精のいたずらかもしれませんね」

　くすりと笑って、お針子は違う種類のレースを取り出してティアラローズに好みを確認する。シンプルだけど、細かい柄がらの物を選んで、そのまま海について少し思考を巡めぐらせる。

　──もしかして、続編のゲームにあったイベントか何かかしら？

　ゲームのメイン攻こう略りやく対象であるアクアスティードはティアラローズと結婚したが、ヒロインは誰とも結ばれてはいないしイベントが起きたとしても……不思議ではないかもしれない。

「…………」

　考え込むような態度のティアラローズに、話を振ったお針子は少し焦あせりながら、王太子妃であるティアラローズに話すような話題ではなかったと、今更ながらに後こう悔かいした。

「ええと、その、あくまでも噂うわさですから……。海のことであれば、アイシラ様がいらっしゃいますので、そんなにお気になさらないでくださいませ」

「あ、そうね。アイシラ様がいらっしゃるものね」

　お針子の言葉を聞き、ティアラローズは確かにそうだと頷いた。海に愛されているアイシラのイベントならば、海が関わってくるのも当たり前だ。

　──アイシラ様、頑張ってくださいませ。

　どんなイベントが起きるのかはわからないけれど、アイシラならばきっと乗り越えられるだろうと心の中でエールを送った。







　日中のハードスケジュールをこなすと、夜には自由時間となる。

　そこからはもう、ティアラローズのスイーツタイムだ。今日は、昼間フィリーネに告げた通りクッキーを作ることにしていた。

　部屋に備え付けられた、可愛らしいティアラローズ専用のキッチン。清潔な白を基調とした色合いで、使い勝手もいい。

「そんなに数は作らないで、可愛い形に焼こうかな？」

　フィリーネは下がらせて、一人で部屋に備え付けられたキッチンでお菓子を作り始める。

　ご一いつ緒しよしますと言われたのだが、前世のお菓子知識もあるため、一人で作業する方が都合がいい。

　勿もち論ろん──例外はあるのだけれど。その例外を思い浮かべると、自然と笑えみがこぼれてしまう。早く顔が見たいと、思ってしまう。

　それを知ってか知らずか、その本人が嬉しそうにキッチンへ顔を出す。

「いい匂においだね、ティアラ」

「！」

　ふわりと、背後から包つつみ込こむように抱だきしめられる。そのまま髪や首すじに感じるのは、アクアスティードのぬくもりだ。くすぐったいけれどどこか心地ここちよい感触に、くすりと笑う。

　大好きな大好きな、旦だん那な様だ。

「おかえりなさい、アクア様」

「うん。──ただいま、ティアラ」

　ぎゅうぎゅう抱きしめてくる彼は、愛いとおしそうにティアラローズへちゅっと口づける。ティアラローズにだけ見せる、少しふにゃりとした幸せそうなアクアスティードの笑え顔がお。

　それを見るだけで、どうしようもなく胸が高鳴る。




　アクアスティード・マリンフォレスト。

　この国の王太子で、ゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編に登場するメインの攻略対象者だ。

　本来であれば、ヒロインであるアイシラと結ばれるはずだった。けれど、アクアスティードは登場時から一いち途ずにティアラローズだけを見つめ、愛してきたのだ。

　ダークブルーの髪に、金色の瞳ひとみ。整った顔立ちはまさに乙女ゲームのメインキャラクターだと、ティアラローズはいつも思う。もう一年以上一緒に過すごし、結婚式も終えたのに──未いまだに、どきどきが治まることはない。




　背後から抱きしめたままのアクアスティードが、ティアラローズの手元を見てくすりと笑う。

「なんだか今日のクッキーは可愛いね。ティアラみたいだ」

「……もう。動物の形にしてみたんです」

　ティアラローズの手には、うさぎの形のクッキーがある。あとはこれを焼き上げれば、クッキーの生き地じは全て使い終わる。

　焼き上がったものは、うさぎと、くまと、さるの形だ。

　アクアスティードに一つ味見をしてもらおうと思い、焼き上がったクッキーに手を伸ばして──ティアラローズは、首を傾げた。

　──あれ？

「ティアラ、どうかしたの？」

「あ、いえ。……アクア様に、味見をしてもらおうと思って」

　──気のせい、かな？

　ティアラローズはうさぎのクッキーを摘つまんで、アクアスティードへ手渡そうとする。が、拒きよ否ひされてしまう。

　ゆっくりと首が振られるのを見て、どうやら受け取る気はないようだとティアラローズも理解する。食べたくないのだろうか？　そんなことが脳のう裏りをよぎるけれど、アクアスティードがいらないという理由がいまいち理解出来ない。

　アクアスティードは、ティアラローズの作ったお菓子が大好きなのだから。

「ティアラ」

「……っ！」

　食べてくれないのかな？　と、しょんぼりしたのも束つかの間まで。アクアスティードはティアラローズの名前を呼んで、自らの口を開けた。

　あーんしてと、無言で訴うつたえているのだ。

　今までにあーんしたことがない訳ではないのだが、やはり恥はずかしいことに変わりはない。侯爵家の令嬢として育てられてきたティアラローズは、基本的にそういった行動はしない。

「うぅ……。これだけ、ですよ？」

「可愛い」

　耳まで赤くしながら、甘あまえてくる旦那様の口元へクッキーを運ぶ。

　ぱくりとうさぎのクッキーを食べて、ついでとばかりにティアラローズの指先もぺろりと舐なめられる。
















「っ！　あ、アクア様！」

「だって、クッキーよりティアラの方が全然甘い」

　悪びれもせずに言い放つアクアスティードは、楽しそうに笑っている。

「もう……恥ずかしいです」

「夫婦なんだから、このくらいはいいだろう？」

　アクアスティードの場合、へたをしたらこれだけではすまないということをティアラローズはわかっている。

「……少しだけですよ？」

　しかしティアラローズも、本当に嫌いやがっているわけではないのでお似合いの二人なのかもしれない。

「ああ、そういえば……」

「？」

　ふと、アクアスティードが思い出したように口を開く。

「ティアラの開くお茶会が、令嬢に大人気なんだってね？」

「そうだと嬉しいですけど……」

　最後のクッキーをオーブンへ入れて、ゆっくりと焼き上げる。生地が色づくのを見ていると、アクアスティードは森のお茶会だよねと言う。

「それは、お菓子が人気だからでは？」

「ティアラは本当にお菓子が好きだね。妬やいてしまいそうだよ」

「お菓子に？」

　それはさすがにまずいだろうと笑いながら、アクアスティードに聞く。

　自画自賛ではないが、ティアラローズのお菓子は自分でもとても美お味いしいと思う。加えて、現代日本のレシピも使っているためそうそう真ま似ねすることも出来ない。

　ゆっくりティアラローズから離はなれ、アクアスティードもオーブンを見て「こうやって焼くんだね」と感嘆の声をあげた。

「うん。お菓子が大人気なのはもちろんだけどね。皆みな、ティアラとお近づきになりたいんだよ」

「王太子妃ですから、それは──」

「違うよ」

　他国から嫁とついだ自分と懇こん意いにしたいのは、もちろん王太子であるアクアスティードの妃だから。ティアラローズはそう考えているのだが、言葉を被かぶせるように否定される。

　困こん惑わくしながら夫を見れば、向かい合うようにしてその腕うでに抱きしめられる。

　小さな声で、無自覚だなぁとアクアスティードが呟つぶやきながら、言葉を続ける。

「森の妖精王の加護を受けているティアラが、私のご機き嫌げん伺うかがいにされるわけがないだろう？」




　ここ、マリンフォレストには──妖精という存在がいる。

　森の妖精、空の妖精、海の妖精。

　ティアラローズは、森の妖精に歓かん迎げいされ、結婚式の折に森の妖精王に祝福された。

　空や海の妖精ならば問題はない。空と海の妖精は、気に入った人間であれば祝福をするからだ。

　けれど、ティアラローズを祝福したのは森の王とその妖精たちだ。森の妖精ですら人に祝福を送ることはほぼないとされているのに、その頂点から祝福されたのだ。

　話題にするなと言う方が、無理というもの。




　もっと自分に自信を持ってと告げるアクアスティードに、ティアラローズは眉まゆを下げる。

　悪役令嬢である自分が、本当にこんな幸せな人生を続けていけるのかと、不安に思ってしまうのだ。どこかで大きな大逆転があって、アクアスティードをヒロインに奪われてしまうのではないだろうか……なんて。

　そんなことはないと、結婚式のアクアスティードを見て思ったはずなのに。

「ティアラはしっかりした教養があるのに、自分のこととなると評価が低い」

　もっと自信を持っていいのに、と、アクアスティードは微笑ほほえんで額ひたいに優しく口づけた。少し感じるくすぐったさに、ティアラローズの肩かたから力が抜ぬける。

「……キースの祝福があるから、森のお茶会ですか？」

「だろうね。森の妖精王に祝福された者は、歴代の王族でも一人か二人いればいい方だから」

　自分で言いながらも、アクアスティードは妬けるなと再び呟く。

　ちょうどクッキーが焼けたので、ティアラローズはこの話はお終しまいだと切り上げる。このままキースの話題を続けていると、アクアスティードが拗すねてしまいそうだったから。

「紅茶を淹いれますね」

「……ありがとう」

　焼き上がったクッキーを満足気に見ているティアラローズを、アクアスティードが見つめる。

　すぐにお茶の準備をしようと楽しそうにしているので、まさかもっと抱きしめていたいなんてアクアスティードが言えるはずもなくて。




　──私の奥おくさんは、可愛いな。

　もちろん、抱きしめても拒否はされないだろう。甘やかせば、甘えてくれるということもわかっている。

　が、ティアラローズが本当にお菓子好きなのもまた事実。せっかくのスイーツタイムなのに、邪魔をするのも可か哀わい相そうだと思う。

　少し寂さびしさを感じつつも、とりあえずは我慢しようとアクアスティードは結論付ける。

　──まぁ、いいか。夜はまだ長い。

「アクア様？」

「ああ、今行くよ」

　トレイにクッキーとティーカップを載のせたティアラローズが、不思議そうにアクアスティードを見る。

　考え事をしていただけと言って、アクアスティードはティアラローズとともにキッチンを後にした。
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「うーん？」

　翌日──ティアラローズは、自分専用のキッチンでお菓子を作りながら唸うなっていた。首を傾げ、「変だ……」と、言葉がもれる。

　どうにも、おかしいのだ。

　もちろん、キッチン自体は問題ない。アクアスティードがティアラローズのために特注で作ったのだから、格別ですらある。

　問題は、お菓子にあった。

「やっぱり、さっき焼いたクッキーが少し減ってる」

　二回目に焼きあがったクッキーをお皿に移そうとして、最初に焼いた十枚のクッキーが……なぜか八枚に数を減らしていたのだ。

　昨日の夜、アクアスティードと一緒にいたときに感じた違い和わ感かんは、やはり正しかったのだとティアラローズは少なくなっているクッキーを見て思う。

　昨日の夜に、感じた違和感。

　それは、焼いたクッキーの数。少なくなっていると思ったけれど、消えるわけがないと、ティアラローズは自分の勘かん違ちがいだと思ったのだ。

　──でも、どうしてお菓子が消えるのかしら？

　不可思議な現象に、頭を悩なやませる。この部屋に誰かが侵しん入にゆうすることは不可能だし、フィリーネやほかの女官がそういったことをするはずもない。

　だとしたら、妖精くらいしか考えられる人物がいない。彼らはとても自由で、するりとこちらのスペースへ入ってくる。

「でも、森の妖精であればわたくしに直接欲ほしいと言うだろうし」

　まったくもって不可解だ。

「わからないわ」

　お菓子が恋しすぎて自分で食べてしまったのだろうか、なんて。そんな馬ば鹿かなことがティアラローズの脳裏をよぎるが──若じやつ干かん、否定できない気がして怖こわい。

　──確かにスイーツ大好きだし、いつも食べているし、無意識に食べてしまった？

　本気でそう考え、さすがに作っている最中にそんなことはしないと、ティアラローズは苦笑して考えを切り替える。

　そんなティアラローズの独り言が聞こえたようで、フィリーネがキッチンへ顔を出した。

「ティアラローズ様？」

「あ、フィリーネ」

　普段は立ち入らないので、よほど酷ひどい声をあげていたのだとティアラローズは恥ずかしくなる。

　淡い黄緑色の髪を揺らしながら、「どうかしましたか？」と心配そうにしているフィリーネ。

　話そうかどうしようかと思いつつも、幼い頃ころからずっと一緒にいる侍女なのだ。お菓子が消えたことを、相談してみようと口を開いた。




「──まぁ。クッキーが？」

　フィリーネは驚おどろきつつも、すぐにティアラローズの言葉を理解した。

　少し考えて、フィリーネは先ほどのティアラローズと同じ結論を出す。

「わたくしたちがティアラローズ様のクッキーを、ということはありませんから……やはり妖精でしょうか？　でも、普段であれば勝手に持っていったりはしませんよね？」

「そうなの。だから、不思議で」

　森の妖精たちは、ティアラローズの作るお菓子が大好きだ。しかし、無断で盗ぬすんでいくような子たちではない。

　──それとも、声をかける余よ裕ゆうもないほどお腹なかが空すいていた？

　でも、それはない。妖精たちは食べ物を口にしなくても、生きていくことが出来る。

「うーん……え？」

　そう考えていたところで、八枚あったクッキーがいつの間にか七枚になっていることに気付く。

「今は、ティアラローズ様とわたくししかいなかったはずなのに……」

　フィリーネがセピア色の瞳を大きく見開いて、口元を押さえる。

　これはやはりおかしいと顔を見合わせて、ティアラローズは原因を探さぐろうと考える。まずは、森の妖精に心当たりがないか確認してみるのがいいかもしれない。

　人間が犯人という線は薄うすそうなので、魔ま法ほうが得意な妖精たちにこういった現象がないか聞いてみるのだ。

　ティアラローズはフィリーネと護衛のタルモを連れて、森の妖精がいつも遊んでいる庭園へ向かうことにした。







　可愛らしいピンクの薔ば薇らが咲き誇る、小さな庭園。

　ここはアクアスティードがティアラローズのために作らせた専用の庭園で、ティアラローズの許可がないものは立ち入ることが出来ない。

　いつでも綺麗な花が楽しめる、ティアラローズと森の妖精がお気に入りの場所だ。




「私はここで待機しております」

「ありがとう」

　庭園の入り口にタルモが立ち、護衛をしてくれる。

　アクアスティードとお茶をすることが多いこの庭園は、二人の距きよ離りが遠くなるのは嫌だからと……小さめに作られている。

　令嬢を招待して行っているお茶会は、別の広い庭園か室内を使うことがほとんどだ。

　そのためここは、正しよう真しん正しよう銘めいのプライベート庭園。

　くるりと庭園内を見渡し、ティアラローズはすぐに目当ての妖精たちを発見する。

「あ、いたわ」

『姫ひめ様だ～！』

『どうしたの～？　遊ぼう～！』

　きゃらきゃらと笑いながら、庭園にいた森の妖精たちがすぐにティアラローズの下へと集まってくる。

　共通の緑色の髪をした妖精たちは、植物をこよなく愛し──彼女の作るお菓子も同じくらい大好きだと言ってくれる。

『あ、お菓子だーっ！』

　さっそく一人がティアラローズのクッキーを発見して、ちょうだいとねだる。もちろんあげるために持ってきたクッキーだからいいのだが、先に確認しなければならない。

　少しだけ待ってねと言い、ティアラローズは森の妖精たちに消えたお菓子のことを聞いてみた。

　するとひどく驚いたような声があがる。

『えぇっ！　ティアラのお菓子、なくなっちゃったの？』

『知らないよ、勝手に持っていったら王様に叱しかられちゃうもん！』

「そうよね。皆、ありがとう」

　──やっぱり、森の妖精たちの仕し業わざではないみたいね。

　そもそも、勝手なことをすると王様に叱られると言っているのだ。森の妖精王であるキースがしっかりしているのならば、この妖精たちが犯人のはずはない。

　森の妖精たちの口から否定の言葉を聞き、安あん堵どする。そして、ならば魔法などでそういったことは出来るのだろうかと考える。

「こうやってお菓子が消えてしまう心当たりとかも、ないかしら……？」

『うぅーん、こんな意地悪な魔法はわからないよ～！』

　森の妖精は楽しいことが好きだからと、笑いながら告げられる。

　確かにと頷きつつも、ティアラローズは妖精の言葉にハッとする。意地悪と言われて、自分への嫌がらせで行われているという可能性を考えていなかったのだ。

　不思議な現象だと首を傾げた程度で、自分に悪意を持つ人の仕業だなんて考えたくもなかった。加えて、アクアスティードの妃であるティアラローズにそんなことをする人はいないという過信もあった。

　──でも、そうすると誰が？

　不意に、アクアスティードに恋こい焦こがれるヒロインの顔が浮かぶ。けれどすぐに、彼女はそんなことをする人間ではないと首を振る。

　──魔ま力りよくを込こめて作ったクッキーだから、欲しかったのかしら。

　欲しいのならば、素す直なおに伝えてくれたらいいのになと思う。海の妖精たちは、スイーツを食べたくてお菓子を盗んだのだろう。

「作っても盗まれていたら、自分の分が減っちゃうし」

　スイーツ好きのティアラローズとしては、それも大問題だった。幸せになれるお菓子は、多いに越したことがないのだから。

　さてどうしようかと考えながら、庭園を後にした。







「やっぱり、森の妖精ではなかったですねぇ」

「そうね。かといって、わたくしは海と空の妖精とは関わりがないし……」

　まったく手がかりがなくなってしまった。

　けれど、どう考えても人間が盗むには状じよう況きよう的に不可能だ。

　自室に戻もどったティアラローズは、どうするのが一番いいのだろうと、先ほど作ったクッキーを見て思う。

　その姿を見たフィリーネは、「決まっているではないですか」と困った表情でティアラローズを見る。

「アクアスティード殿下に相談してくださいませ」

「……アクア様は執しつ務むでお忙いそがしいもの。お菓子がなくなったくらいで、お手を煩わずらわせるわけにはいかないわ」

　フィリーネがここぞとばかりに提案してくれたけれど、ティアラローズは力なく首を振る。

　忙しい旦那様に、些さ細さいなことで面めん倒どうをかけたくないという心遣いだ。が、それは彼女がそう思っているだけであり、実際は違う。

　アクアスティードはティアラローズのことであれば何でも知りたいし、悩みがあれば何でも相談して欲しいと思っているのだ。

　しかし、そんなふうに上う手まく甘えることが出来るティアラローズではない。




　そして、そんな主人の気持ちを汲くみ取とるのも、優ゆう秀しゆうな侍女の仕事の一つ。

　少しの間、席を外す旨むねを告げて、フィリーネはとりあえず自分の仕事をこなそうと考える。

　ティアラローズがソファでゆっくり紅茶に口を付けるのを見て、フィリーネは部屋の前で警備をしているタルモの下へ相談に行く。

「どうしました？」

　仕事中、あまり会話をすることはないので、タルモは声をかけてきたフィリーネに驚いた。そして同時に、何かあったのだろうということを察する。

「ティアラローズ様の周辺で、何か変わったことはなかったかしら？」

　フィリーネの問いかけに、タルモは驚きつつも最近の様子を思い返す。──が、特別変わったようなことは何も起きていない。

　警備上、不ふ審しんな点はない。静かに首を振り、それを伝える。だが、もしかしたら、気付いてないことがあるのだろうかとタルモはぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「何か気になることが？」

「ええ。敵意があるかどうかはわからないけれど、ティアラローズ様の周辺でおかしな現象が起きているの。注意してもらえるかしら」

「わかりました」

　具体的ではないフィリーネの言葉に、タルモは頷いた。

　お菓子が消えたという情報を伝えることも出来る。が、それでは警備に先入観を与えてしまう。侍女が感じた違和感だけに意識が集中し、本命はもっと大きな事件だった──では、困るのだ。

　ティアラローズの周辺すべてにおいて、警けい戒かいしてもらわなければいけない。

　ひとまずは安心してフィリーネは肩の力を抜く。

「フィリーネ、アクアスティード様にお伝えは？」

「いいえ。わたくしも、先ほど気付いたのです。殿下にお伝えはしていませんが──ティアラローズ様は、心配をかけたくないから伝えないつもりかもしれません」

「そうか」

　──アクアスティード殿下には、タルモが伝えてくれるでしょう。

　今でこそティアラローズの専属護衛であるが、元々はアクアスティードの側近なのだ。フィリーネよりもずっと適任だろう。

　あとは、アクアスティードに任せればいいようにしてくれるはずだ。

　ティアラローズが言わずとも、甘く優しく白状させられるという未来を簡単に想像することが出来るけれど。

　想像しただけでお腹いっぱいになるが、実際はもっと、蜜みつのように甘いのだろうなとフィリーネは思う。
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　夜になり、執務を終えたアクアスティードはティアラローズの下へとやってくる。

　昼間、タルモからの報告は受けているので、愛しい奥さんがどんな反応をするのか楽しみでもあった。

　素直に懸け念ねん事じ項こうを伝えてくれたら嬉しいが、そう簡単に口を開いてくれる彼女ではないことも知っている。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　ソファでゆったりと刺し繡しゆうをしていたティアラローズは、笑顔でアクアスティードを迎えるために立ち上がった。

　黒地に金色のラインが入ったジャケットをティアラローズに差し出すと、「お忙しかったのでしょう？」とティアラローズが可愛く微笑んでくれる。

　先に休んでいてもよかったのに、待っていてくれたことが嬉しい。アクアスティードは優しく微笑みを返しながら、大丈夫だと言葉を返す。

「遅おそくなってしまったね」

「いいえ。お仕事、お疲れさまです」

　アクアスティードの唇くちびるがティアラローズの額に触ふれて、そのままぎゅっと抱きしめる。

　帰宅時の約束のようなその瞬間がとても好きだった。一日の疲れすべてが癒えると言ってもいいかもしれない。

　特に、今日は仕事が長引いてしまった。

　──でも、ティアラの警備を見直していたのだから仕方がない。

　普段であれば、二人でゆったりと過ごしている時間。たわいもない話をしてワインを飲んだり、一日何があったと楽しく話す。

　しかしこればかりは、明日以降に引き延ばすつもりは毛頭ない。不安要素があるのであれば、すぐにでも手を打たなければならない事案だ。

「今日は何かあった？」

「いいえ。ドレスの調整と、お菓子を作ったりしてました」

「そう」

　昼間あったお菓子の紛失に関して何も言うつもりがないらしい彼女は、にこりと微笑んで問題ないと告げた。

　──まったく、可愛いんだから。

　どうやって白状させようかなと、悪戯いたずら心ごころが芽生える。にやりと笑ったのがいけなかったのか、ティアラローズは一いつ瞬しゆんびくりと肩を振るわせた。

「あ、あくあさま……？」

「うん？」

　焦りを含んだティアラローズの声に、優しく微笑んでその綺麗な髪を撫なでる。

　なんでもないという風に彼女を抱き上げて、アクアスティードは寝室へと続く扉とびらへと手をかける。寝るのには、まだほんの少し早い時間だけれど──。

「あ、あのっ！」

「どうしたの、ティアラ」

　自分の腕に抱かれた愛しい人は、顔を赤く染めて声をあげた。




　──絶対、知ってる！

　ティアラローズは、アクアスティードの様子を見て確信した。絶対に、昼間の出来事を知っているのだと。でなければ、帰ってすぐに寝室に連れて行かれるはずもない。

　甘やかされて、全部白状させられるのだと本能が告げた。……それならば、自分から先に話してしまった方がいいに違いない。

「じ、実は昼間にっ」

　慌あわてて口を開くと、とたんにアクアスティードがひどく残念そうな顔をする。

「なんだ、もう白状しちゃうの？」

「そんなに残念そうにしないでください……」

　せっかく可愛がろうと思っていたのに、と。アクアスティードはくすくす笑う。

　仕方がないのでソファへ座って、アクアスティードはティアラローズの話を聞くことにした。




「──という、ことなんです」

「消えたお菓子か。人的という考え方よりは、妖精が犯人という方がしっくりくる」

「……はい。でも、森の妖精はそんなことをしませんから……」

　ティアラローズの言葉に頷いて、アクアスティードも思案する。

　森の妖精は、ティアラローズと繫がっているし、空の妖精はアクアスティードと繫がっている。そんなことをアクアスティードは考え、ティアラローズを安心させるように頭を撫でて微笑む。

「私が調べてみるから、ティアラは何も心配しなくていいよ」

「アクア様……。でも、お仕事だって忙しいじゃないですか。私のクッキーがなくなったくらい、なんてことはありませんよ？」

「駄だ目めだよ。ティアラのクッキーは、私のものだからね」

「もう、お菓子もですか？」

　くすりと笑い、欲張りですねと言えば「そうだよ」とストレートな言葉が返ってくる。

　──恥ずかしい。

　どうしてこんなにも、惜おしげもなく嬉しい言葉をくれるのだろうか。

「ティアラを手に入れたときから、もう遠慮はしないことに決めたんだ」

「！」

　お菓子にも妬いてしまうんだと、笑いながらアクアスティードはティアラローズの頰を撫でる。そのままついばむように何度か口づけて、安心させるように背中をぽんと叩たたく。

「大丈夫、私に任せておいて」

「ありがとうございます。……でも、あまり無理はしないでくださいね？」

　執務で忙しいのに、さらに自分に関係する厄やつ介かい事ごとで迷めい惑わくをかけたくない。

「ああ」

「絶対ですよ？」

「わかってる。ティアラは心しん配ぱい性しようだね」

　くすりと笑って、アクアスティードが頷く。それを見て、ティアラローズはほっと胸を撫でおろした。
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　しかし数日後、事件は思いもしない方向へ発展していく。




　ティアラローズ自身が、お菓子の消える瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまった。

「えええっ！」

　キッチンに備え付けられている水道から、海の妖精が顔を出してクッキーを一枚持ち帰ったのだ。

　自分を嫌きらっている海の妖精が持ち帰っていたことに、驚きを隠かくせない。好きでもない人の手作りお菓子を持ち帰るだろうか。

「それとも、美味しいお菓子だったら作った人は関係ないのかな？」

　首を傾げつつも、欲しかったらあげるのに……と、ティアラローズは呟いた。

　──あ、でも嫌いな人間にお菓子をちょうだいとは言いにくいかもしれない。

　そうであれば、海の妖精たちが勝手にお菓子を持っていったことも納なつ得とく出来た。
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　海の妖よう精せいが、お菓か子しを盗ぬすんでいた犯人だったということが判明した──。




　舗ほ装そうされた道をゆっくりと進む馬車の中で、ティアラローズはアクアスティードとアイシラの下へ向かっている。

　海の妖精に祝福されている彼かの女じよに、今回の件を相談しに行くのが目的だ。

　ぼんやりと馬車の窓から外を見るティアラローズに、アクアスティードは視線を向ける。また何か考かんがえ込こんでしまっている顔だと、苦く笑しようする。




「考え事？」

　揺ゆれる馬車の中で、なぜだろうと考えていたティアラローズにアクアスティードが問いかけた。

「あ、いえ……。わたくしは海の妖精に嫌きらわれていたから、不思議で」

「嫌っているわたくしのお菓子を食べたいなんて、嬉うれしいような、複雑な気分です」

「…………」

　ティアラローズの口から出てきた言葉は、アクアスティードの予想していないものだった。

　──嫌いやがらせだとは、思わないか。

　純じゆん粋すいに不思議そうにしているティアラローズを見て、笑えみがこぼれる。海の妖精に盗まれているのに、可か愛わいい妻は実に気楽そうだった。

　ひとつ息をついて、ティアラローズは困ったように首を傾かしげる。

「アイシラ様が、何かご存じだといいんですけど」

「そうだね。この国で、海の妖精に一番気に入られているのは彼女だ。……きっと、力になってくれるだろう」

「ええ」

　こくりと頷うなずき、ティアラローズは窓の外から近付く海の景色を見つめた。




　公こう爵しやく家の令れい嬢じようである、アイシラ・パールラント。

　彼女は、ゲーム『ラピスラズリの指輪』の続編に出てくるヒロイン。

　本来であればアクアスティードと結ばれるポジションだった筈はずだけれど、彼かれはアイシラではなくティアラローズを選んだ。

　アイシラ自身も、アクアスティードのことを好きだと気付いたのは彼の結けつ婚こん式しき当日だった。もう、気付いても遅おそい、そんなタイミング。

　彼女の初はつ恋こいは、アクアスティードの謝罪によって散ってしまった。




　結婚式で──アイシラには、悲しい思いをさせてしまった。そのことに胸が痛むティアラローズではあるけれど、今後も仲良くしてくださいねと……アイシラは微笑ほほえんだ。

　──アイシラ様、強くて優やさしい方。

「……お会い出来るのが、楽しみです」

「最近は忙いそがしかったからね」

「はい。今日はお土産みやげにお菓子も持っていますし、バッチリです」

　笑みを浮うかべると、アクアスティードもつられて優しく微笑み返してくれた。




　けれど、その思考は笑え顔がおとは裏腹だ。




　──アイシラ嬢じようは、やっぱり何か知っているみたいだな。

　口元に指をあてて、アクアスティードは先日のことを思い出す。ティアラローズのお菓子が消えたのは、海の妖精の仕し業わざである可能性が高いと思い、すぐさま調査依い頼らいをした。

　しかし、いつもは仕事の早いアイシラが、いつまで経たっても報告をあげてこなかったのだ。進しん捗ちよくを尋たずねると、調査中という返事のみが返ってくる。

　直接確かく認にんに行こうと思っていた矢先に、ティアラローズが海の妖精を目もく撃げきしてしまった。

　それもあり、今日は二人でアイシラを訪ねに行くのだ。

「……そろそろ着く」

「今日も、アイシラ様の海が綺き麗れいです」

　太陽の光がきらきらと波間に反射して、春先だというのに真夏のようだとティアラローズは思う。

　馬車を降りる前に深く帽ぼう子しを被かぶり、日差しから身を守る。

　アクアスティードにエスコートされて、ティアラローズはゆっくりと馬車から降りた。
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　色とりどりの薔ば薇らが植えられた庭園の中央には、珊さん瑚ごを贅ぜい沢たくにあしらった噴ふん水すいが設置されている。そこを自由に泳ぐカラフルな魚に、ティアラローズはいつも目を奪うばわれる。

　庭園を眺ながめながら、案内されたのは豪ごう華かな応接室。アイシラの携たずさわる、まだ発売されていない珊瑚の装そう飾しよく品なども使われており、室内を眺めているだけでも楽しかった。

「いらっしゃいませ。アクアスティード殿下、ティアラローズ様」

「突とつ然ぜんすまないな」

　応接室へと案内され、待つこと五分。目的の人物が姿を見せた。

　肩かた口ぐちまで伸のびたストレートの淡あわい水色の髪かみ。オレンジ色の瞳ひとみは、海に反射する太陽の光のよう。海に愛されし、続編のヒロイン……アイシラだ。

「ティアラローズ様、わたくしの返事が遅いばかりに……ご不安な思いをさせてしまい申し訳ありません」

「いいえ、お気になさらないでくださいませ」

　──返事が遅い？

　アイシラの言葉に、ティアラローズは心の中で首を傾げる。アクアスティードがいる手前、何を聞いても驚おどろくようなそぶりを見せるわけにはいかない。

　妃きさきであるティアラローズの失態は、夫であるアクアスティードに繫つながるのだ。仲良くしているアイシラとはいえ、油断してはいけない。

　──もしかして、アクア様は海の妖精の仕業だと気付いていたのかしら。

　それならば、アイシラが言ったことと辻つじ褄つまが合う。海の妖精の調査を依頼したけれど、その結果が出る前にティアラローズが犯人を見てしまったのだろう。

　優ゆう秀しゆうすぎるアクアスティードは、常にティアラローズの何手先までも考え動いているのだ。

　さすがだと思っていると、困ったようなアイシラの声が耳に届く。

「どこから話せばいいのでしょうね……」

「アイシラ様？」

　話し辛づらそうに、俯うつむくアイシラ。

　ティアラローズはいったいどうしたのだろうかと心配になるが、アクアスティードが話すように促うながした。

　アイシラが思い返しているのは、彼女がしでかしてしまった失態だ。

「…………」

　話す勇気がなかなか出ずに、しかし王太子であるアクアスティードに逆らうことは出来ない。アイシラは勇気を振り絞るように、先日のことを脳のう裏りに浮かべる。




　海の妖精は、アイシラのことが大好きだ。

　アイシラも、海の妖精のことが大好きだ。

　こよなく海を愛し、魚を育て、珊瑚がきらめく広大な場所を作り上げたのだから。そのため、アイシラが悲しいと、海の妖精も悲しいのだ。

　ティアラローズとアクアスティードの結婚式が終わった後、アイシラは失しつ恋れんの悲しみに海で独り静かに泣いた。家で泣いてしまえば、王太子に想おもいをよせていたことがばれて大変なことになってしまうと思ったから。

　アイシラの父親は公爵だ。何か間ま違ちがいがあっては、ならないのだ。

　娘むすめが王太子との結婚を望んでいたと知れば、何か手を打ってしまうかもしれない。そんな不安が、アイシラを家では決して泣かせはしなかった。

　しかし、彼女が下したその判断が正解だったわけでもなかった。

　海の妖精はアイシラが泣いていることを悲しみ、想い人であるアクアスティードの妃に嫌がらせをしてやろうと考えた。

　そう──ティアラローズに。

「何から、お話しすればいいのか……」

　海の妖精のことを思い出し、しかし『自分がアクアスティード様を慕したっているから、妃であるティアラローズ様に嫌がらせをしているんです』とも言えない。言えるわけがない。

　それに、ティアラローズとアクアスティードは結婚して夫ふう婦ふとなったのだ。余計な心配をかけたり、傷つけたくはないというのがアイシラの考えるところでもある。




　なかなか言葉を発せないでいるアイシラに、ティアラローズは優しく微笑む。

「アイシラ様、そう思おもい詰つめないでくださいませ。海で何かあったのなら、わたくしも協力をしますわ。ね、アクア様」

「ああ」

　ティアラローズの言葉にアクアスティードも頷き、大だい丈じよう夫ぶだとアイシラへ伝える。

「……海の妖精に、お菓子を盗むのは止やめるようにと。そう言っているのですが、わたくしの言葉ではあまり効果がないようで」

「海に愛されているアイシラ様のお願いなのに、ですか？　それほどまでに、わたくしのお菓子を欲ほしい理由もないように思うのですけれど……」

　海の妖精たちは、アイシラのためを思って行動しているため、止めて欲しいというアイシラのお願いに頷くことをしないのだ。

　なんと答えようかアイシラが迷っていると、横からアクアスティードが言葉をはさむ。

「ティアラのお菓子は特別だからね、海の妖精も気に入ったんだよ」

「んん、確かにわたくしのお菓子はちょっと特とく殊しゆですけれど……」

　ティアラローズの作るお菓子には、彼女の魔ま力りよくが込こめられているのだ。

　例えば自然治ち癒ゆの能力が上がったり、身体能力が強化されたりと。お菓子からちょっとした効果を得ることが出来る。

　ただ、それを知るのはごくごく一部の人と、森の妖精たちくらいだ。海の妖精が知っているとも思えないけれど、ティアラローズもそれくらいしか可能性がないので納なつ得とくする。

「それなら、言ってくださればお菓子を用意しますのに……。そうだ、アイシラ様。海の妖精たちに、お菓子を用意しますとお伝えいただけますか？」

　──わたくしが渡わたすことは出来ないけれど、アイシラ様ならきっと問題ないはず。

　そう思い、名案とばかりに手を叩たたく。けれど、アイシラは少し曖あい昧まいに微笑むだけだ。

「もちろんそれは構わないのですが……。わたくし、海の妖精王の下へ行ってみようと思うのです」

「海の妖精王の下に？」

　突然のことに、ティアラローズとアクアスティードは驚き目を見開いた。

　現在、海の妖精王の祝福を得ている者はいない。これだけ海の妖精に愛されているアイシラでさえも、だ。

　──海の妖精王に、止めるようにお願いをするということ？

　けれど、王に会うのはとてつもなく大変なはずだ。それは、森、海、空。どれをとっても例外ではない。

「アイシラ嬢は、海の妖精王にお会いしたことがあるのか？」

　アクアスティードの問いかけに、アイシラはゆっくりと首を振ふる。海の妖精にこよなく愛されているけれど、その王に会ったことはないのだ。

「海の妖精王に会うための道筋は、知っています。以前、海の妖精が教えてくれたのです」

　妖精自らが、王の場所を教えるなどということはよほど好かれていない限りあり得ない。海の妖精王までの道筋を知っているということは──アイシラにとって、小さな誇ほこり。

「なるほど。アイシラ嬢は、海の妖精王に現状の改善を求めるということか」

「──はい。今しばらくご不便をおかけしてしまいますが、もうしばらく時間をいただけないでしょうか」

「許そう。くれぐれも王に失礼のないように」

「承知しています」

　とんとんと、アクアスティードとアイシラの二人で今後の方針を決めてしまった。当の本人であるティアラローズの意見を述べる暇もなく。

　──こんな大変なことを、アイシラ様に頼たのんでしまっていいのかしら？

　とてつもなく申し訳ないと思い、ちらりとアクアスティードを見る。にこりと微笑まれて、頭を撫なでられた。安心して任すようにと、言われているようだった。

「ティアラローズ様」

　うーんと唸うなっていると、意を決したようにアイシラがティアラローズの名前を呼ぶ。真しん剣けんな眼まな差ざしに、思わず姿勢を正さずにはいられなかった。

　告げるのか──と、アクアスティードは少し驚いたが、止めることはせずに傍ぼう観かんすることに決める。

「海の妖精がティアラローズ様のお菓子を盗んだ原因は、わたくしにあるのです……」

「え……？　アイシラ様に、ですか？」

　突とつ如じよ告げられたその言葉に、予想もしていなかったティアラローズはひどく驚いた。

「はい。わたくし、が……」

「……？」

　──アイシラ様？

　言おうとしているのに、言葉が出てこないアイシラにティアラローズは首を傾げる。けれど、とても言い辛いということはわかった。

　原因が彼女にあるのであれば、理由を言いにくいのなんて当たり前だ。それなのに、アイシラは必死にティアラローズにそれを伝えようとしてくれている。

　ティアラローズには、その気持ちだけで十分だった。

　ソファから立ち上がり、ティアラローズはアイシラの横へ膝ひざをつく。俯いてしまったアイシラを覗のぞき込こんで、大丈夫だと安心させるように微笑む。

「アイシラ様、無理に伝えて頂かなくて大丈夫ですよ。ですから、安心してくださいませ」

「……ティアラローズ様。申し訳ありません、わたくし……」

「お顔を上げてくださいませ。わたくしは、そんなに困っていませんから」

　──お菓子くらい、また作ればいいんだから。

　アイシラが辛く大変な思いをする方が、ずっとよろしくない。

「ありがとうございます、ティアラローズ様。……理由を言えないわたくしをお許しくださって。必ず、海の妖精王にお目にかかってきます」

　健けな気げに微笑むアイシラに、ティアラローズは苦笑する。

　──あまり思い詰めないといいのだけれど。

　そう思いつつ、ティアラローズはアクアスティードとともにアイシラの屋や敷しきを後にした。
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　ティアラローズの朝は早い。

　基本的に毎日何かしらの予定が入っているため、髪を結ゆい、ドレスを整えるのにもかなり時間をかけて行っている。

　侍じ女じよのフィリーネが毎日準備をしてくれているけれど、彼女はいったいいつ休んでいるのだろうかと思ってしまうほど。

　今日も元気に淡い黄緑色の髪を後ろで一つにまとめ、楽しそうにティアラローズの身み支じ度たくを手伝っている。セピア色の瞳はきらきらと輝かがやき、ティアラローズをどうやって美しく仕立て上げようか考えているのだ。

「フィリーネ、全然お休みを取っていないわよね？　あまり無理をするのもよくないわ」

「まぁ……。お気き遣づかいありがとうございます、ティアラローズ様。けれど、わたくしは大丈夫ですわ。ティアラローズ様のお世話をするのが好きなんです」

「…………」

　それもどうかと思うが、フィリーネはティアラローズの髪を整えながら楽しそうに微笑んだ。

　用意された紅茶を一口飲み、今日の予定はなんだっただろうかと思い返す。

　午前中に、貴族の令嬢を招いた小さなお茶会。午後からはフリー。予定が半日しかない日は久しぶりなので、午後はゆっくり過ごせそうだとティアラローズは頰ほおを緩ゆるめる。

「フィリーネ、お茶会のお土産は用意出来ている？」

「ええ。可愛らしい形のマフィンを用意していますから、皆みな様さま満足されると思います」

「ありがとう」

　伯はく爵しやく家の令嬢三人を招いているので、帰りにはお菓子をお土産として渡すのだ。ティアラローズの作ったお菓子は、見た目も味も評判がいい。

　正直少しは休みたいところだが、ティアラローズはこの国に嫁とついできてまだ日が浅い。この国に早くなじむために、お茶会を頻ひん繁ぱんに開いているのだ。

　加えて、少しでも情報を得たいという思いもあった。

　この国で、純粋にティアラローズの力になってくれる貴族がどれくらいいるだろうか。

　アクアスティードの力になれるよう、少しずつ、ティアラローズなりに頑がん張ばって基礎を作ろうとしているのだ。

　もちろん、彼がすべてからティアラローズを守る予定ではあるけれど。







　フィリーネと話しながら支度をしていれば、あっという間にお茶会の時間となった。

　令嬢たちから〝森のお茶会〟と呼ばれるティアラローズのお茶会は、令嬢に大人気なのだが──ティアラローズは、あまりそれを自覚していないため周りは苦笑するけれど。




「まぁ、ティアラローズ様は本当にお菓子作りがお上手ですのね。素す敵てきですわ」

「わたくしも、今度挑ちよう戦せんしてみようかしら」

「ええ、ぜひ。お菓子は作る過程も楽しいですから」

　きゃあきゃあと、可愛らしい花のような声で話をしているのは、ティアラローズを入れて女性四人。話題はお菓子や流行のドレスについて。

　政治についてはそれほど関心がないのか、令嬢たちの口からは話題にのぼらない。

　この国に嫁いだばかりの身としては、令嬢から見た政治的な面も知りたいと思ってはいたけれど──どこの世界も、なかなか女性が政治に関わることは少ないのだろう。

　──なら、妖精の祝福はどうかしら。

　お菓子を盗んだ犯人は、海の妖精だったのだ。

　妖精たちの情報も、可能な限り欲しいところ。たとえ常識的な内容だったとしても、隣りん国ごくから嫁いできたティアラローズが知りえていないものがあるかもしれない。

「皆様は、やはり幼い頃ころから妖精とともにいるのですか？」

　ティアラローズが三人の令嬢に問いかけると、皆がこくりと頷いた。

「そうですわ。妖精の祝福は、子供のうちにいただくことが多いです。ですから、子供時代は外で遊ぶということがとても多いのです」

「妖精がいるのは外ですものね。健康的ですし、素敵ですわ」

　なるほどと頷く。

　ティアラローズのように国外からという場合を除くと、子供の頃に祝福をもらう人が多いようだ。

「それに、子供の方が祝福を受けやすいのです。……大人おとなと違ちがい、純粋ですから」

　困ったように、口元を扇おうぎで隠かくしながら令嬢が言う。

　確かに打算にまみれた大人よりも、純粋で可愛い子供を祝福したいというのはよくわかる。大人になってからでは、祝福される確率がぐっと減るのだと令嬢は告げた。

　──なら、森の妖精に祝福された私はラッキーだったのね。

　令嬢たちに確認すると、二人が海の妖精の祝福を。もう一人は空の妖精から祝福を受けていた。

「普ふ段だんは、妖精たちと何か話したりするのですか……？」

「まぁ、いいえ。ティアラローズ様、そう頻繁に妖精とお話しが出来るものではないのです」

「そうなのですか？」

　てっきり、人間と妖精の交流は盛さかんなものだと思っていたので驚いた。

　ティアラローズのもとには、頻繁に森の妖精が遊びにくる。そのため、彼女と妖精の距きよ離りはとても近い。

　しかし、ふと思い返す。

　──でも、確かにフィリーネは妖精と話をしていないわね。

　フィリーネは海の妖精に祝福されている。けれど、海の妖精と話しているところは見たことがないし、今回の犯人が海の妖精だったということも知らなかった。

　自分のところに頻繁に森の妖精が来てくれているだけであって、ほかの人はそうではなかったという事実に、今いま更さらながらに気付く。

「ティアラローズ様は、森の妖精王に祝福されていらっしゃいます。それは、とても特別なことなんですよ」

「……そうよね。他国から嫁いだわたくしに祝福をくださったのだもの、大切にしないといけないわね」

　──わたくしが考えている以上に、この祝福は光栄なものなんだ。

　大切にしないといけないと、ティアラローズは改めて思う。

「森の妖精に祝福されているだけでも特別なのに、その頂点に立つ妖精王にまで……なんて。マリンフォレストに住むものは、誰だれもがティアラローズ様に憧あこがれています」

「ええ、これからも大事にしていきたいです」

　ふわりと微笑んで、ティアラローズは窓の外へ視線を向ける。

　きっと植木や花の近くに森の妖精がいるのだろう。かさりと葉を揺らし、笑い返してくれた。




「んん、ティアラローズ様、このお菓子とっても美お味いしいです！」

「喜んでいただけてよかったわ」

　ティアラローズが用意していた新しいお菓子をテーブル一面に並べ、フルーツの香かおる紅茶が用意された。

　目を輝かせながらお菓子を食べる姿を見て、気に入ってもらえたことに安あん堵どする。

　──この国に、もっともっとスイーツが広まったらいいなぁ。

　そんなことを、ついつい考えてしまう。

　もちろん、この世界にお菓子が少ないというわけではない。そして、不ま味ずいというわけでもない。

「もっと、あっと驚くようなお菓子があるといいのに……」

「ティアラローズ様？」

　ふいに零こぼれた呟つぶやきが、令嬢たちの耳に届く。

「あ、ごめんなさい……わたくしったら、はしたないですね」

　これじゃあ、食い意地が張っているとしか言えない。そう思いティアラローズは苦笑するが、令嬢たちは「そんなことありません！」と、大きく首を振った。

「ティアラローズ様のお菓子はとても美味しいですし、これがマリンフォレストに浸しん透とうするのをとても楽しみにしていますわ」

　いつかお店でも買えるようになれば、家でも楽しめますものと令嬢は微笑んだ。

　──確かに、スイーツ店が増えるのはいいことよね。

　街にも何なん店てん舗ぽかあるけれど、そんなに数が多いわけではない。ゆっくりでいいので、お菓子を取とり扱あつかう店が増えればいいなとティアラローズは思う。

　──そうしたら、お忍びで買い物に行って新しいスイーツを探すの。そう考えるだけでも、楽しくてしかたがない。

　それから令嬢たちに妖精のことを聞き、いかに森の妖精王に祝福されることがすごいのかを聞かされてお茶会は終わった。




　令嬢たちを見送り、ティアラローズはその足で自分専用の小さな庭園へと向かう。午後の予定がないので、ゆっくり読書をしようと思ったのだ。

　読む本すべてが、この国マリンフォレストの歴史や資料なので、はたして休みと言っていいのかはわからないけれど……。

「そういえば、アクア様がわたくしを見つけてくれたきっかけも読書だったっけ……」

　木こ陰かげで読書しているところを目撃されたという、割と一方的な出会いではあったけれど。ティアラローズにとっては、見つけてもらえていたことは恥はずかしいけれどとても嬉しかった。

　フィリーネの淹いれた香りのいい紅茶を口に含ふくみ、本日読み進めるのは歴史書だ。

　乙女おとめゲームの世界だというのに、はるか昔までしっかりと歴史があるのは感かん慨がい深ぶかい。

　やはりこの世界は、ゲームであったとしてもちゃんとした現実なのだということがよくわかる。

　そのため、ティアラローズは歴史書を読むのが好きだった。

　ゲームに囚とらわれず、きちんと自分の足で生きていると思えるから。




　ぱらりとページをめくり読み進めると、自分の好きなカテゴリーを見つけて思わず笑みがこぼれる。

「……へぇ、そんな時代があったんだ」

「あら、何か面おも白しろいことでも書いてあったかしら？」

「ええ。お菓子の大会があって──え？」

　ティアラローズ専用の庭園であるここに、第三者の声。

　フィリーネが席を外しているとはいえ、護衛のタルモはいるはずだ。自分への連れん絡らくもなく、誰かが立ち入ることはありえない。

　それこそ許可されているのは、アクアスティードくらいだ。しかし聞こえた声は、アクアスティードのものとは違うもの。

　ティアラローズは声の主を確認する前に、その視線をタルモへと移す。変わらない定位置に立っている姿を確認することが出来た。

　──ちゃんと護衛してくれている。

　しかしその顔は驚きよう愕がくに目を見開いていた。

　護衛していた彼自身が、今の展開に一番驚いているのかもしれないとティアラローズは思う。第三者を入れてしまったとすれば、タルモの失態になってしまうのだから。

　──でも、タルモに気付かれずわたくしに近づけるものかしら？

　改めて声の主を見たティアラローズは、その美しさにはっと息を吞のむ。

　腰こしまで伸びる、空色のストレートロング。瞳は金色に輝いて、まるですべてを見通す王のようだ。女の自分ですら、虜とりこになってしまいそうだ。

　にこりと微笑んだ美女は、ティアラローズの向かいの椅い子すに腰を落ち着けた。にこにこと楽しそうに見られ、どうしようと焦あせってしまう。

　──こんなときは、どう対応するのが正解？

　誰かわからないが、雰囲気から高貴な相手であることはわかる。

「ええと、あなたは……？」

　戸と惑まどいつつもティアラローズが口を開くと、あっさりと答えが返ってくる。




「ああ、挨あい拶さつがまだだったわね。私はクレイル、空の妖精王よ」

　ふわりと優ゆう雅がに微笑み、クレイルの綺麗な髪が揺れる。




「っ!!」

　──妖精王!?

　まったくもって予想もしていなかった相手の身分に、ティアラローズは急いで立ち上がる。まさか、森の妖精王であるキースだけではなく空の妖精王にも会える日がくるなんて。

　焦りながらも、ティアラローズは最上級の礼をした。

「あら、そんなに堅かたくならなくていいのよ」

　堅苦しい雰ふん囲い気きが好きではないのか、空の妖精王クレイルはにこりと微笑む。「楽にしてちょうだい」と言う姿は、まさに王そのものだ。

　そしてその視線は、用意されていたティアラローズお手製のお菓子へと移る。

　──もしかして、空の妖精王もお菓子が好き？

　同じ女性だし、キースもティアラローズのお菓子を美う味まいと言って食べてくれたことを思い出す。

「よろしければ、召めし上あがりますか？」

「ありがとう、嬉しいわ！」

「──紅茶もご用意できましたから」

　事態を察知したフィリーネが、紅茶を持ってきてセッティングしてくれる。それにクレイルが「ありがとう」と返すと、フィリーネは緊きん張ちようしながらも笑顔を返した。

　なんて出来た侍女だろうと、ティアラローズは純粋に嬉しく思う。

　クレイルがミルクを入れたのを見て、ティアラローズはお菓子の説明をする。

「これは、わたくしが焼いたチーズタルトです。数種類のチーズを合わせて作っているので、そのまま食べるチーズとは違った味わいが楽しめると思います」

「美味しそう。チーズは大好きなの。……うん、やっぱり美味しいわ！」
















　ティアラローズが用意していたお菓子は、チーズタルト。

　大きいものではなく、一口サイズ大に作られた可愛らしいものだ。さくりとした生き地じは、キースも大変気に入っている一品。

　クレイルが二口にわけ、上品にチーズタルトを食べる。

　自分の作るお菓子を食べてもらえるのは嬉しいと思いつつ、なぜこの場に彼女がやってきたのだろうと考える。

　アクアスティードが空に祝福されていることは、もちろんティアラローズも知っている。けれど、だからといってそんな理由で自分のもとを訪ねてくるだろうか。

　首を傾げていると、ふとクレイルと目があった。

「ふふ、アクアスティードのお姫ひめ様を見にきたのよ」

「……！」

　──え、本当にアクア様関連？

　それを聞いて、とたんに自分が審しん査さをされている感覚に陥おちいり緊張が走る。空の妖精王から相応ふさわしくないという烙らく印いんを押おされたら、いったいどうなってしまうのか。

　ふるりと、ティアラローズの体が震ふるえる。

　どきどきする心臓の音がとてもうるさかった。

　けれど、そんな心配もクレイルによって払ふつ拭しよくされる。

「大丈夫よ。別にとって食ったりしないもの」

「あ……。すみません、わたくしったら」

「いいのよ。突然きた私がいけないんだもの。でも、アクアスティードのお姫様がいい子でよかったわ」

　二つ目のチーズタルトに手を伸ばして、クレイルは少し話がしたかっただけだと言う。

　それならばと、ティアラローズも肩の力を抜ぬいた。お菓子はリラックスしてゆっくり食べるのが一番だ。

「このお菓子には、ティアラローズの魔力が宿っているのね。不思議だけど、心地ここちよい」

　すぐそのことに気付くとは、さすが妖精王だ。ティアラローズはゆっくり頷いてから、自分のことを話し始める。

「お恥ずかしい話ですが、わたくしは魔ま法ほうが得意ではなくて……。唯ゆい一いつうまく出来るのが、自分が作るお菓子にほんの少し魔力を入れることです」

　通常、お菓子にそのようなことをする人はいない。いや、出来る人がいないと言った方がいいだろう。

　スイーツ愛に溢あふれるティアラローズだからこそ、成せる技わざと言ってもいい。

　なので、自分が作るお菓子をよく食べているティアラローズは健康そのものだ。

　小さな怪け我がなどは、すぐに自然治癒する。かなり便利だが、心配をかけてしまうのでとてもではないがフィリーネに伝えたりはしない。

　間違いなく、そんなことは関係なく怪我をするなと怒おこられてしまうはずだ。

「妖精は、別に何か食べなきゃいけないっていうのがないのよ。だから、こんな美味しいものを作れることが羨うらやましいわ」

「クレイル様……」

　少し寂さびしそうに笑う姿が、ティアラローズの瞳に儚はかなげに映る。

　そして同時に、もっとたくさんのスイーツを知ってほしいという思いが湧わき上あがってくる。

　こんなに幸せになれる食べ物なのだから、もっともっと広まればいいのにと。そういえば、お茶会に招待した令嬢たちも気に入り、もっと買い求めやすければいいのにと言っていた。

　──スイーツがもっともっと、広がればいいのに。

「わたくしでよければ、いつでも力になります！　美味しいお菓子も、クレイル様のためにご用意いたしますわ」

「ティアラローズ、優しいのね。……なら、甘あまえさせてもらおうかしら」

　嬉しそうに笑うクレイルは、女の子の友達も欲しかったのよと、恥ずかしそうに言う。

　それを言うならば、ティアラローズだって同性の友達は欲しかった。

　けれど、ティアラローズの王太子妃という身分がその邪じや魔まをするのだ。お茶会に招く令嬢たちは、決してティアラローズのことを友達だとは思わないだろう。

　そう考えるのであれば、ティアラローズとクレイルも身分差はあるけれど──どちらの気持ちも理解出来るので、クレイルの言葉に甘えることにした。

　突とつ発ぱつ的に始まったティアラローズとクレイルのお茶会は、とても穏おだやかな楽しい女子会になったのだった。
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　ティアラローズとクレイルが出会ってから、二人はちょくちょくお茶会をしていた。

　二回目以降は、アクアスティードが絶対に自分も呼ぶようにと強く言ったので三人になりより賑にぎやかさを増した。

　今日もまた、ティアラローズ専用の庭園でお茶会をしている。




「もう、アクアスティードってば。せっかくティアラローズと女子会だったのに。男子が入ってきたら台無しだわ！」

「よく言う……」

　クッキーを一口食べて、クレイルはじと目でアクアスティードを見る。せっかくの女子会だったのに台無しだわと言う。

　クレイルがくると、タルモがすぐにアクアスティードを呼んでくるため三人のお茶会になってしまうのだ。

　そんな二人を見て、ティアラローズは苦笑するしかない。

「わたくしは、二人とお茶が出来て嬉しいです」

「やだ、ティアラローズってば素す直なおでいい子ね！」

　クレイルがぎゅっとティアラローズを抱だきしめようと動くが、すかさずアクアスティードがそれを阻はばんで自分で抱きしめる。

　どうして自分以外の者がティアラローズを抱きしめられるのだと、独占欲の強い瞳が主張している。

「あっ！」

　抱きしめようとしたティアラローズを奪われて、クレイルからは不満そうな声があがる。

　──恥ずかしい！

　突然の行動に、どきどきしてしまう。というか、クレイルがいるのに抱きしめられているという状じよう況きようがよろしくない。

　恥ずかしいし、こういったことは二人きりのときだけにして欲しい。

「アクア様、恥ずかしいです……」

「でも、顔は嬉しそうだけど？」

「うぅ……」

　否定出来ないのが、さらに恥ずかしい。

　だって、嬉しいものは嬉しいのだ。──が、クレイルがいる前というのはやはりよくない。ぐいぐいとアクアスティードの胸を押し返して、なんとか離はなれることに成功する。

　残念と、まったく残念じゃなさそうにアクアスティードが言うのもいつものこと。そう、実は割とこういった事案はよく起こる。

　ティアラローズを抱きしめて可愛がるのはもちろんだが、照れて困るティアラローズを見るのもアクアスティードは大好きなのだ。

　この王太子様は、まったく人目を気にしない。

「まったく、ラブラブなんだから。アクアスティードばっかり、ずるいわ」

「必要以上にティアラの近くへ寄るな。私の可愛いティアラが減るだろう」

「減らないわよ！」

　呆あきれたように言うクレイルに、けれどアクアスティードは一歩も引こうとはしない。

　愛されているのはとても嬉しいが、どきどきしすぎて毎日が大変なティアラローズだった。

「そんなに束そく縛ばくばっかりする男は、愛あい想そ尽つかされちゃうわよ？」

「ティアラに限って、ありえないな」

　クレイルのからかうような言葉を、アクアスティードは一いつ蹴しゆうする。自分がティアラローズに嫌われるわけがないと自負しているような、そんな笑みを浮かべる。

「私はティアラが大切だからね。離したりしない」

「アクア様……」

　もちろん、ティアラローズもアクアスティードから離れるつもりなど毛頭ない。自信を持って離さないと言われるのも、もちろん嬉しい。

　でも。

「もう、クレイル様の前でそんな恥ずかしいことは言わないでくださいっ!!」

　顔を真っ赤にして、いやいやと首を振る。百面相のようなそれに、思わずアクアスティードとクレイルは笑ってしまう。

「～～～～っ！　酷ひどいです、お二人ともっ!!」

「ごめん、ティアラがあまりにも可愛いからついね」

「本当、アクアスティードにはもったいないくらい可愛いわ」




　小さな庭園には、楽しそうな笑い声が絶えまなく続いた──。
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　地上から降り注ぐ太陽の光を水面で受け止める海は、惜おしみなくその光を中まで受け入れる。きらきらと輝く珊瑚は、その熱で育つ。

　何物をもその広大さで受け入れる海は、けれど与あたえる自然の厳しさも大きい。




　こぽこぽと空気の零れる音をさせながら、アイシラは海の深い場所へと泳ぎ進める。

「……波が、いつもよりすごい」

　──やっぱり、海の様子がおかしいのも気のせいではなかった。

　時折、海の色が濁にごることにアイシラは気付いていた。そんなことはないと思っていたけれど、それはすぐに人々が噂うわさする程度には顕けん著ちよになってしまったのだ。

　海の妖精に祝福され、海を管理してきたのに──こんなことになってしまったことを、不ふ甲が斐いなく思う。

「ティアラローズ様のお菓子といい、海の色といい、最近はよくないことばかり……」

　もしかしてこの海が色を変えるのも、自分のせいなのではないかとアイシラは自分を責めてしまう。

　アイシラは日々、アクアスティードに、海の妖精たちのことを報告するための調査をしている。

　広大な海はアイシラの庭のようなものではあるが──やはり大自然。小さなアイシラの身体からだには、とても重い。

　海の妖精たちに、ティアラローズのお菓子を盗まないでとお願いをしても聞き入れてはもらえなかった。

　それならば、海の妖精王に直接頼むしかない。

　──けれど王に会うのは、とても難しい。

　キースやクレイルが気軽にティアラローズの下を訪おとずれているからすぐに会えると思われがちだが、実際は大変な道のりを経へてたどり着く場所だ。

「わたくし、お会いすることが出来るかしら……」

　今まで、妖精王に会ったことがないアイシラ。

　海の妖精に愛されている自信はあるけれど、王に会えるのかというと否いな。確率はそう高くないだろうとアイシラは考えている。




　道筋──とは。

　海の妖精王が住まう場所へは、海を深く深く潜もぐらなければ行けない。通常の人間であれば、水圧の関係などもありたどり着くのはとても困難だ。

　第一条件として、海の妖精の祝福が必要不可欠。そして、王がいる場所への道を知っていなければならない。

　両方を満たしてなお、王に会える可能性は低い。




「……こんな深くまで海に潜ったのは、初めて」

　地上に近い部分とは違い、海底は暗く静かだ。

　けれど、アイシラの視界にははっきりと宮が見えてきた。まるで竜りゆう宮ぐう城じようのようなそれに、アイシラは大きく目を見開く。

　キラキラと輝く珊瑚が一面に広がり、暗い海底に明かりをともしている。踊おどるように泳ぐ魚たちは、アイシラが見たことのない新種もいた。

　宮に使われている赤の色が、海に栄はえる。

　海の妖精王が住まう城が眼前に広がっているのだ。

「すごい……。海の底に、こんな宮があったなんて」

　どきどきとする鼓こ動どうを押さえて、アイシラはそっと宮へ近付いていく。急がなければと思うのに、ここに海の妖精王がいると思うと、緊張して身体が上う手まく動かなくなる。

　──でも、ティアラローズ様のために頑張らなくては。

　ぐっと拳こぶしに力を入れて、門を潜くぐり抜ぬけた先にある扉とびらをノックする。どうか反応してくれますようにと祈いのると、扉はゆっくりと音もなく開いた。

　どうやら、アイシラを歓かん迎げいしてくれているらしいとほっとする。

「よかった」

　きょろきょろと辺りを見回すが、妖精の姿はない。

　誰もおらず、しんとした室内。……このまま進めということだろうか？　そう解かい釈しやくして、アイシラは中を進んでいく。

　宮の中は、海水がなかった。

　地上と同じように空気があり、すごしやすい環かん境きように整えられている。きらきら光る、珊瑚などで作られている調度品はどれを見ても品がよい。

　けれど、通路の両りよう脇わきには水路が設置されている。おそらく、空気を苦手とする力の弱い生まれたての妖精たちを案じて作られているのだろうとアイシラは考えた。

　アイシラが進んでいくと、その歩みに合わせて扉が開く。どうやら、道順を示してくれているらしい。素直に扉が開く方へ向かうと、豪ごう華かな扉が顔を見せた。

「ここが、妖精王の間？」

　金色に装飾された立派な扉は、存在するだけで荘そう厳ごんな雰囲気をかもしだしていた。目にしただけで、身にかかるプレッシャーはとてつもなく大きい。

　──間違いなく、ここに海の妖精王がいる。

　そう確信し、アイシラは扉へ手をかけてそっと開く。

　待ち構えていたのは、想像していた通り妖精王。

　真しん紅くの玉座に腰を下ろし、その瞳はまっすぐアイシラを見つめていた。

「よくきたのぅ、アイシラ」

「……！　お、お初にお目にかかります。アイシラ・パールラントにございます」

「んむ。わらわは、海の妖精王パール。よくこの宮まで参ったな」

　すぐに跪ひざまずき、海の妖精王パールへ最上級の礼をする。

　くるしゅうないと言いながら、パールは扇で自分の口元を隠す。




　海の妖精王パール。

　肩下で切りそろえられた、白銀のストレートヘア。ほかの妖精王と同じように、その瞳は金色に輝いている。

　幾いく重えにも重ねられた着物のドレスは、パールの色である白銀をとても引き立てている。




　──美しい。

　その一言が、アイシラに表現出来るすべてだった。

　儚い美少女と、そう言っていいだろう。アイシラと同じくらいの外見だが、実年ねん齢れいはもっともっと上だろう。でも少しだけ親近感を覚えた。

　パールはそんなアイシラの様子はまったく気にせず、冷えた目を向けて口を開く。

「──して、用はなんじゃ？」

「は、はいっ！　恐おそれ多おおくも、申し上げます。……我わが国くにの王太子である、アクアスティード・マリンフォレスト殿でん下かの奥おく方がた。ティアラローズ・ラピス・マリンフォレスト殿下のことでございます」

　アイシラは、海の妖精がティアラローズのお菓子を勝手に持っていって困っているという話をした。失礼にならないよう、注意を払いながらも詳しよう細さいに。

　話をすべて聞き終えたパールは、扇を閉じて口元へあてる。

「……ふむ。そなたの言うお菓子とは、あれのことか？」

　つい、と。扇が優雅に弧こを描えがき、ある一点を指す。それにつられるように、アイシラの視線もその行跡を追うのだが──そこで見たものは、ゴミ箱に捨てられたティアラローズのお菓子だった。

「え──!!」

　いつも美味しそうにお菓子を食べ、アイシラにも振る舞ってくれるティアラローズ。海の妖精たちが嫌っているとはいえ、これは酷いのではないだろうか。

　思わず息を吞むが、しかしアイシラがパールに何か咎とがめるような発言をすることは出来ない。

　彼女を怒らせたが最後。この国の海は荒あれてしまうだろう。

　それだけは、決してあってはならない。

「……っ！　な、なぜあのようなことを？」

「残念だが、わらわはあのティアラローズが大嫌いでの」

　勇気を振ふり絞しぼり、せめてと理由を問うと、その答えはアイシラが予想していた通りのものだった。

　──でも、パール様はどうしてティアラローズ様がお嫌いなの？

　最初からではないのだから、最近嫌いになったのだろうか。アイシラの中に、そんな疑問が浮かぶ。

「な、なぜ、ティアラローズ様のことがお嫌いなのでしょうか。わたくしが、アクアスティード様に想いを寄せているからですか……？」

　海の妖精は、アイシラがアクアスティードのことを好きだということを知っている。

　そして、そのアクアスティードとティアラローズが結婚したということも知っている。もともと二人が愛し合っていたことも、だ。

　そのため、アイシラからアクアスティードを奪ったティアラローズのことが大嫌いなのだ。パールも同じ理由なのかと口を開いたけれど……それは間違いだった。

　アイシラの言葉を聞き、パールは鼻で笑う。

「そなた……妖精たちの祝福を得、ここへ来られたからといって──わらわの祝福を授さずかれるなどと思うでないっ！」

「──！　も、申し訳ございません」

　途と端たん、ぴりっとした威い圧あつが辺りを支配する。

　パールの力だと瞬しゆん時じに理解し、自分の問いかけが間違っていたということに気付く。背中には汗あせがびっしょりと伝い、跪くその身体は震えている。

　──パール様は、いったい何を考えていらっしゃるの？

　わからない。

　肯こう定ていも否定もされなかったが、パールの言い方はそのような、人間の小さな感情によって左右されるような存在ではないとアイシラは思ったのだ。

「ときに、アイシラ」

「は、はいっ！」

「そなた……ティアラローズの周辺の様子には詳くわしいのか？」

「？　た、多少は……」

　突然の問いかけに、アイシラは何事だろうかと訝いぶかしむ。

　周辺というと、やはりアクアスティードのことしか思い浮かばない。けれど、パールはアイシラの恋れん愛あいに関しては気にも留とめていない様子なのに。

「ふむ。では、クレイルの様子はわかるかぇ？」

「く、クレイル様でございますか？　申し訳ございません、その方は存じません」

　──誰？

　ティアラローズの筆頭侍女はフィリーネだし、護衛はタルモだ。アクアスティードの側近にも、クレイルという名前の人物はいない。

　むしろ、この国の貴族にクレイルという名前の者がいないのだ。公爵令嬢であるアイシラは、この国の貴族に関する知識はすべて記き憶おくしているのだから間違いない。

　手に持つ扇を広げて、パールはひとつため息をつく。

「なんじゃ。せっかくここへの道を開いたというのに、役に立たぬ」

「申し訳ございません……」

「まぁ、よい。クレイルはわらわとお茶をするといったくせに、まったくここへこぬではないか！」

　艶つやのある白銀の髪を揺らして、パールは玉座から立ち上がる。

　──クレイルという人を、ティアラローズ様に取られたと思っている？

　けれど、自分にはクレイルという人物がまったくわからない。アクアスティードならば知っているかもしれないので、確認する必要があるだろう。

「何も情報を知らぬなら、もうよい。──帰れ」

「──っ!?」

　パールの冷たい瞳と、言葉。

　アイシラは一いつ瞬しゆんで海の底から地上へと送り返された──……。







　後日、海の妖精王に会ったアイシラの報告を聞くため、お茶会が開かれた。

　応接室にはティアラローズの作ったケーキに、美味しい紅茶が用意されている。

　ティアラローズ、アクアスティード、アイシラというメンバーなのは、ティアラローズのお菓子を盗む海の妖精に関する話をするからだ。




　しかし、報告会という名のお茶会の空気は──あまりよいものではなかった。

　ティアラローズは、アイシラのまとうどんよりとした空気におろおろしてしまう。彼女は海の妖精王に自分が受け入れてもらえなかったことにショックを受けていた。

　この国で一番海の妖精に愛されていたのだ。妖精王とも仲良くすることが出来る──という自信があったのだろう。

「妖精の王だからな。妖精たちに気に入られていても、王にまで受け入れられるということは難しい。そう、落ち込むことはない」

「……はい」

　そんなことは当たり前だというアクアスティードに、アイシラは力なく頷いた。

「アイシラ様……。わたくしも、海の妖精たちにはあまりよく思われていませんから」

「ティアラローズ様、ありがとうございます」

　森の妖精王をはじめ、妖精たちには気に入られている。しかし、海の妖精には嫌われているティアラローズだ。

　そのことについては少し寂しく思うけれど、全ての妖精に好かれたいなんて、図ずう々ずうしいとも思ってしまう。

　もちろん、大好きだった乙女ゲームだ。ありとあらゆるものに好かれたい願望がないわけでもない。しかし、アクアスティードという最愛の人がいるのだ。

　これ以上、ティアラローズは何かを欲張ろうとは微み塵じんも思ってはいない。

「海の妖精王に会い、追い帰されて、それでももう一度と思い海へ潜ったのです。何度も、何度も……」

　アイシラはぎゅっと、膝の上に置いた手を強く握にぎりしめる。

　言い辛そうにしながらも、ゆっくり話していく。

「けれど、わたくしは妖精王の宮へたどり着くことを許されなかった。どれだけ海の深い場所へ潜っても、ずっとずっと、海しかなかったのです」

「…………」

　目じりに涙なみだをためたアイシラに、ティアラローズはそっとハンカチを差し出した。悩むなという方が無理かもしれないけれど、あまり思い込まないでほしい。

　お礼を言って、アイシラはハンカチで目元を押さえた。

　とりあえずの結論として、なんの解決も出来ていない────というのが、現状だ。

　ティアラローズはお菓子が盗まれるだけなのでそこまで問題視はしていないが、アクアスティードとしてはそうもいかない。

　愛いとしい妻のお菓子が盗まれて、今後どういったことが起こるのかも定さだかではないのだ。不安因子は排はい除じよしておくに限る。

「今回の件は、私の方でも動いて──……クレイル？」

　アイシラが情報を摑つかめなかったのだから、自分が動く。そうアクアスティードが考えていると、ふいに室内の空気が動いた。

　すぐに何が起きたのかを把は握あくして、アクアスティードはその名を呼んだ。ふわりと空気が揺れて、綺麗な空色と深緑の髪が舞まった。

「ふふ、遊びにきちゃった」

「クレイル様！」

　姿を現したのは、空の妖精王のクレイルだ。

　ティアラローズが嬉しそうにその名を呼ぶと、横からもう一つ不満の声が耳に入る。

「なんだ、俺おれのことは無視か？」

「キースっ！」

　空の妖精王クレイルと、森の妖精王キース。その二人が同時に姿を見せた。

　ティアラローズは驚きの声をあげて、アイシラはあまりに尊い人物が登場したことにより身を小さくする。

　キースと共に現れたのを見て、クレイルが空の妖精王であると直感的に理解したのだ。

「最近、クレイルと茶をしてるって聞いたからな。久しぶりだな、ティアラ」

「お久しぶりです。再び森の妖精王にお会い出来たことを────」

「堅苦しい挨拶はなし、だ。まぁ、幸せそうでなによりだな」

　ティアラローズがキースと顔を合わせるのは、結婚式以来だ。

　妖精王に礼をと思ったティアラローズだが、キースはかしこまったことを好まない。

　空あいている椅子にどかりと腰掛けて、テーブル上にあったティーポットを手に取り自ら紅茶を淹れた。

　紅茶くらい淹れてあげるのにと思いつつ、けれどキースらしいなとティアラローズは苦笑する。

　一気に飲み干し、かちゃりと音を立ててティーカップが置かれる。

　クレイルが「はしたないわよ」と注意するが、キースはまったく気にしない。

「それより、今日は土産があるんだろ？」

「貴方あなたも妖精王なんだから、もっと行儀よく出来ないの？　っと、そうね。今日は珊瑚の紅茶を持ってきたんだったわ」

　周りをまったく気にせず話を進める二人の妖精王。

　ティアラローズは、控ひかえていたフィリーネに新しいティーカップを用意するように頼む。聞いたことのない種類の紅茶だが、いったいどんなものなのだろうか。

　興きよう味み津しん々しんに、クレイルが取り出した包みを見る。

「空の妖精王なのに、珊瑚の紅茶なのか？」

　アクアスティードは、訝しむようにクレイルを見やる。

　妖精王は、基本的に自分の森、空、海と、それに関連するものとの結びつきが強い。珊瑚といえば、海に生息しているため海の妖精王パールの領分だ。

　それを空の妖精王であるクレイルが手土産として持参するのは、違い和わ感かんがある。

「そうよ～！　とは言っても、パールからのいただきものなんだけどね。美味しいから、おすそ分けよ」

　袋ふくろから取り出されたのは、小さな珊瑚だった。

　それを新しく用意したティーカップにころんと入れる。その上からお湯を注ぐと、ふわりとした海の香りと、甘い花のような香りが広がる。

　思わずティアラローズが「すごい」と声をもらすと、クレイルがにこりと微笑んだ。

「でしょう？　私のお気に入りだもの」

　ふふっと笑うクレイルは、とても嬉しそうだった。

　ティアラローズの隣となりへ移動して、ミルクを入れても美味しいのだと説明する。──が、立ち上がり移動してきたアクアスティードに阻まれる。

　ぐいっとティアラローズを自分の方へ抱き寄せて、クレイルを手でしっしと追い払った。

「あ、アクア様!?」

「ティアラは私の妻だからな。あまり近づくな」

「もう。アクアスティードってばつれないわね」

　子供のように独どく占せん欲を丸出しにしたアクアスティードに、ティアラローズは焦る。普段、公おおやけの場ではここまで大だい胆たんな行動をされたりはしない。

　──そんなに、クレイル様とわたくしが仲良くするのが嫌なのかしら？

　いったいどうしてだろうと考えるが、答えが出る気配はまったくない。首を傾げつつ、しかし抱き寄せられたアクアスティードの腕うでの中から逃のがれることもせずにいた。

　恥ずかしいけれど、嬉しいと感じてしまったのも事実だからだ。

「本当に溺でき愛あいしてるわねぇ……。ふふ、羨ましいわ」

　仕方がなくほかの席へ腰を下ろし、クレイルは全員分の紅茶を用意していく。

　アイシラが恐きよう縮しゆくしながら受け取り、珊瑚でこんなことが出来るのかと驚きに目を見開いていた。この国の珊瑚といえば、アイシラの育てているものが一番だからだ。

　しかし、彼女は珊瑚から紅茶を作る術すべを知り得てはいない。海の妖精王に気に入られれば、こういったことも出来たのだろうかと気落ちする。

「ほらほら、キースも席について。って、そういえば突然お邪魔してしまったけれど、もしかして忙しかったのかしら」

　全てのセッティングを終えてから、クレイルが辺りをきちんと見回して言う。

　いつもはティアラローズ、アクアスティード、クレイルの三人でお茶会をしていたのだ。アイシラという自分が予想していなかった人物を見つけ、しまったと思ったのだろう。

　アクアスティードは諦あきらめたように首を振り、「大丈夫だ」と言った。

　それならば、改めてお茶会を──というところで、ぱちゃんと小さな水音がした。

　全員が「ん？」と首を傾げると、ティーカップの中から小さな海の妖精王パールが顔を出していた。

　パールのことを知っているのは、妖精王であるクレイルとキース。そして宮を訪ねて会話をしたアイシラのみだ。

　アイシラはもう二度と会えるとは思ってもいなかったため、大きく目を見開いた。

　クレイルは嬉しそうに微笑んで、パールが出現したティーカップを持ち上げる。

「ふふ、珊瑚の紅茶を使ったら会えるかなって思っていたのよ」

「…………」

　しかし、パールはむすっとした表情を返しただけで、何も言葉を発しようとはしない。

「ええと、クレイル様？　その方は……」

「ああ、ティアラローズは初めてだったわね。海の妖精王、パールよ」

「！」

　微び妙みような雰囲気の中、ティアラローズはおずおずと口を開く。すんなり海の妖精王だということを告げられて、どきりと胸が脈打つ。

　まさか海の妖精王とも知り合えるとは、思ってもいなかったのだ。それはアクアスティードも同じだったようで、すぐに立ち上がってパールへ礼をとる。

　しかし、パールはそんな二人をさらりと無視し、キッとクレイルを睨にらみつける。

「パールってば、何をそんなに怒っているの？　駄だ目めよ、挨拶はきちんと返さないと……」

　困ったようにクレイルが窘たしなめると、パールはやっと口を開く。

「わらわに指図するでない！　男のくせにそんな格好をしおって!!」

「パール……」

　──えっ!?

　突然突つき付つけられた真実に、ティアラローズは驚いて小さく声をあげてしまう。

　まさか、いつも一いつ緒しよにお茶をしていた美女が男性などとは……とてもではないが、思えなかったのだ。

　──でも、アクア様はクレイル様に妬やいていた……。もしかして、アクア様はクレイル様を男性だと知っていた？

　そんな仮説が、ティアラローズの中で成立した。

　だから、アクアスティードは、クレイルと二人きりで会うなとティアラローズに言ったのだ。女性であったならば、彼はそのように理り不ふ尽じんなことを言ったりはしない。




　──さすが妖精王、全員キャラがとっても濃こい。

　俺様イケメンに、美女オネェ、そして自分をわらわと呼ぶ乙おと姫ひめのような美少女。

　さすが大人気乙女ゲームの続編だ。そう考えると、妙みようにこの濃いキャラクターも納得することが出来た。

「クレイルのばかものっ！」

「っ！」
















　パールはそれだけ言葉を発し、再びちゃぷんと音を立ててティーカップからその姿を消した。

　そんな様子を目の当たりにしたティアラローズたちは、ぽかんとするしかない。

　そしてぽつりと呟かれた、クレイルの小さな言葉。

　いつもより若じやつ干かん低めの、中世的な声。

「男嫌いだって言うから、この姿ならパールと仲良く出来るかなって思ったのに」

　それはひどく──寂しそうで。

　なんて声をかければいいのか、わからない。

「ええと……」

　海の妖精王パールが姿を消して、しょんぼりと寂しそうにする空の妖精王クレイル。楽しかったお茶会はしんと静かな雰囲気になり、ティアラローズはおろおろと焦る。

　──クレイル様は、パール様のことが好きなのかな？

　男嫌いである彼女のために、女装をする。……これは、そう簡単に出来ることではないとティアラローズは思う。若干好きでやっているようにも見えたけれど。

「まったく、お前はややこしいな」

「アクアスティード……」

　やれやれとため息をつき、アクアスティードはアイシラに退出するよう告げる。このような問題を、公爵家の令嬢とはいえ、聞かせるわけにはいかない。

　それに、アイシラでは今回の問題を解決出来ない。その結論は、すでにアクアスティードの中で出ている。これ以上話す必要もないと判断したのだ。




　礼をし、アイシラが退出するのを確認してからアクアスティードはソファへ座すわり直す。クレイルに視線を向ければ、紅茶を一口飲んでから話を始めた。

「まぁ、私は見ての通り男なんだけどね」

「見ての通りだと女だろう」

「あら……」

　自分の髪をくるくると指で弄もてあそびながら、クレイルが笑う。そういえば女の格好をしていたんだったと、まるで忘れていたかのように話す。

　むしろ、その状況が当たり前のようになってしまって本人すら意識していないのかもしれない。

　ティアラローズに、隠していたわけではないんだけど……と言葉を続けながら、クレイルは珊瑚の紅茶を淹れ直す。

「いえ、わたくしのことはお気になさらないでください。それに、クレイル様とお話しするのは楽しいですから」

「ありがとう、優しいのね」

「ティアラはいい女だろう？」

　微笑むクレイルに、キースがにやりと笑う。

「ええ、とっても。アクアスティードにはもったいないくらい」

　紅茶を飲みながらキースが笑い、その横でアクアスティードがティアラローズを自分の方へと引き寄せる。自分の妻を狙ねらうなと、妖精王を睨み付けた。

「アクア様……」

「ティアラは誰にでも愛想を振りまきすぎだ」

「はは、しっかり捕つかまえておかないとかっさらうぞ」

「キース！」

　──なんてことを言うのか、この妖精王は！

　ティアラローズはアクアスティード一筋なのだ。何もないのだから、キースと自分の関係でアクアスティードを不安にさせたくない。

　なので、キースに余計なことを言わないようにと言っておく。

「まぁまぁ。んで、クレイルはどうするんだ？　そんなにパールがいいか」

「…………」

　キースの言葉に、ティアラローズは言葉を飲み込む。自分が何か発言出来るようなものではないし、クレイルとパールのことに口出しするのはよくないと思ったのだ。

　──クレイル様の、片かた想おもい？

　でも、あの様子を見ると両片想いなのでは？　と、思う。空と海の妖精王だから、あまり頻繁に会うことが難しいということもあるかもしれないけれど。

　思いがすれ違うことがないといいのだけれど……。自分ばかりアクアスティードの隣にいていいのだろうかと、申し訳なくなってしまう。

「そんな顔をしないで、ティアラローズ。私は大丈夫だから」

「！　クレイル様……」

　自分の表情が曇くもっていたことにはっとして、慌あわてて笑顔を作る。アクアスティードにも、「気にすることはない」と言われ頭を撫でられる。

　それでも気にしてしまうのがティアラローズなのだが、何かを言う前にアクアスティードがお菓子で彼女の口をふさいでしまう。

「んんんっ！」

「ふふ。ティアラローズはゆっくりお菓子を食べて幸せな顔をしていればいいのよ」

　にこりと笑い、クレイルは続きを話し出した。

「そうね。私はパールが好きだけど、パールは見た通り男が嫌いでしょう？　だから、私も嫌われているのよ」

　──絶対、それ勘かん違ちがいです！

　心の中で盛せい大だいに叫さけぶが、いかんせん口の中にはお菓子が入っているため喋ることが出来ない。

　どうやらアクアスティードとキースも、ティアラローズと同じ考えなのだろう。声に出さないように小さく笑っている二人が目に入る。

「まぁ、あいつの男嫌いは筋金入りだからな。女装したくらいでは、好かれないだろうな」

「でしょう？　でも、私だって一いつ生しよう懸けん命めいだったのよ？」

「…………ん」

　急いでお菓子を飲み込み、それは違いますとティアラローズが声をあげようとしたのだが──アクアスティードの指が、そっと唇くちびるに触ふれる。

　駄目だよ、と優しい笑みを向けられて息を吞む。

「っ！」

「しぃ、ティアラ」

「アクア様？　ですが、あれではクレイル様が……」

　無意識に声を小さくして、なぜ告げてはいけないのだろうかと首を傾げる。

　こういう二人には、外部からの後あと押おしも必要だと思う。しかし、アクアスティードはそれをよしと考えていないようだ。

「妖精王たちのことに、私たち人間がそう簡単に足を踏ふみ入いれるものではない」

「それは……そうですが…………」

　でも、それではクレイルもパールも可か哀わい相そうじゃないだろうか。

　ティアラローズはしょんぼりとしながら、キースと言い争っているクレイルに視線を向ける。嫌われていないのだと、早く気付いてくれればいいのに。

　──というか、キースが教えてあげればいいのに！

　もやもやした気持ちを森の妖精王にぶつけて、ティアラローズは小さくため息をつく。しかし同時に、親友のような二人を見ていると、やはり部外者の自分がしゃしゃり出るのはよくないなとも思う。

「まったく。キースは気楽ねぇ」

「ふん。面めん倒どうごとはこりごりだな」

「いいわねぇ、その性格」

　ふぅっと一息ついて、クレイルは紅茶を飲みほした。ティアラローズおすすめのケーキを食べて、美味しいと舌した鼓つづみを打つ。

「いいの。パールとはこれまで通りゆっくり距離を縮めていくんだから」

「へーへー。頑張ってくださいよ」

　自分たちの話はもう結構と、クレイルは首を振った。

　キースはそれをいつものことのように、さらりと流す。

「さて、今日はもう駄目ね。帰るわよ、キース」

「俺もかよ」

「そうよ。二人はまだまだ新しん婚こんなのだから、私たちがあまり邪魔をするのもよくないでしょう？」

「……その割に、お前はよく来るけどな」

　クレイルの言葉にアクアスティードが睨めば、ふわりとクレイルが笑う。

「ああ、そうだわ。パールに何か贈おくり物ものでもしようかしら。ねぇ、ティアラローズ。近いうちに、買い物に付き合ってくれないかしら」

「お前な……」

「わたくしでよければ、喜んで」

　アクアスティードが止める前に、ティアラローズはこくりと頷き返す。はぁとため息をつきながら、アクアスティードは「私も行く」と呟いた。





[image: ]






　三人の妖精王が揃そろうという、類たぐいまれなるお茶会も終わり──ティアラローズはゆったりとお風ふ呂ろにつかりその日の疲つかれを癒いやす。

　浴よく槽そうには花びらが浮かべられており、心地よい香りがティアラローズの鼻をくすぐる。




「はふぅ……」

　半分ほどお湯に顔をつけて、ぶくぶくして目を閉じる。

　考えることは、クレイルとパールのこと。二人とも、もっと素直になればいいのになと……そう思う。

　──いや、クレイル様は素直すぎるのかな？

　それゆえに、女装をしてまでパールと仲良くなろうとしているのだから。

「恋こいって難しいね……」

　自分だって、アクアスティードのことでだいぶ悩んだのだ。クレイルも、同じようにパールのことで悩んでいるのだろう。それに、パールも。

「というか、男だなんてびっくり。どう見ても、完かん璧ぺきな美女だったのに……」

　それに関しては、女として若干ショックではあった。男がこんなに美しいのか、と。さすが乙女ゲームの世界、どの人も魅み力りよく的過ぎて仕方がない。

　そしてふと、ひとつの考えが脳裏をよぎる。

「パール様は、私がクレイル様たちと楽しそうにお茶会をしているのが気に入らないのかな？」

　至し極ごく単純な理由が脳裏に浮かび、思わず呟いてしまう。

「そうじゃっ!!」

「うひゃぁっ！」

　ティアラローズが言葉を発した瞬しゆん間かんに、自分以外の言葉がお風呂場にこだました。

　いったいどこからと考える必要もない。湯船の中から、むすっとした顔のパールが姿を現したのだ。

　──ままま、まさか海の妖精王自らが！

　まったくもって思ってもいなかった展開に驚愕していると、すぐにアクアスティードの声がティアラローズを呼ぶ。同時に足音も聞こえ、このままでは間違いなく風呂場にまで様子を見に来るだろう。

　慌てて「なんでもない、大丈夫です」と声をあげてアクアスティードを制する。

「ふんっ！　悲鳴をあげればすぐに男が来るとは、よい身分じゃの」

「…………」

　嫌いやみを言っているはずのパールだが、その瞳には羨ましさが見て取れた。

　どうしようかとティアラローズは悩み、気負わずに話をしてみようと口を開く。

「パール様も、一緒にお茶会をしませんか？」

「な、なにを言っておるのか！　わらわが、そなたと一緒にお茶などするわけがないであろう」

　顔を赤くしながら、パールはぶんぶんと手を振る。この反応は、もしかしたら少しは希望があるかもしれない。

「クレイル様もお呼びします。そうすれば、きっと楽しいですよ。クレイル様、とてもパール様にお会いしたそうでしたよ？」

「ふん」

　それとなく──ではなく、直球勝負でお茶会への誘さそいをする。しかし、返ってくる答えは否。人間ごときとお茶などしないと、そういうことだろうか。

　──やっぱり、そう簡単に誘われてはくれないか。

　困ったなぁと思いつつも、ここに顔を出したのだからパールは気になって仕方がないのだろう。

「気軽に妖精王を茶に誘うなと、わらわはそれを言いに来たのじゃ。分をわきまえよ！」

「は、はぁ……」

　キースもクレイルも、自分からティアラローズの下へやって来たのだ。間違ってもこちら側から誘っているわけではないのだが……。

　しかし、パールにそんな弁明は通用しない。海の妖精王である彼女がそうであると言えば、海にとってはそれが事実と同様になる。

「今日はこれくらいにしてやるが、これ以上酷くなるようならばわらわにも考えがある！」

「パール様、わたくしは」

「黙だまれ！　海の妖精王であるわらわに逆らうでない！　これ以上、王に、クレイルに近寄るでないわ！」

「……っ！」

　早口でまくしたて、パールはそのまま姿を消した。

　クレイルと一緒に買い物をする約束をしてしまっているのだが──どうしたものかと、頭を抱かかえる。

「でも、パール様って思っていたより可愛い」

　妖精王をと言っていたのに、最終的にはクレイルと、一人だけの名前を告げたのだ。

「私はパール様からクレイル様をとったりはしないのに。……もしかして、二人が両想いになるのも近いかも？」

　そう思うと、今までされていたお菓子盗とう難なん事件もまったく気にならなくなってしまう。純粋に、あの二人を応おう援えんしてあげたいと、ティアラローズは思ってしまったのだ。

　パールに会ったことを告げて、買い物はとりあえずキャンセルだなと考えながらお風呂を出ようとして──パールのまくしたてる声を聞いたのだろう。アクアスティードがひょこりと顔を出した。

「ティアラ、だいじょう──」

「～～～～っ!?」

　声にならない悲鳴をあげて、ティアラローズはアクアスティードに思い切りお湯をかけてしまった。
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　クレイルは、パールのことが好き。

　パールは、クレイルのことが好き。

　これは間ま違ちがいなく決定事じ項こうなのだけれど──どうにもこの恋れん愛あい、すれ違ちがっている。




　ティアラローズは自室でゆったり紅茶を飲みながら、やはりどうにか手助け出来ないだろうかと考える。

　──でも、妖よう精せい王のことにわたくしが口を出すのはあまりよくないのよね？

　昨日のお茶会でアクアスティードに言われたことを思い出す。

「そんなに悩なやみ顔で、どうなされたのですか？」

　うーんと唸うなるようにしていると、くすりと笑ったフィリーネがマカロンをティアラローズに差し出した。

「ありがとう、フィリーネ。そうね、両りよう片かた想おもいのお二人がいて、力になれたらいいのにって思ったのよ」

「まぁ……」

　それはそれは、と。フィリーネが声をあげる。

「でも、それはそれで楽しいのではないですか？」

「うーん……」

　確かに、両片想いが甘あま酸ずっぱい思い出になるならばいいのだけれど、あの二人は完全にすれ違ってしまっているのだ。

　おそらく、数年という可愛い単位ではなく、もっともっと長い間。

　これでは、間違いなく楽しくないだろう。

　──クレイル様はもっとガンガンいっちゃっていいと思うのに。

　そんな風に悩んでいるティアラローズの様子を見て、フィリーネは嬉うれしそうに笑う。

「ティアラローズ様は今までご自分のことで精せい一いつ杯ぱいだったので、余よ裕ゆうが出来たようで嬉しいです」

「……確かに、そうよね。わたくし、今まではいっぱいいっぱいだったわね」

　アクアスティードと正式な夫ふう婦ふになったからこそ、今は落ち着いていられるのだ。最初の断罪イベントから、フィリーネには心配ばかりかけていたなと思う。

「そういえば、近いうちにお買い物へ行くんでしたよね。予定を調整して──」

「あ、それはやめたの」

「やめたんですか……？」

　フィリーネが話し終える前に、ティアラローズは力なく首を振ふる。

　クレイルとアクアスティードの三人でパールへのプレゼントを買いに行く予定だったのだが……昨日、お風ふ呂ろに現れた彼かの女じよの様子からして行かないほうがいいと思ったのだ。

　──自分の好きな人が、ほかの女性と一いつ緒しよに買い物をしていたら嫌いやよね。

　一応アクアスティードも一緒なのだけれど、パールにとってそこは眼中に入っていないようだった。

「クレイル様にも、早めに伝えないといけないわ──」

「あら、呼んだ？」

「え……っ!?　クレイル様！」

「お買い物の相談に来たのよ～！」

　なんというタイミングだろうかと、ティアラローズはこめかみを押さえつつそっと息をつく。アクアスティード経由で断りの連れん絡らくを入れる予定だったのに、翌日にクレイル自らが来るとは予想外だった。

　キースならば突とつ然ぜんの行動も納なつ得とく出来てしまうけれど、クレイルはあまり早さつ急きゆうにことを進めようとするタイプだとは思わなかったからだ。

　──やっぱり、パール様が特別だから、かな？

　そんな風に考えると、クレイルも可か愛わいい。恋こいする女の子は、みんな可愛いのだとティアラローズは思う。

　まぁ、クレイルに関しては中身は男であるのだけれど……。

　フィリーネにアクアスティードを呼ぶように伝え、ティアラローズは自室に備え付けられているキッチンでお菓か子しと紅茶を用意する。

　買い物を断るつもりではあったけれど、訪ねてきた妖精王を無下にすることは出来ない。人間よりも、妖精王の立場の方が絶対的だ。

「ふふ、アクアスティードにも困ったものね。私と二人になるな、なんて、独どく占せん欲が強すぎるのよ。ねぇ？」

「え、ええと……」

　クレイルの言葉に、ティアラローズは苦く笑しようすることしか出来ない。

　嫌だと思うことなんてまったくなくて、むしろもっと独占して欲ほしいとすら思ってしまうのだから──重じゆう症しようだ。

　顔を赤くしたティアラローズを見て、クレイルは「あら」と笑う。

「無用な心配だったわね。二人が幸せそうで、私も嬉しいわ」

「……ありがとうございます」

「私も、頑がん張ばってパールへのプレゼントを選ばないといけないわね！　女の子への贈おくり物ものって、どうしたらいいかわからなくて」

　楽しみにしているクレイルに、一緒に行けなくなりました──とは、どうしても言いい難にくい。

　かといって、正直にパールが妬やいているから、なんて言えるはずもなくて。

　どうしようかなぁと困ったところで、アクアスティードが顔を出した。

「昨日の今日でくるとはな……。ティアラだって疲つかれてしまうんだから、もう少し自重してくれ」

「やだ、私ったら失念していたわ。ごめんなさいね、ティアラローズ」

　アクアスティードの言葉を聞き、クレイルは素す直なおに謝罪の言葉を口にした。

　妖精王である彼かれらは、余よ程ほどのことがなければ疲れたりはしない。力も、生命も、人間とは段だん違ちがいに強いのだから。

「いいえ、わたくしは大だい丈じよう夫ぶです。──ですが、その、なんというか……」

「ティアラ？」

「ティアラローズ？」

　どうにかして、一緒に行けないということを伝えなければならない。ぐっと拳こぶしに力を入れて、ティアラローズはクレイルを真まっ直すぐに見つめる。

「パール様へのプレゼント選びに、わたくしが付いていくことは……出来ません」

「……どうして？　嫌になったの？」

　ティアラローズの言葉を聞いたクレイルから、ピリッとした少し厳しい空気が流れる。

　空の妖精王である彼は、大気に、空に、その影えい響きようが一番出るのだ。

　思わず肩かたを震ふるわせると、アクアスティードがティアラローズを抱だき寄せクレイルを牽けん制せいする。

「話は最後まで聞け。ティアラが怖こわがるだろう？」

「──そうね。ごめんなさいね、ティアラローズ」

「い、いいえっ！　わたくしの言い方が悪かったんです。誤解をさせて、すみません」

　一度、クレイルに謝罪してから話を続ける。

「好きな女性への贈り物は、ほかの女性が一緒に買いに行かない方がいいと思ったのです。クレイル様が選ばれた方が、喜ばれます」

「そういうことだったの……。でも、私はパールに嫌きらわれているのよ？」

　だから意味がないと思うけれど……と、クレイルは寂しげに言う。

「それでも、嫌だと思うのが女性なのです」

　ティアラローズの主観も入っているが、あいにくここにいるのはアクアスティードとクレイルだ。

　女性の意見代表として押おし通とおしてしまっても、問題はないだろう。フィリーネは侍じ女じよなので、この会話に入ってくることはない。

　クレイルは唇くちびるに指を当て、「ふぅん……」と頷うなずいた。

「でも、アクアスティードだって一緒に買い物へ行くのよ？　ティアラローズと二人きりではないのだから、いいと思うけれど」

「自分へのプレゼントは、その人だけに考えてもらいたいという乙女おとめ心ごころです、クレイル様」

「それが女性なのね……」

　まったくその発想はなかったと、クレイルは驚おどろいている。

「やっぱり女性に意見を聞くのは大事ね」

　クレイル自身では、そのような発想にはたどりつけなかっただろう。少し悩むそぶりを見せ、よしと大きく頷いた。

「それなら、一人で買い物に行ってみるわ！　ありがとう、ティアラローズ」

「いえ、色々とさしでがましいことを言ってしまって申し訳ありません……」

「とても嬉しいわ。これからも仲良くしてちょうだいね？」

「もちろんです！」

　きゃっきゃとはしゃぐ二人を見て、アクアスティードは大きくため息をついた。

　見た目は女性でも、クレイルはれっきとした男性。あまりティアラローズになれなれしくするなと、あとで文句を言おうと思ったのだった……。
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「一人でお買い物って、なんだか新しん鮮せんだわ」

　クレイルはティアラローズたちと別れ、その足で街へ買い物に出かけた。

　アクアスティードから王室御ご用よう達たしの店を教えてもらい、そこでパールへのプレゼントを選ぼうと思っている。




　セピア色の屋根に、ガラスのショーウインドウには綺き麗れいなアクセサリーが並べられている。そのどれもが上質なもので、王であるパールにはとても似合うだろうと、クレイルは自然笑えみを浮うかべる。

　店内へ足を踏ふみ入いれると、さらにたくさんの品物があった。

　その中でも、珊さん瑚ごのアクセサリーがクレイルの目に止まる。

　──パールは、珊瑚がよく似合うのよね。

　和装の彼女には、色とりどりの鮮あざやかなものがよく似合う。

　思わずその姿を想像すると、クレイルの心はぽかぽかと温かくなってくる。自分で選んだものを身に付けてもらえるかもしれないことが、こんなにも嬉しい。

「ふふ、喜んでくれるかしら」

「いらっしゃいませ。贈り物をお探しですか？」

「ええ、そうなの。珊瑚を使ったものにしようと思って」

　黒のスーツに身を包んだ店員が、丁てい寧ねいに対応する。

　店員はショーケースから珊瑚のアクセサリーを取り出して、クレイルの前に一つずつ丁寧に並べていく。

「色はどうしようかしら。……赤も素す敵てきだけど、空と海の色もいいわね」

　それだと、白か、青か。

　真っ白というのも、素敵。パールはどんな色でも着こなしてくれそうだなと、クレイルは思う。

「それでしたら、グラデーションもございますよ」

「あら、綺麗ね……」

　店員が差し出したものは、青い珊瑚から始まり、どんどん色の薄うすい珊瑚を組み合わせて作られた髪かみ飾かざり。

　付けたら珊瑚がしゃらんと音を立てる、そんな作りになっていた。

　下の部分は真っ白なので、濃こい色の服にも映はえるだろう。

「これ、いいわね！　いただくわ」

「ありがとうございます」

　即そつ決けつしたクレイルは、ほかにも何かないかと視線を動かしたところで──とても可愛らしい、ブローチを見つけた。

「やだ、このお花のブローチ可愛い。ティアラローズによく似合いそう！　これも包んでちょうだい」

「かしこまりました」

「そうだわ、せっかく仲良くなったんだもの。お揃そろいにしたらいいかもしれないわね」

　クレイルが見つけた花のブローチは、様々な色のものが用意されていた。

　ティアラローズに選んだものは、ピンク色の花。彼女のハニーピンクの髪色によく似合うだろう。

　──でも、私がティアラローズに贈り物をしたらアクアスティードが妬くかしら？

　そんなことを考えるが、すでに包むように伝え済みなので購こう入にゆうすることは決定なのだけれど。

　自分の分はどれにしようかとクレイルが選び始めたところで、ぞわりとした感覚に襲おそわれる。

「え──？　この感覚、海が荒あれている……？」

　もしかして、パールに何かあったのだろうか。クレイルはすぐに店内から飛び出して、海の方向へ視線を向けた。

　海から距きよ離りがあるため、まだ街の人は気付いてはいない。

　──いったいどうして？

　クレイルはぎりっと、唇を嚙かみ締しめる。




　パールのプレゼントを嬉しそうに買うクレイル──。

　それを、ティアラローズに贈る物と勘かん違ちがいしたパールの暴走だとは未まだ誰だれも気付かない。
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　穏おだやかな空だというのに、海は色を深く変え、波は大きな音を立てた。

　これまでにない状じよう況きようを目の当たりにして、アイシラは身体からだがすくむ。綺麗な色をした海が、今はまるで常とこ世よの闇やみになってしまったかのように濁にごっている。

「いったい、海に何が……」

　この国で海の妖精に一番愛されているのは、アイシラだ。海に関する有事の際には、必ず彼女が前に立つ。

　けれど自分の海を見て、ハッと思い浮かぶのは海の妖精王パールと、その妖精たち。

　──わたくしは、海の妖精王に認められてはいない。

　それどころか、嫌われていると言っても過言ではないだろう。

　一度はその宮に入る許可を得たアイシラだが、それ以降は何度海へ潜もぐっても王の宮を垣かい間ま見みることすら出来なかった。

「とりあえず、すぐアクアスティード様にお伝えしないと！」

　アイシラは踵きびすを返かえそうとして、けれど少しの違い和わ感かんに気付く。いったいなんだろうと考えようとしたところで、海の妖精たちだということに気付く。

　小さな人魚の姿をしている妖精たちは、水面にぴょこりと顔を出した。

『アイシラ！　王様、怒おこってる』

『怒いかり狂くるってる！』

「妖精王が!?　いったいどうしたのですか？」

　パール自身はアイシラによい感情を持ってはいないが、海の妖精たちはアイシラのことが大好きだ。アクアスティードとのことも応おう援えんしてくれていたほどに。

　海の中で起きた出来事に関しては、いつも妖精たちがアイシラに報告や相談をしていたのだ。今回もそうなのだけれど、慌あわてる様子を見るといつもの比ではないのだろう。

「これ、勝手をするでない」

『あ、王様！』

「！　海の妖精王」

　突然現れたパールに驚き、アイシラは慌てて跪ひざまずく。まさかもう一度、その姿を見ることが出来るとは思ってもいなかったのだ。

「ふん。ティアラローズとは、気に食わぬ女よ。クレイルをたぶらかしおって！」

「……？」

「アイシラ」

「は、はいっ！」

　パシャリと海面から上がり、パールは冷めた瞳ひとみでアイシラを見やる。そして、自身からクレイルを奪うばおうとしているティアラローズに対してその怒りをあらわにする。

「お主、ティアラローズからアクアスティードを引ひき離はなせ。あれも、ちとやっかいな男だからな」

「え？　そ、それはいったいどういう……」

「ふん。そんなこと、お主が知る必要はない。これをやるから、茶にでも混ぜればいい」

　自分からクレイルを奪おうとしているティアラローズを、パールはこのままにしておこうとは思わなかった。

　ぎゅっと拳を握にぎり締しめ、パールはピンク色の液体が入った小こ瓶びんをアイシラに渡わたす。妖精王から差し出されたものを、受け取らないわけにはいかない。パールは両の手でそれを受け取り、じぃっと小瓶を見つめる。
















　いったい中身がなんなのか、アイシラにはまったくわからなかった。

「パール様、これは……」

「なんのことはない、ちょっとした薬だ。害はないし、効果もすぐに切れる」

「…………」

　ちょっとしたと言われ、アイシラは戸と惑まどう。

　自国の王太子であるアクアスティードにそのようなことは出来ないが、指示しているのは海を司つかさどっている妖精の王だ。そう簡単に、断ことわれない。

　どうしたら────アイシラは悩み、表情を歪ゆがませる。自分が仕える相手に、怪あやしい薬を盛ることは出来ない。けれど、害はなく効果がすぐに切れるという。

　それでも。

「申し訳ございません、パール様。わたくしには、アクアスティード様を裏切ることは出来ませんっ！」

　まだ、小さな想おもいはアイシラの心に残っている。

　害はなくとも、アクアスティードに何かをすることは絶対にしたくないのだ。そう、熱く揺ゆれるアイシラの瞳がパールに伝える。

「ふん。これにそなたの血を一滴てき垂たらし、アクアスティードに飲ませればその心はそなたのものになると言っても──か？」

「──!?　そ、それは……」

　すぐにアイシラは、渡された薬が惚ほれ薬ぐすりの類たぐいだということに気付いた。人間には、とてもではないが用意出来るようなものではない。

　ごくりと息を吞のみ、アイシラは自分の手の中にある小瓶を見つめて動けなくなってしまう。

　──この薬があれば、アクアスティード殿でん下かに愛してもらうことが出来る？

　それはアイシラにとって、花の蜜みつよりも甘い誘ゆう惑わくだった。

　いけないということはもちろんわかっているし、すぐにこの小瓶は砕くだくべきだ。けれど、アクアスティードを慕したう自分の気持ちがそれをさせはしない。

　──わたくしは、こんなにも弱かった。

　どうしたらいいかわからずに、アイシラの体が揺れる。小瓶を持つ手が、震える。

「ふん。そなたは妖精たちに愛されておるからな。それに、近くにいたから都合がよかっただけじゃ」

「……パール様」

　くすりと笑うパールを見て、アイシラは不安になる。

　この妖精王はいったい何をしようとしているのか。すぐに止やめてと声をあげたかったけれど、パールの放つピリッとした冷たい空気が、それをさせない。

　しかしそれと同時に──ずっと待ち望んでいた声が、パールの耳に届く。

「パール！　いったいどうしたの!?」

「……クレイル。ふん、わらわが話すことは何もない！」

「あ、待ちなさいっ！」

　空から舞まい降おりたクレイルがパールを呼ぶが、何も聞かずにその姿を海に消した。

「ああ、もう。私の話なんてまったく聞いてくれないんだから」

　パールが消えた場所を見て、クレイルは息をつく。

「もう、いったいなんだって言うの？　どうして、パールがこんなに荒れているのか……」

　理由くらい、教えてくれてもいいのに。

　そう思い俯うつむくクレイルだが、すぐにアイシラの存在に気付く。クレイルはアクアスティードの情報源の役割をしているため、この国のすべてを把は握あくしている。

　ゆえに、お茶会より以前から彼女の存在も知っている。




　──どうしてパールがこの子に接せつ触しよくする？

　この間のお茶会で姿を見たアイシラは、今は跪き体を震わせていた。自分に向かって跪く姿は、分をわきまえているように見えるけれど──。

「顔を上げていいわ、アイシラ・パールラント」

「は、はい……」

「パールに何があったのか、聞かせなさい」

　こくりと静かに頷き、アイシラは今しがた起きたことを伝える。ティアラローズがクレイルをたぶらかしていると言っていた、と。

　それを聞いたクレイルが、「たぶらかす？」と口を押さえる。

「そんな、だって……ティアラローズにはアクアスティードがいるのに。私をなんて、あり得ない。パールってば、何を誤解しているのかしら……？」

「…………」

　嫌われていると思っていたクレイルは、なぜパールがそのような行動に出たのかがわからなかった。

　もはや互たがいが両想いだと知らないのは、本人たちだけだろう。

「ほかは、何かない？」

「あ、は……はい」

　クレイルの問いかけに、アイシラは思わず頷いてしまう。受け取ってしまった小瓶をぎゅっと握にぎりしめて、クレイルに気付かれないように隠かくす。

　しかしすぐに、いけないと自分に言い聞かせて首を振る。アクアスティードの気持ちを、そのように他者が好き勝手していいはずがない。

　アイシラは顔を一いつ瞬しゆんで青くさせて、どうすればいいのか問おうと口を開こうとして──しかしそれよりも早く、クレイルが口を開く。

「アクアスティードは、あんなにもティアラローズを愛しているのに」

　ずきんと、アイシラの胸が痛む。

　ティアラローズとアクアスティードが相思相愛なことは理解している。幸せになってほしいとも思っている。

　なのにどうしても……もやっとしたものが、アイシラの心を曇くもらせる。

　口元に手を当てて悩みつつ、クレイルはお城に行きましょうと言う。

　そこには、ティアラローズとアクアスティードの二人がいるはずだ。アイシラは不安な気持ちを抑えつつ、こくりと頷いた。




　アイシラは、パールに渡された小瓶の存在をクレイルに告げることはなかった──。
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　この乙女ゲームの世界には、魔ま法ほうというものが存在する。

　ティアラローズはその魔法が苦手だが、メインキャラクターであるアクアスティードやハルトナイツ、ヒロインであるアカリやアイシラはそれが得意だった。

　例えば室内で風を呼んだり、海中で息をしたり──はては、攻こう撃げき魔法や転移魔法。それらをティアラローズは使えないけれど、たったひとつだけとびきり素敵な彼女だけの魔法を使うことが出来る。

「森の恵めぐみよ、わたくしにほんの少しだけ力を……」

　クッキーの生き地じを手に持って、ティアラローズは自分の中にある魔法の力を使う。すると優やさしい光がティアラローズの手から溢あふれて、きらきらした光が生地へと吸すい込こまれていく。

「ん、うまくいったみたい」

　出来上がった生地を見て、満足げに微笑ほほえむ。

　──キースの祝福を受けてから、お菓子作りもだいぶ楽になったかしら。

　自分の魔ま力りよくをお菓子へ与あたえることにより、味がぐっと増したような気がするけれど──それは自分の魔法が上達したからか、はたまた祝福のおかげか。

　通常の魔法をうまく使うことの出来ないティアラローズにはいまいち計りかねた。

「アイシングクッキーだけど、魔法を使えばすぐに出来るはず……」

　通常、クッキーを焼き上げてからアイシングでデコレーションを行い、乾かわかすのに半日程度を必要とする。しかし、森の魔法をちょっと使うと──その時間を短縮することが出来るのだ。

　これは便利だと、気付いた当初は大喜びしてしまった。

「クッキーをお作りですか」

「ええ、そうなの」

　ひょっこり顔を覗のぞかせたフィリーネは、練りあげた生地を見て「もしかして」と口元を押さえつつ続ける。

「それをお使いになるんですか？」

　目をきらきらと輝かがやかせて、フィリーネは生地の横に置かれている材料と型を見た。それにティアラローズは大きく頷いて、使うのが楽しみだと笑う。

　用意されているのは、ティアラローズが特注して作らせたクッキーの型。それは人の形をしている男女の二種類。

「みんなのアイシングクッキーを作るの」

　もちろんフィリーネのものもねと言いながら、ティアラローズは生地を伸のばしていく。最後は食べられる花を載のせて、可愛いデコレーションに仕上げる予定だ。

　一つずつ丁寧に型を抜ぬいて、さらにアレンジを加える。作る人の特徴を生地で付け足して、人のシルエットを完成させていく。

　例えば、アクアスティードならば短たん髪ぱつ、キースなら長ちよう髪はつといった具合だ。




「フィリーネ、このクッキーは形が綺麗に出来たと思うの！」

「まぁ、可愛らしいです。どこからどう見ても、アクアスティード殿下ですね」

　海が色を変え始めていることを知らずに、ティアラローズは自室のキッチンでアイシングクッキー作りに夢中。

　ここ、マリンフォレストにはお菓子の材料を取とり扱あつかう店が充じゆう実じつしていた。それはラピスラズリにはなかったため、ティアラローズのときめきを加速させた。

「いろいろな材料があるのですね。これもティアラローズ様が正式な妃きさきとなったからでしょうね」

「ええ。ドレスを仕立てる回数よりも、商人と会っている方が多いかもしれないわね」

　くすりと笑って、ティアラローズはクッキーをオーブンに入れた。

　ティアラローズがお菓子好きという噂うわさを聞きつけた商人たちは、こぞってお菓子はもちろん、材料となるものを持ってくる。

　それを見ている時間はとても至福だし、気に入ったものは定期的に購入する契けい約やくも結んでいる。

「このままいけば、街にもっとお菓子屋さんが増えるのも時間の問題ですね」

　嬉しそうに笑うフィリーネに、ティアラローズはもちろんと笑って答える。王太子の妃という立場を利用しているようだけれど、お菓子屋さんが増えるのであればそれくらいぐっと我が慢まんしてみせよう。

「ええ。そうしたら、全種類制せい覇はしないと！」

「さすがに太りますよ、ティアラローズ様」

　何が何でも食べつくすと言わんばかりのティアラローズに、フィリーネは苦笑する。

「とりあえず、アクア様のクッキーは出来たから焼きましょう。そうしたら、このアイシングを使ってデコレーションしないと」

　アイシングの色を染めるために、花びらなどを使っている。自然な色目に仕上がり満足して、ティアラローズは次々にクッキーを焼いてデコレーションをしていく。




　あとはクレイルのクッキーを焼いてデコレーションをしたら出来上がりなのだが、ちゃぷりと水が音を立てていつかのように──パールが、ティアラローズの前へ姿を現した。

　フィリーネは失礼がないようにすぐ跪き、ティアラローズも膝ひざをついて礼をした。

「こんなところでお菓子作りとは──そなた、それはクレイルのつもりか？」

「！　こ、これは……」

　最後に焼こうと思っていた、クレイルをかたどったクッキーがパールの視界に入る。ぎりっと唇を嚙みしめ、パールは手に持った扇おうぎでティアラローズを指す。

　──やらかしてしまった！

　そうは思ったけれど、見られてしまっては時すでに遅おそしだ。

「何度わらわを侮ぶ辱じよくする気じゃ！　クレイルをたぶらかすなんて、最低よの」

「違います、パール様！　今、ほかの方のクッキーも焼いているのです。決して、クレイル様のクッキーだけを作ったわけではありません」

　──間違いなく、誤解してる！

　すぐさま事実を伝えるがパールは全く聞く耳を持たない。クレイルだけではなく、アクアスティードやキース、アイシラのアイシングクッキーだって作っているのに。

　違いますと何度も叫さけぶティアラローズに、パールは「ふん」と鼻を鳴らす。

「まぁ、そなたが楽しくしていられるのも今のうちじゃ！」

「え……？」

　勝かち誇ほこったような笑みを浮かべ、パールは手に持っている扇をティアラローズに向ける。

　──どういうこと？

　パールの言う意味が理解出来ず、なんと言葉を返せばいいかわからない。けれど、含ふくみのあるその笑みには何かがあるとわかる。

　自分の知らないところで、きっと何かよくないことが起こっている。そんな嫌な予感がティアラローズを襲う。

「わらわの苦しみを、そなたも味わえばいいのじゃ」

「……っ！」

　そう言い残して、パールは再び姿を消した。




　王のいなくなったキッチンで、ティアラローズは大きく息をはく。

　緊きん張ちようの糸が切れたように座すわり込こみ、いったいどういうことだと頭を悩ませる。それはフィリーネも同様だったようで、同じように座り込んでいた。

「すぐ、アクアスティード殿下に相談しましょう」

「そうね……それがいいわね」

　フィリーネの言葉に頷き、ティアラローズは立ち上がろうとして──けれど、足が震えてうまく立ち上がることが出来なかった。

　──でも、あまりゆっくりしているわけにもいかないわ。

　ティアラローズは立ち上がり、座り込んだままのフィリーネにも手を貸して立ち上がらせる。

「ありがとうございます、ティアラローズ様」

「大丈夫。嫌な予感がするから、はやく──あ」

「？」

　すぐアクアスティードのところへ、そう言葉を続けようとしたけれど、ちょうど焼きあがったクレイルのアイシングクッキーがティアラローズの目に入る。

「……せっかく焼いたし、持っていこう」

　クレイルのクッキーだけアイシングでデコレーションをしてはいないけれど、魔力を込こめて丁寧に作り上げたのだ。

　もし何かあれば、魔力を込めたこのお菓子が何かの役に立つかもしれない。

　──もちろん、何もないに越こしたことはないけれど。







　すぐ護衛のタルモに声をかけて、ティアラローズはアクアスティードの執しつ務む室しつ前へとやってきた。

　何もなければいい、そう思い執務室前の護衛に声をかけようとして──背後から声をかけられたことに気付く。

「ティアラローズ様……」

「アイシラ様？」

　振り向くと、どこか元気のないアイシラが立っていた。いつも凜りんとしている彼女なのに、いったいどうしたのだろうと首を傾かしげる。

　その手には見慣れない小瓶がぎゅっと握られていたが、そんなことを気にしているほどの余裕はティアラローズにはなかった。

「とりあえず、中に入りましょう？」

「はい……」

　ティアラローズはアイシラを気き遣づかいつつ、護衛に扉とびらを開けるように指示して中に入る。そこにはいつも通りアクアスティードと、側近のエリオット、普ふ段だんはいない数人の騎き士しがいた。

「ティアラ？」

「アクア様……」

　そこにはいつもと変わらないアクアスティードの姿があり、ほっとする。けれど何か忙いそがしそうに騎士たちは話をしている。

　いったい何だろうと話に耳を傾かたむけると、海が濁っているという内容だった。

「──ッ！」

　その言葉に一番反応を示したのは、海に愛されている続編のヒロインアイシラだ。海の管理はアイシラが行ってきたため、ショックも大きいのだろうとティアラローズは考える。

　アクアスティードはその様子を訝いぶかしむが、何も言わずに二人にソファへ座るようにと促うながした。

「少し、海がざわついているみたいだ」

「はい……。存じています」

　アクアスティードの言葉を聞き、アイシラは素直に頷いた。

　──海が？

　その言葉に、ティアラローズは先ほどのことを思い返す。パールの様子は、確かにおかしかった。

　それが海に直接影響するなんて、恐おそろしい。そう思い、ああ、だから妖精から祝福されている人は国からこんなにも大切にされているのだ。

　もし、ティアラローズが嘆なげき悲かなしみ苦しんだとしたら、きっと森の妖精は悲しむだろう。それが森に影響し、例えば食材が実らなくなってしまったら？

　──ああ、なんて、なんて苦しいんだろう。

　妖精に祝福されるということはとても嬉しいけれど、同時にとても細い糸で絶望と繫つながっているのだとティアラローズは思った。




　少し震える体を抱きしめて、落おち込こみがちの自分を浮ふ上じようさせるように、明るい声でお茶を用意しましょうと口にした。

　まずは落ちつくことが大切だ。

　立ち上がって紅茶の準備をしようとすると、アイシラが「手伝います」とティアラローズに続く。

　執務室に用意されていたティーポットに茶葉を入れると、アイシラが貸してくださいとティアラローズへ手を伸ばす。

　女官にお湯を頼たのもうと思っていたので、いったい何事だと目を瞬しばたたかせるけれど、すぐにその幻げん想そう的な光景が目に入る。

「え？」

「生命の水よ、ここに……」

「魔法……！」

　アイシラは水の魔法でティーポットを満たし、そのまま熱湯へと変化させる。

　ふわりとした優しい光と、海の香かおりがアイシラを包む。

　──すごい、便利。

　いいな、羨うらやましい、いつでもティータイムが出来る。そんな羨ましいという単語が、ティアラローズの中をくるくると回る。

「ありがとうございます、アイシラ様」

「いいえ。わたくしは、これくらいしかお役にたてませんから……」

「そんなことはありません。アイシラ様はいつも一いつ生しよう懸けん命めいで、とても素敵な女の子ですもの」

　もっと自信を持ってくださいと、己おのれを卑ひ下げするアイシラへ伝える。むしろ、それくらいとアイシラが言ってのけた魔法すら自分は使えないのだけれど。

「ティアラローズ様……。ありがとうございます」

「アイシラ様も、海のことで何か不安があるのでしょう？　でも、こういったときは落ち着くのが一番です。一緒に解決策を考えましょう」

　美お味いしいお菓子を食べて落ち着かなければ、いつも回る頭も回らないというものだ。これはまったくもってティアラローズの持論だけれど、なかなかに理に適かなっていると思っている。お菓子は、心を落ち着かせてくれる──ティアラローズの魔法だ。

　お菓子と紅茶は幸せだ。

　だから、ティアラローズは気付かなかった。アイシラという人物を信じていたこともあるが、誰かが幸せになれるお菓子と紅茶にそんなことをする人がいるとは思ってもいなかったから。




　アイシラがこっそりと──手に持っていた小瓶の中身を紅茶に垂らした、なんて──。







　それからティアラローズたちは、現状に関する確かく認にんを行った。

　最初に報告されたのは、海について。いつもはきらきら太陽の光を受けて輝いているのに、今は濁った色に変化しているのだと直接見てきたエリオットが告げた。

「海は、海の妖精王の感情を引き受ける。今回の件は、海の妖精王に関するもので間違いはない」

「はい……」

　淡たん々たんと告げるアクアスティードに、アイシラはぎゅっと拳を握りしめて頷く。不ふ甲が斐いないと、自分を責めているのだろうとティアラローズはアイシラを見やる。

　──でも、わたくしが何か言えることなんて……。

　ティアラローズはもともとマリンフォレストの出身ではない。妖精を、自然を、わかったように「大丈夫」だと、ここでアイシラに告げるのは無責任のように思えた。

　厳しい表情をしているアクアスティードが目の前にいるのだから、ことさらに。




　海の色を確認して、アクアスティードはすぐにティアラローズへと視線を向ける。

「ティアラも、何かあったんだろう？」

「……パール様が、いらっしゃいました」

　アクアスティードの問いかけに、ティアラローズはゆっくり先ほどあった出来事を伝える。ひどく不ふ機き嫌げんな妖精王は今、どこにいるかわからないけれど。

　──もしかして、クレイル様のところに行かれたのかしら。

　そうは思うけれど、残念ながらティアラローズに確かめる術すべはない。

「とりあえず、クレイルと海の妖精王に会うしかないか……エリオット」

　アクアスティードが名前を呼ぶと、すぐにエリオットが「わかりました」と告げる。すぐに馬車の手配をしますと、騎士たちを連れて部屋を後にする。

「私とエリオットは馬で行くから、ティアラとアイシラ嬢じようは馬車でゆっくり追いかけてきてくれ」

「わかりました」

　アクアスティードの言葉を聞き、ティアラローズとアイシラはこくりと頷いた。

「いろいろと立て込んで悪いが、早急に解決させなければいけないな」

　海はこの国の宝だと、アクアスティードは言葉を続けた。ふうと息を一つついて、アクアスティードは紅茶を口に含もうとして──悲鳴のような声が、あがる。

「紅茶を召めし上あがらないでください、アクアスティード殿下……っ!!」

　がたりと大きな音を立て、なりふりかまわないアイシラの声が部屋中に響ひびいた。




　──やっぱり、こんなことをしてはよくなかった！

　先ほど、アイシラはアクアスティードの紅茶に海の秘薬を──垂らしたのだ。パールの告げた、アクアスティードの心が自分のものになると言う言葉。

　それはひどく、甘かん美びだった。

　もしもアクアスティードに愛されたのなら、それはお菓子よりも甘い、幸せの味ではないだろうか……なんて。

　そんな愚おろかなことを、思ってしまったのだ。けれどやはり、いざその場面になると──いけないことだと、自分の心が叫んだ。

　必死に声をあげて、駄目だとアクアスティードに伝えようとする。

　しかし、現実はそう上う手まくいくわけではない。




　こくりと──アクアスティードが、紅茶を飲んだ音が耳に届く。




　普段大きな声をあげることなどないアイシラに、ティアラローズとアクアスティードは驚いて目を見開く。

「アイシラ嬢？」

「ど、どうしました……？」

　──紅茶に何かあるの？

　飲むなというアイシラの声に、ティアラローズは首を傾げる。この紅茶はさきほど二人で淹いれた新しいものだし、いたって普ふ通つうの紅茶だ。

　アクアスティードも同様のことを考えたようで、首を傾げながらアイシラを見ている。

「わたくし、わたくし……っ」

　ごめんなさいと──小さな声が、アイシラの口から零こぼれ落おちる。

「アクアスティード殿下の紅茶に……海の秘薬を入れてしまいました」

「え──っ!?」

　ぽろぽろと、アイシラのオレンジ色の瞳から涙なみだが溢れる。自分のしでかしてしまったことの重大さに、手て遅おくれになってから気付くなんて。

「海の秘薬？」

　アクアスティードも聞いたことがなかったようで、首を傾げる。

　泣き出してしまったアイシラの背中を落ち着かせるように撫なで、ティアラローズは海の秘薬とは何かと問いかける。

「……ほ、惚れ薬だそうです……」

「え……」

「は……？」

　涙を必死で手ての甲こうでぬぐい、アイシラが口を開いた。

　──いやいやいや、惚れ薬なんて漫まん画がかゲームの中──って、ここはゲームの世界だった。

　ならば、惚れ薬があっても確かになんら不思議はない。

　思わず思考がフリーズしてしまうのも、無理はないだろう。海の秘薬という惚れ薬を飲んだということはつまり、つまり──そういうことだ。

　──アクア様が、アイシラ様のことを好きになる？　そんなの、噓。

　乙女ゲームにありそうな展開、しかも、両想いになる前のイベントみたい。そう考えて、まさに今の状況にぴったりではないかとティアラローズは絶望の淵に立つ。

「……アイシラ、泣かないで」

「っ!!」
















　低く、甘く、アイシラを呼ぶアクアスティードの声がティアラローズの耳に届く。それはいつもティアラローズを呼ぶのと同じ声。

　その声に反応して、ティアラローズとアイシラはびくりと体を揺らす。

　罪悪感に押しつぶされそうなアイシラに、アクアスティードは「大丈夫」と微笑む。

　──どうしよう。

　いったい誰が、こんな展開を予想していただろうか。神様は、いったいいつまで自分に試練を与えるのだと、問いかけたくなる。

　ソファで隣となり合って座るティアラローズとアイシラ。その正面に腰こしかけているアクアスティード。

　今、愛いとしい人の金色の瞳は──ティアラローズを、映してはいない。

「アクア様、あの……」

「うん？　ティアラはちょっと黙だまっていて」

「──ッ！」

　ティアラローズが呼びかけたというのに、アクアスティードの口からもれたのはそっけない返事。自分を見つめる瞳も、いつもとまったく違う。

　──どうしよう、泣きたい。

　思わず目め尻じりが熱くなるのを感じ、しかしすぐにアクアスティードは薬のせいでこうなってしまっているだけだと自分に言い聞かせる。

　ゆっくりと、テーブルを挟はさんだ向かいからアクアスティードが手を伸ばす。もちろん、その相手はティアラローズではなくアイシラだ。

　ああ、嫌だ。お願いだから、自分以外に触ふれないで。そう叫びたいのに、嫌な汗あせが背中を伝うだけでちっとも体が動いてくれはしない。

　何か言わなければと思うのに、口がぱくぱくと動くだけで肝心の声が出ない。

　そんなところに、タルモが割って入るようにしてアクアスティードを止めた。

「アクアスティード様！」

「……なんだ。邪じや魔まをするな、タルモ」

　普段は後ろに控ひかえ、黙っているタルモ。その彼が顔をしかめ、アクアスティードの手を摑つかみ止めたのだ。アクアスティードは一気に不機嫌になり、その手を振り払おうとする。

　しかしタルモはそれに屈くつすることはせずに、「海へ行くのでしょう」と静かに告げた。

「ああ、そういえば一刻も早く海に行かないといけなかったか」

「そうです。ティアラローズ様とアイシラ様は自分が護衛してお連れしますので、アクアスティード様は先に馬で向かってください」

「馬では行くけど、アイシラも連れていく。二人乗りはたやすいし、アイシラは海の妖精に好かれているのだから私と一緒に向かうべきだ」

　ティアラローズだけが、馬車でゆっくりくればいい。暗にそう言われ、ぎゅっと胸が締しめ付つけられそうになる。

「準備しよう」

　アクアスティードが立ち上がり、ティアラローズとアイシラにも準備をするから急ぐように声をかける。

　けれど、涙をぽろぽろこぼすアイシラはそれどころではないだろう。

「アイシラ様──っ！」

　そう思ってティアラローズは声をかけるけれど、アイシラの顔を見てハッと息を吞む。耳まで赤くして泣いている彼女は、しかし嬉しそうに頰ほおを染めて涙を流していたから。

　──やめて。

　アイシラがアクアスティードを慕っているということは、結けつ婚こん式しきのときに知った。それでも、アクアスティードはティアラローズを選んでアイシラにごめんねと告げたのだ。

　それを聞いたアイシラも、幸せにと二人を祝福しているのに。

　そのアクアスティードが今、アイシラだけを見ている。

　そのアイシラが今、嬉しそうにアクアスティードだけを見つめている。

「アクア様」

「うん？　ああ、別に城で待っていてもいいよ」

「いえ……ご一緒します」

　──わたくしを見て。

　そう告げたいのに、震える唇はそれ以上声を発することが出来ない。再びアクアスティードの腕うでが伸びて、アイシラに触れようとして──ぴたりと、止まる。

「アクアスティード殿下？」

　嬉しそうに声をあげたアイシラは、しかしすぐに傷ついた表情をみせる。

　まるでアイシラに触れることを拒こばむように、アクアスティードの顔が苦痛に歪む。ほんの一瞬だったけれど、ティアラローズは理解する。

　──アクア様は、ちゃんとわたくしのことを覚えてるんだ。

　それがどうしようもなく嬉しくて、自分もアクアスティードのことを信じなければと思う。




　よかったとティアラローズが安あん堵どしようとしたタイミングで、ばんと扉が開きエリオットが戻もどってくる。

「アクアスティード様、準備は整っていますから早くいきますよ！」

「ああ、わかった」

　なんの事情も知らないエリオットは、ぐいぐいとアクアスティードの腕を引っ張り早くしてくださいと急せかす。

「先に行きますから、ティアラローズ様はタルモと来てください」

「は、はい」

「……はぁ」

　ばたばたと慌ただしく去っていく二人を見送りながら、ティアラローズはイエスと返事をすることしか出来なかった。

　その横ではタルモが呆あきれたようにため息をつく。

「私たちも行きましょう。……アイシラ様、あまり時間がありません。歩けますか？」

「……はい」

　タルモの問いかけに、小さな声で、けれどしっかりとアイシラは頷いた。その様子にほっとするティアラローズではあるけれど、これからどうすればいいのかわからず頭の中は大混乱だ。

　海に行かなければならないため、とりあえず馬車で移動しながら考えましょうとタルモが二人に告げた。
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　まさかこんな声で、ティアラローズのことを呼ぶとは思わなかった。

　自分のひどく冷えた声に、ぞっと震える。




「……お前が来てくれて、よかった」

　このままだと、ティアラローズに悲しい思いをさせる。いや、すでにもうさせてしまっているけれど、最悪だけは免まぬがれただろうとアクアスティードは思う。

「本当ですよ、まったく。アイシラ様に触れようとか、何考えてるんですかアクアスティード様は！」

「まったくだな……」

　盛せい大だいにため息をつくエリオットの横で、アクアスティードは眉まゆをひそめて自分の失態を思い返し苛いら立だちが募つのる。




　海へ向かうために、アクアスティードとエリオットは後ろに数人の騎士を連れ馬で駆かけている最中だ。

　道すがら、住民が海の話をしているのがアクアスティードたちの耳に入る。

「かなり噂が広まっています。海の妖精王の怒りを誰かがかったのだと、そんな話が独り歩きしています」

「最悪だな」

「私としては、惚れ薬を飲まされたアクアスティード様の方が最悪です」

「……わかってる」

　エリオットの言葉を聞き、ぎりっと歯嚙みする。




　アクアスティードの側近、エリオット。姓はない。

　彼はのんびりとした言動とは裏腹に、諜ちよう報ほう活動を得意とする。先ほどタイミングよくアイシラへ触れようとするアクアスティードを止めたのも、室内のことを把握していたからだ。

　全力で馬と馬車の手配をして、主人が間違いを起こす前に帰ってきた。もちろんその事実はアクアスティードも理解しているので、今回はエリオットにかなり助けられたのだ。




「で、実際はどうなんですか？　その、惚れ薬の効果」

「今は比ひ較かく的てき落ち着いているが、アイシラ嬢を目の前にするとやばいな」

　馬の手た綱づなを握る手に力がこもり、いっそうアクアスティードの顔が険しくなる。自分はこんなにもティアラローズを愛していたのに、薬で心が揺れるなんて、と。

　──それに、今もこんなにぐらついている。

　頭の中を占しめる割合は、ティアラローズよりもアイシラの方が多かった。このままでは、アイシラを抱きしめてしまいそうだ。

「海の秘薬、か」

　それは決して人間ごときが扱あつかえる代しろ物ものではないだろう。

「アイシラ様は海の妖精王から賜たまわったのでしょうね……」

「だろうな」

　妖精では、秘薬を手にすることは出来ない。

　──妖精王同士のいざこざに口を出すべきではないと思っていたが、判断を誤ったか……。

　今はいないクレイルを脳のう裏りに思い浮かべ、ため息をつく。

「自分の大切な人くらい、ちゃんと捕つかまえておけ」

　そう小さく呟つぶやくが、現状を考えるとアクアスティードも惚れ薬なんて飲まされてしまっている。クレイルのことは言えないかと悪態をつき、すべての思考を投げ捨てるようにして海まで馬を走らせた。




　この腕で抱きしめたいのに、心がどこかでそれを拒きよ否ひする。

　自分の愛しい人の名を呼びたいのに、違う名を呼んでしまいそうで──怖い。
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「うっわ、海の色がひでぇな」

「パール……」

　ざばんと立つ波の音を聞きながら、森の妖よう精せい王キースと空の妖精王クレイルが海辺に佇たたずみながら辺りを見み渡わたす。

　いったいどうしてこんなことになってしまったのかと、クレイルは頭を悩なやませる。その様子を見たキースはため息をひとつつき、「二回目か」と呟つぶやいた。




　いつもは澄すみ切きり、魚が泳ぐ姿を見ることの出来る海。

　しかし今はその色を黒く変えていて、まるで全てのものを拒きよ絶ぜつするかのような様相だった。

　さてどうしたものかと、二人の妖精王は海を見る。妖精の王同士は、互たがいにあまり干かん渉しようしないことになっている。

　それはそれぞれの王の力が強大すぎて、関わり合うことで、自然界のバランスが崩くずれてしまうかもしれないということを危き惧ぐしているからだ。

「本来、こういったことは人間と妖精王でどうにかすべき事こと柄がらではあるけれど……」

「つってもクレイル、今回の原因はほとんどお前だろ」

「そうね……」

　いったいどうしてこうなってしまったのかと、クレイルは首を傾かしげる。アイシラの言った、ティアラローズがクレイルをたぶらかして──というその言葉。

　もし本当にパールがそう言ったのならば、もしかしてほんの少しくらい期待してもいいのだろうかとクレイルは思う。

　妬やいてくれた？　なんて、直接聞くことは出来ないけれど。

「あ、そうだ。いいこと思いついたから協力してよ、キース」

「は？　お前の責任なのに、なんで俺おれが尻しり拭ぬぐいしなきゃなんねーんだよ」

　嫌いやだと告げようとして、けれどクレイルから向けられた真しん剣けんな眼まな差ざしを見て──チッと舌打ちする。

「今回だけだぞ」

「キースならそう言ってくれると思ってた」

　ぶっきらぼうに告げるキースにお礼を言い、クレイルは深く空気を吸すい込こんで自分自身でもある空を見つめる。

「……この国は、きっといい国になるわ」

「ああ」

「……だからこれは、私たち王からのプレゼント」

「そうかよ」

　くすりと笑ったクレイルは、アクアスティードたちがここまで来るのを待つことにした。
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　馬に乗り海を目指し始めた当初は、なんの問題もなかった。

　飲まされた海の秘薬で自分の心を制せい御ぎよしにくいだけで、馬で駆かけることだって出来た。しかし次し第だいにアクアスティードの息はあがり、必要以上に前のめりの体勢になる。

「は、はぁ……」

「アクアスティード様、少し休みましょう!!」

　先頭を走るアクアスティードに、後ろからエリオットが声をかけるが首を振ふってそれを拒こばむ。今は変色してしまった海へ行くことが先決だ。

　これまでに一度だけ、海がその色を黒く変えたことがある。

　国民たちは覚えていないかもしれないが、国の記録を見れば、中期頃という位置づけになるだろうか。




　それは、今からおよそ七百年前──。

　海の妖精王パールが嘆なげき悲かなしみ、その海を闇やみへと変えたとされている。どうやって元に戻もどしたかという記録はないが、それは脅きよう威いとしてマリンフォレストで語かたり継つがれている。

　珊さん瑚ごや魚は死滅した。

　それ以降、妖精王の心の平へい穏おんを保てるよう、マリンフォレストは注意を払って歴史を重ねていったのだ。




「まさか私が生きているうちに、こんな日がくるとはな……はっ」

　海から魚が消えると、食料の問題がまず出てくる。ほかにもどんな影響があるかわからないが、いいことなどは一つもない。

　──一刻も早く、海に。

　そう思い手た綱づなを持つ手に力を込こめようとするが、うまくいかないときは嫌なことが重なるもので。

「アクアスティード様!!」

　大きく呼吸を乱したアクアスティードが、前のめりになるようにして馬からずり落ちた。危険を察知したエリオットは騎き士したちを先に行かせ、すぐにアクアスティードの下へと駆け寄った。

「しっかりしてください！　だから一度休もうと言ったじゃないですかっ」

「はぁ、はっ……」

　いったいどうしたのだと問いかけるエリオットの声は届いているけれど、今は何も答えられない。

　──これが海の秘薬の影響、か。

　頭ではありえないと思っているのに、体が、アイシラという存在を渇かつ望ぼうしている。まるで水のなくなってしまった海のように、求めてやまない焦しよう燥そう感かん。

　エリオットはとりあえず馬を近くの木にくくりつけ、倒たおれたアクアスティードの体を起こして座すわらせる。

「アクアスティード様？」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

「まったくそうは見えません」

　一度城に戻った方がいいかもしれないとエリオットは考えたが、今のアクアスティードは馬に乗れるような状じよう況きようではない。

　呼吸が乱れているだけではなく、嫌な汗あせがアクアスティードの額ひたいに浮うかんでいる。

「くそ、私がもっとしっかりしていれば……」

　アクアスティードに水を飲ませ、エリオットは呼吸が落ち着くのを待つ。本当ならば城へ引き返す判断が正しい。──が、それをアクアスティードがよしとしないことはエリオットが一番理解している。

「海に行くのであれば、早く体調を整えてください」

「……わかって、る」

「厄やつ介かいですね、それ。海の秘薬が関わっていると私は予想しますが……」

　そうエリオットが告げると、アクアスティードは小さく頷うなずく。

「最悪だ」

　治し方は海の妖精王か──クレイルが知っているかもしれない。そうすると、やはり海へ行くという選せん択たく肢ししかない。

「でも、馬で海まで行くのは──あ」

　あと少しと言う距きよ離りだが、今のアクアスティードが馬に乗るのは厳しいだろう。エリオットは移動手段を考えようとして、その視線がティアラローズとアイシラが乗った馬車を捉とらえた。




　珊瑚の装そう飾しよくが施ほどこされた豪ごう華かな馬車は、振しん動どうも少なくソファもふかふかな一級品だ。

「ナイスタイミングですね」

　エリオットはすぐ御ぎよ者しやに声をかけ、乗せてもらうことにする。真っ先にティアラローズが馬車から降り、ぐったりしているアクアスティードへと駆け寄った。

「アクア様!?」

「……ティアラ？」

「はい、わたくしです。具合が悪いのですか？　すぐ城に──」

　アクアスティードに手を伸のばし、その体に触ふれようとした瞬しゆん間かん、その体がびくりと大きくはねた。

「あ……っ！」

「ッ！」

　ぞくりとした感覚に襲おそわれ、思わず伸ばした手を引っ込める。嫌な汗が背中を伝ってアクアスティードに拒絶されたということを瞬しゆん時じに理解する。

　──違ちがう、これは惚ほれ薬ぐすりのせいであってアクア様のせいではない。

　そう言い聞かせようと必死になるけれど、好きな人に拒絶されて平気でいられるほどティアラローズのメンタルは強くない。

「申し訳、ありません……アクア様」

　今にも泣きだしそうな顔で、ぎゅっと目を閉じる。これ以上見続けていたら、本当に泣いてしまうのではないかと思ったから。

「ティア、ラ」

「わたくしは大丈夫ですから、お気になさらないでくださいませ……」

　すぐにアクアスティードから距離をとる。気丈にふるまうけれど、本当は大丈夫なわけがない。

　でも、苦しんでいるのはアクアスティードだ。ティアラローズ以上に苦しそうにしている大切な人に、そんな我わが儘ままは言えない。

「アクアスティード殿でん下か！」

「あ……っ」

　ふいに、馬車の中で待っていたはずのアイシラが声をあげた。窓から倒れているアクアスティードを見て、いてもたってもいられなくなってしまったのだ。

　呼吸を乱してぐったりしているアクアスティードを見て、アイシラは息を吞のむ。誘いざなわれるように足を動かし、よろよろとアクアスティードの下へ向かう。

　来ないでと叫さけびたいけれど、今のティアラローズにそんな言葉を口にすることは出来ない。なぜなら、アクアスティードの腕うでが、ゆっくりと──アイシラに伸ばされたから。

「アイシラ」

　愛いとしい人の口から、再び甘あまい声でほかの女性の名前が紡つむがれる。

　──嫌だ、見たくない。

　誰だれか助けてと、大声で叫びたい。でも、ティアラローズの口は小さく動くだけで、声は聞こえない。

　アクアスティードの手がアイシラの頰ほおへと伸び、そこに触れようとする。

　やめて。

　見たくない。

　そう思ったとき、ティアラローズの脳内に以前聞いたアクアスティードの言葉がよみがえる。

〝ティアラの我儘を聞くのは大好きだからいいよ〟

　確かにそう言った、アクアスティード。さらには大だい歓かん迎げいとまで付け加えられたことも思いだす。

　──ねぇ、アクア様。わたくしの我儘をまた、聞いてくださいますか？

　たとえ口にしたとしても、今の状態のアクアスティードには通じないかもしれない。けれど、それでも、言わないという選択肢だけは選びたくないと強く思う。




「わたくしは、アクア様が世界で一番大好きです！」




「──ッ」

　ティアラローズが叫んだ瞬間、アクアスティードの瞳ひとみが大きく見開かれる。そしてすぐに、自分はなんて馬ば鹿かなことをしているのだと愕がく然ぜんとする。

「ティアラ……っ！」

　こんなにもティアラローズが愛おしくて仕方がないのに、ほかの女に触れようとする自分が信じられなかった。

　思い通りに動かない自分の体が、こんなにももどかしい。

「く、そっ」

　内ポケットに入れていた護身用のナイフを取り出し、アクアスティードはそれを自分の太ももへと突つき刺さした。

「アクア様!?」

　それを見てティアラローズとアイシラが同時に声をあげる。流れる赤い血を見て、ティアラローズは口元を手で押さえる。

「自分で自分を傷つけるなんて、そんな──」




「ティアラ」




「──っ！」

　アクアスティードの香かおりがティアラローズの鼻をふわりとくすぐる。温かい温ぬくもりに触れ、すぐに抱だきしめられたということを理解した。

　そしていつも自分を呼ぶ、甘いアクアスティードの声。それを耳にするだけで、幸せでとろけてしまいそうにティアラローズは目尻に涙なみだを浮かべる。

　アクアスティードの体温がとても心地よい。もしかしたら、もう二度と感じることができないのでは……と思ってしまうほどに。

　──だって、惚れ薬を飲んだから今はアイシラ様を好きなんじゃ……。

「大丈夫、ティアラの我儘を聞くのは大好きだからね」

　息を切らしながらも、離はなさないと言わんばかりにぎゅうぎゅうと抱きしめられる。

　──薬に翻ほん弄ろうされないために、自分を刺したの？

「私は、はぁ、いつもティアラを不安にさせてしまうな」

「そんなこと……」

「あるだろう？　薬に負けそうになるなんて、自分が不ふ甲が斐いなくて許せない」

　ティアラローズの肩かた口ぐちに顔をうずめて、アクアスティードは苦しそうな声で告げる。まったく不甲斐なくなんてないですと、ティアラローズは声を荒あららげる。それを聞いてアクアスティードは嬉うれしそうに、ありがとうと呟いた。




　ティアラローズとアクアスティードが二人の世界に浸ひたる片かた隅すみに立っているのは──エリオットとアイシラ。

「なんというか、アクアスティード様らしいですね」

「……ええ。元げん凶きようのわたくしが言うのもなんですけれど……お二人にはいつも笑え顔がおでいてほしいと思いました」

　やれやれとエリオットはため息をつき、アクアスティードに向かって海へ行きますよと大声で叫んだのだった。
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　四人で馬車に乗って移動する間、アクアスティードはずっとティアラローズの手を握にぎりしめていた。

　まだ惚れ薬の効果は抜ぬけていないようで、その顔はひどく苦しそうではあるが……ティアラローズが心配そうに視線を向けると「大丈夫だ」とアクアスティードは笑顔を見せる。

　到とう着ちやくした海を見て──ティアラローズたちは、あまりに変わり果てたその姿にあんぐりと口を開けた。




「真っ黒ですね……」

「そうだな。ここまで酷ひどいありさまになっていたとは」

　きらきらと輝かがやいていた海は、今や見る影かげもない。

「アクアスティード」

「ティアラ」

　どうすればいいのかと思案していると、ふいに二人を呼ぶ声がした。空の妖精王クレイルと、森の妖精王キースだ。

「あなたたちが来るのを、待っていたの」

「わたくしたちを？」

「ええ。ティアラローズ、パールが迷めい惑わくをかけてごめんなさいね。海をこんなにして、人間に恐きよう怖ふを与あたえてしまったでしょう？」

　困ったように言うクレイルに、ティアラローズはゆっくりと首を振る。

「わたくしも配はい慮りよが足りなかったのです。パール様だけが悪いわけではございません」

　クレイルの言葉を聞き、ティアラローズは優やさしく微笑ほほえもうとして──失敗してしまう。

　いつもは穏おだやかなこの場所が、ピリピリしているということを肌はだで感じてしまっているからだろう。ティアラローズの心臓の音が、ひどく嫌な音を奏かなでる。

　不安からぎゅっと自分の体を抱きしめると、「大丈夫」とアクアスティードがティアラローズを抱きしめる。

「私の側そばから決して離れないで。ティアラのことは、私が守るから」

「ありがとうございます、アクア様」

　こくりと頷いて、ぎゅっとアクアスティードへしがみつく。

「俺もいるぜ、ティアラ？」

「キース！」

「アクアスティードには、私が付いていてあげる」

「クレイル……」

　辛つらそうだけど、何かあったの？　と、クレイルがアクアスティードを見て「あ」と声をあげる。どうやらその症しよう状じようを見て、原因を瞬時に把は握あくしたらしい。

「仕方のない子」

　そう呟くクレイルにアクアスティードはため息を一つつき、ぜひ話し合いをしてくれと告げるのが精いっぱいだった。




　──どうしたら、元の海に戻るのかしら。

　解決策を知っているのは、おそらく二人の妖精王だけだろう。人間であるティアラローズたちには、まったくもって想像も出来ない。

「早く綺き麗れいな海に戻ってほしい……」

　祈いのるようなティアラローズの声を聞き、キースがその頭を優しく撫なでながら、問いかけに目を瞬しばたたかせる。

「ティアラ、どうして妖精王が三人いるかわかるか？」

「わかりません……」

　そんなこと、考えたこともなかった。

　三種族それぞれの王という位置づけではあるけれど、すべてを治めるということであれば妖精の王は一人であってもおそらく問題はない。それを暗に問いかけているのだろうか。

「もし妖精王の誰かが迷い、苦しみ、自然を歪ゆがめたときにそれを手助けするためだ」

「正確には、残り二人の妖精王に祝福された人間が癒いやすのよ」

　新たな事実を聞かされて、ティアラローズだけではなくアクアスティードまでもが驚おどろきの声をあげる。

「そんな事実があったのか……」

「私の祝福を受けているアクアスティードと、キースの祝福を受けているティアラローズの魔ま力りよくで海を癒せば元に戻るはずよ」

　ティアラローズはなるほどと頷こうとして──ちょっと待ってと思考を切り替える。

「この広大な海を、わたくしたちの魔力で癒す!?」

　絶対に魔力が足りないですと、ティアラローズは声をあげる。しかし「やるしかねーんだよ」というキースの声に息を吞む。

　──悪役令れい嬢じようにこんな一大イベントがやってくるなんて!!

　いったい誰が予想しただろうか。

　不安に揺ゆれるティアラローズは手に温もりを感じる。見ると、アクアスティードが大丈夫だよと微笑んでこちらを見ていた。

「ティアラ、私を信じてくれる？」

「アクア様……」

　そのたった一言で、胸が熱くなるのを感じる。

　──アクア様はわたくしの我儘を聞いてくれた。

　だったら今度は、ティアラローズがアクアスティードを信じる番だ。大きく頷いて、ぎゅっとアクアスティードの手を握り返す。

　そして耳に届いたのは、もう二つの声。

「私たちもいるから、協力は惜おしまないわよ」

　そういってウインクをしてみせるクレイルに、ティアラローズは微笑む。

　すぐにアクアスティードは海を見つめて、自分を祝福する王の名を呼ぶ。

「クレイル！」

「空の妖精王の祝福を、アクアスティード・マリンフォレストに。期待しているわよ、この国の王になるあなたの力を」

「あ、ええと、キース！」

「森の妖精王の祝福を、ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストへ。俺がいるから、ティアラは前だけを見てろ」

　ティアラローズの声に、キースがにっと応える。

　まず初めに、アクアスティードが自分の空の魔力を海に流ながし込こむ。きらきらと輝くアクアスティードに、思わず目を奪うばわれる。

　目が合って、にこりと微笑まれる。次はティアラローズの番だと言われているようだけれど、いかんせん魔ま法ほうは得意分野じゃないのだ。

　──でも、森の力をお菓子以外に使ったことなんてないよ。

　魔力だって、そう多いわけではない。魔法が苦手なティアラローズは、不安になる。

　ぽん、と──。

　ティアラローズの背に温もりが触れる。

「大丈夫だよ、ティアラ。私が隣となりにいるから」

「俺の力を、お前が使いこなせないわけないだろ？」

「アクア様、キース……。はい、頑がん張ばります！」

　アクアスティードとキースの手が、ティアラローズの背中を支える。

　それはひどく安心な、こんな状況だというのに絶対大丈夫だと思えてしまう。

　──だって、この二人が負ける姿なんて想像出来ないよ。

　思わず笑ってしまうと、キースもくつくつと笑う。

「ほら、いくぞティアラ。俺の力を貸すから、樹木を呼び起こして海を浄じよう化かしろ」

「は、はい！」

　自身の中に流れ込んでくる森の力と、この国の地脈を感じる。森の妖精王に守られしこの国は自然が多く、妖精王の祝福を得られた人間はその一部を使うことが出来る。

「森の木々よ、わたくしにこの国を守る力を貸して！」

　ティアラローズの力強い声に応えるように、キースの緑色の髪かみが舞まう。それと同時に、さらさらの砂すな浜はまから小さな芽が顔を出した。

　──すごい。これが、妖精王の力……！

　しかしその芽は、途と中ちゆうでその生長を止めてしまう。ティアラローズの魔力が足りないと、キースが舌打ちする。

　──ヒロインじゃないから、そんなすごい力は持っていないのに……!!

　ぐぬぬと唇くちびるを嚙みしめ、そういえばアイシングクッキーを持ってきていたことを思い出す。魔力を注そそいであるので、もしかしたら役に立つかもしれない。

「キース、このアイシングクッキー使えないかな？」

「なんだそれ、菓か子しか？」

　可か愛わいくデコレーションされているクッキーを一つ手に取り、確かに魔力が含まれていることをキースが確認する。頷き、いけると呟いてそのクッキーをティアラローズとアクアスティードの口に突つっ込こんだ。

「んんんっ！」

　突とつ然ぜんだったので咳せき込こみそうになるが、なんとか耐たえる。キースを睨にらみつけてやりたい衝しよう動どうに駆られるが、今はそんなことをしている場合ではない。

　──あ、魔力が体の中を巡めぐるのがわかる。

　思わず息を吞んでしまうほどに、一いつ瞬しゆんで空気が震ふるえる。再び植物の芽がにょきにょきと育ち、あっという間に大きな木々へと生長した。

「ん、こんなもんだろ。これで濁にごった水は木が吸い取るだろ。あとは──」

　アクアスティードの頑張り次第。そう、キースが笑う。

　クッキーを食べきり、アクアスティードは唇をぺろりと舐なめる。

「私がついているんだから、海はちゃんと守るわよ。ほら、アクアスティード！　もっと魔力を込めなさい」

「わかっている。風よ、黒い海に輝きを」

　ぶわっとひときわ大きな風が吹ふいて、溢あふれ出でたアクアスティードの魔力が風に乗り海面を駆けるようにどんどん沖おきへと広がっていく。

　ティアラローズの呼び起こした樹木の位置から、次第に海は綺麗な色を取り戻していく。

　──すごい。

　さすがは、続編ゲームのメイン攻こう略りやく対象だ。その圧あつ倒とう的てきな力は、妖精王と同等と言ってもいいのではないだろうかとティアラローズは思う。

　ばしゃんと大きく波が砕くだけ、そのしぶきが雨のように辺り一面に降り注ぐ。

　──よかった。

　ティアラローズはほっと胸を撫でおろし、海を守った木々を見る。

　水に濡ぬれているけれど、その根はしっかりと砂浜に張られ凜り々りしく見えた。そのとき、ティアラローズの魔力を含んだ木々が、ポンっと小さな蕾つぼみを付ける。

　それは一つだけではなくて、何個も顔を覗のぞかせた。

「え？」

「花が咲さくんだ。ティアラの魔力に合った新種の花が咲くはずだ」

「うそ、そんなことが……？」

　まさか自分の魔力で花が咲くとは思わなかった。

　ピンク色の蕾はゆっくり花開く。大輪の花の下に、小さな袋ふくろの付いた可愛らしいものだった。

　木々にかかるきらきら輝く虹にじを見ながら、ほっと一息つく。

　黒く濁った海を見たときは、どうなることかと思ったティアラローズだが、無事に元通りにすることが出来て少しだけ自分に自信が持てた。

「ふぅ……」

「ティアラ、大丈夫？　普ふ段だん、あまり魔法を使わないから疲つかれただろう？」

　支えるように、アクアスティードがティアラローズの腰こしに腕を回す。「よく頑張ったね」と微笑みながら、ハニーピンクの髪を優しく撫でる。

　いつもと同じ、優しい瞳がティアラローズを見つめている。先ほどまで苦しそうだったはずなのに、そんな様子はもう感じられない。

「アクア様、もしかして……」

「うん、薬の効果が切れたようだね。クッキーを食べて、私の中にティアラの魔力が入ってきたからその影響だろう」

「よかったぁ……」

　アクアスティードから惚れ薬の効果が切れたと聞き、一気に体から力が抜けていく。ふらりと倒れそうになる体を、アクアスティードが抱きしめる。

「ティアラ、愛してる。信じてくれてありがとう」

「わたくしこそ、ありがとうございます」
















　こうしてアクアスティードと触れあえることが、こんなにもほっとする。二人で海を元に戻すことが出来て、よかった。

　小さく頷いて、ティアラローズも甘えるようにアクアスティードへと寄より掛かかった。そして水しぶきを浴びて、互いの服がびしょ濡れだということに気付く。




　そして、ふと────。




「アクア様」

「ん？」

　じっと見つめるティアラローズに、アクアスティードは若じやつ干かん驚きつつも優しい笑えみは崩さない。

「うぅ……」

「ティアラ？」

「いえ、なんでもないんです……」

　──アクア様、水も滴したたるいい男だ！

　ダークブルーの髪から伝い落ちる雫しずくが、色っぽい。

　そっと手を伸ばすと、アクアスティードが嬉しそうに頰を緩ゆるめる。前髪の雫を払はらうように触れて、その冷たさにほんの少し指が震えた。

　婚こん約やく期間中、アクアスティードとアイシラの起こしたイベントを思い出して……少し寂さびしさがこみ上げた。

　でも、そのときと同じようなアクアスティードが今は目の前にいる。このアクアスティードは、ティアラローズだけのものだ。

「ティアラの手、あったかいね」

「！　いえ、その……すみません。濡れている手で触れてしまって」

「もっと触さわって欲ほしいくらいだけど？」

「きゃっ」

　ぐいっとアクアスティードに手を引かれ、再び抱きしめられる。

　濡れていて冷たいはずなのに、なぜか熱いと感じてしまう。

　心臓がどきどきとうるさいほどに音を立てているからだと思いつつも、その安心感にティアラローズは身をゆだねる。

　甘い二人きりの世界がそこで繰くり広ひろげられそうになっているのだが──キースがただ黙だまって見ているわけもなく。

「おいお前ら、俺たちがいるの、忘れてんだろ」

「まぁまぁ、アクアスティードも頑張ったのだしいいじゃない。っと、風か邪ぜを引いたらいけないから服を乾かわかしてあげるわね」

　キースをなだめるようにクレイルが声をかけ、そのまま風をあやつりティアラローズとアクアスティードの服を乾かした。

　心地ここちよい温風で、さすがは妖精王だとティアラローズは感心した。アクアスティードも風をあやつることは出来るが、ここまで完かん璧ぺきに温度調整をすることは出来ない。

「助かる」

「ありがとうございます、クレイル様」

　まるでお日様のもとで干したようだと、自分のふわふわと温かいドレスを見て思う。

「ティアラ、お前の花──らしい、な」

「え？」

　砂浜に咲く花を見ながら、キースは笑う。

　ティアラローズの魔力で咲いた花は、綺麗な大輪のピンク色だ。けれど、別段おかしなところは見受けられない。ティアラローズは首を傾げつつ、アクアスティードと一いつ緒しよに花に近寄る。

　最初の違い和わ感かんに気付いたのは、アクアスティードだ。

　それは大輪の下に小さな袋のようなふくらみがあり、そこに何かが入っているようだった。

「……？　なんですか、それ」

「中に何か入っているみたいだけど、なんだろう。粉っぽいけど。ティアラの花だから、ティアラが開けてごらん」

「はい……」

　アクアスティードに促うながされて、ティアラローズは花を摘つむ。

　ふわりと甘い香りが鼻をくすぐり、思わず頰が緩む。

　──でも、この袋は何だろう。

　苺いちごくらいの大きさで、振るとサラサラと音がする。そっと袋を破ってみると、姿を見せたのは白い粉だった。

　──これって、もしかして……。

　じいっと白い粉を見つめるティアラローズの横で、アクアスティードは首を傾げる。どうやらそれが何なのかまったく予想がつかないらしい。

　答えを知っているらしいキースは、その様子をにやにやしながら横で眺ながめていた。

「ねぇ、キース。これって何なの？」

「ティアラの好きなものだ」

「えぇ？　ティアラって、粉が好きなの？」

　クレイルは、まさかティアラローズが怪あやしい粉を好きだなんて思ってもいなかったため驚く。

　けれど、ティアラローズはキースの言葉でこれが何かを確信した。

　少し指先につけて、ぺろりと舐なめる。

「ティアラ!?」

「ん、大丈夫ですよ。ほら」

　突然の行動に驚いてアクアスティードは声をあげるが、ティアラローズはにこにこと笑うばかり。まったく害はないのだと、自分の指に白い粉──最上質の砂糖を取り差し出した。

「さすがはティアラと言うか、なんというか……」

「？」

　ふうと息をつかれて、ティアラローズは頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

　アクアスティードは理由を説明することなく、おもむろにティアラローズの手を取りその指先を口に含む。味わって舐める赤い舌を見て、ティアラローズは息を吞んだ。

　──わわ、わ、わわたくしなんてことを!!

　無意識に、アクアスティードへ自分の指を差し出してしまった。それを口に含まれるなんて、まったくもって予想もしていなかったのに。

「あ、あくあ様……」

　ぬるりとした感かん触しよくが、指先から伝わってきてびくりと震える。

「ん、ティアラの指は甘いね」

「うぅ──っ」

　一瞬で顔が真っ赤になって、耳まで熱を持つ。けれどどうしたらいいのかわからなくて、アクアスティードにされるがままだ。──が、そこへ割わり込こんでくるのは強者つわもののキースだ。

「いい加減にしやがれ、羨うらやましいことしやがって」

「ティアラは私の妻だ」

　べりっとキースにより引きはがされるが、アクアスティードも負けずにティアラローズを抱きしめ返す。

「まったく、二人とも仲良くしなさいよねー」

　それをやれやれとクレイルがなだめつつ、最上質の砂糖を手に取る。なるほどねと頷きながら、ぺろりと舐めて「甘いわね」と笑う。

　この砂糖があれば、ティアラローズが作るお菓子の質が上がるだろう。そのため、キースはこれをティアラローズの好きなものだと言ったのだ。

　クレイルの言葉を聞き入れないキースはアクアスティードとバチバチ火花を飛ばしつつ、海へ向かって歩き始めたクレイルに「行くのか」と言葉を投げる。

「ええ」

　簡潔にクレイルが返事をして、誰もが口を噤つぐむ。

　──パール様のところに、行かれるんだ。

　どうしてこんなにもこじれてしまったんだろう。さすがにパールはやりすぎたと、ティアラローズも思っている。

　──もしかして、クレイル様は愛あい想そをつかしてしまったり……とか？

　真剣な表情で海を見つめるその姿に、嫌な汗が流れる。いつもの、パールが好きなのにと笑うクレイルの顔ではなかったから。

「キース、パール様は……」

　──どうなるの。

　とは、さすがに言葉に出来なかった。

　いつもチャラチャラしているキースから、真剣みを帯びた声こわ色いろで返事が返ってくる。

「……別に、どうにもなりはしない。俺たちは妖精王だから、人間に縛られるようなことは何もない」

「なら、クレイル様は……」

　どうして、パールの下へ向かおうとしているのか。嫌な汗が、背中を伝う。

　不安に歪んだティアラローズの顔を見て、キースは気にするなと軽く言い海へと向かったクレイルを送り出す。

「今回のことで、一番怒おこってるのはクレイルだろうな」

「！」

「俺は別に、クレイルほど人間が好きなわけじゃない。実際、森はあまり人間に祝福を贈おくらないだろ？」

　キースの言葉を聞き、確かにと頷く。

　今、森に祝福を与えられているのはティアラローズだけだ。それはこの国でとても特別で、他国から嫁とついだティアラローズの地位を助ける役割もしている。

「もともと、クレイルは人間が好きだからな。アクアスティードにも協力的だっただろう？」

「そうだな。この国の情報すべてをクレイルが把握していると言っても過言ではないな」

　空から摑つかめる情報は、幾いく千せんにも渡る。

　けれど、クレイルが一番気になった綺麗な花は──海の中。

　もちろん、妖精王の情報をやすやす得ることが出来るわけではないのだが、地上にいるキースと海の奥おく底そこにいるパールとではやはり差がある。

「クレイル様、大丈夫かな……」

「さぁな。まぁ、クレイルのことだからうまくやるとは思うが──……」

「あいつ、女装趣しゆ味みの変態だけど、切れると怖こえぇからなぁー」

　ぶふっと笑いながら、キースがクレイルとパールが対面したときのことを想像して笑う。

「キースってば！　笑いごとじゃないでしょう……」

「笑いごとだ、こんなん。まぁ、パールのことはクレイルに任せればいいだろ」

　大丈夫だと軽く言うキースに不安を覚えつつも、ティアラローズたちはパールの下へ行くことは出来ない。

　そんな中、アイシラが「わたくしも行きます」と声をあげた。

「え？　アイシラ様が、ですが……」

「わたくしは、アクアスティード殿下に海の秘薬を飲ませてしまいました。海の妖精に祝福されているのに、海が濁るまで何もすることが出来なかった」

　自分が不甲斐なくて、どうしようもなくて、何かさせてほしいのだと……告げる。

「……別に、俺は干渉しないから好きにすればいい」

「森の妖精王、感謝します」

　アイシラがそう言い、海に入るための魔法を発動する。これは以前ティアラローズにも使ってくれたことがある、自身の周りに空気を張ってシャボンのように海の中を進んでいく魔法だ。

　ちゃぷんと、アイシラが海に入る。それを見て、自分の心臓が大きく音を立てるのを、ティアラローズは感じた。

　このゲームの行く末をしっかり見届けたいということと、パールともう一度話をしたいということ。

　気付いたときには、「わたくしも行きます」と叫んでいた。
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　海の妖よう精せい王パールの住まう領域は、海底にある。

　宮は竜りゆう宮ぐう城じようのように作られ、その周囲を色とりどりの珊さん瑚ごが囲い魚が泳ぐ。まるでこの世の楽園ではないかと、錯さつ覚かくしてしまうほどの美しさだ。




　パールの感情が爆ばく発はつしたため、綺き麗れいな海は黒く濁にごった。

　しかしそれも、森の妖精王の祝福と、空の妖精王の祝福を持つ二人によって解決した。今は以前と変わらない綺麗な海へとその姿を戻もどしている。

「…………」

「パール」

　まるで海の底よりも温度が冷たいのでは──という、クレイルの声がパールの宮に響ひびく。

　その声にびくりと体を震ふるわせたのは、もちろん宮の主あるじである海の妖精王パール。今まで聞いたこともない厳しい声が、海の温度を下げていく。

　いつも、何をしても怒おこるようなことのなかった優やさしく穏おだやかなクレイル。その彼かの女じよ──いや、彼かれが怒っている。

「クレイ、ル」

　絞しぼり出だすように、パールは彼の名前を呼ぶ。

　名前を呼ばれてにこりとクレイルは微笑ほほえむが、その瞳ひとみは笑ってはいない。

　にこにこ無言でパールを見て、綺麗な髪かみをさっとクレイルがかき上げると──さぁっと、その髪は短くなった。女性のものだったドレスはすっきりとした男性のものになり、本来のクレイルが姿を現す。

　まるで空そのものだと、誰だれもが思うだろう。

「パールが男は嫌きらいだって言っていたから女の姿でいたけど──……もう、いいよね？」

「……っ」

　何がもういいのかわからずに、パールは一歩後ずさる。

　クレイルが怖こわいと、感じた。

「ええと、わらわは……」

「パール。私たち妖精の王は、自然災害を起こしても別に咎とがはないよ。ときに、それが必要だと判断されることもあるかもしれない」

　クレイルは言葉を続けながら、ゆっくりとパールの下へ足を運ぶ。

「でも──」

　玉座に座すわっているパールと視線を合わせるように、クレイルがしゃがむ。

「──私とパールの事情に、人間を巻まき込こむのはよくないね？」

「……っ！」

　パールは、じわりと目め頭がしらが熱くなるのを感じた。




　どうして自分ばかりこんな目に遭わなければいけないのだろうかと、思う。もちろんそれは、パール自身の安直な行動がいけないのではあるけれど。

　──わらわばっかり、どうしてこんな。

　怒っているクレイルをぼんやりと眺ながめて、パールが思い返すのは今回のことだ。

　すべての歯車が狂くるってしまったのは、ティアラローズがこの国へ来たことに関係する。続編のゲームに、前作の悪役令れい嬢じようが存在することがおかしいのだから。

　けれど、誰もが生きているこの世界で──それを気にする者は存在しない。

　最初に行動を起こしたのは、海の妖精たちだった。

　自分たちが愛するアイシラに、幸せになってほしいという我わが儘ままから始まった。アイシラとアクアスティードが一いつ緒しよになれば、アイシラは幸せだと考えた。

　けれど、相思相愛のティアラローズとアクアスティードを引ひき離はなせるはずもない。

　このことについては、パールはあまり気にならなかった。

　しかし、次に接せつ触しよくがあったのはクレイルだ。

　アクアスティードに祝福を与あたえているのだから、いずれ会うこともあるだろうとパールはどこかで考えていた。

　そうなのだが──あんなにも、親密な関係になるとは思ってもいなかったのだ。

「…………」

「パール？」

　──妖精王は孤こ独どくなものだと思っていたのに、孤独なのはわらわ一人だったのじゃ。

　楽しそうに笑っているクレイルやキースを見て、次し第だいに気分が落おち込こんだ。もしかしたら、自分も人間と仲良くなれるのではないかと思ったけれど──そんなことは、まるで夢物語。

「わらわは、別に一人でいいのじゃ」

　何の感情もない瞳で、パールはクレイルにそう告げる。

　そんな答えを望んでいるわけではないのにと、クレイルは歯は嚙がみする。本当は、誰よりも人ひと恋こいしいはずなのに、パールは強がって自分の殻からに閉じこもる。

　けれど、それも仕方がない。そう思ってクレイルが一つ息をついたところで──バンと、二人がいた部屋の扉とびらが開かれた。




「パール様！」

「ティアラローズに、アイシラ・パールラント」

　驚おどろきつつも、最初に反応したのはクレイルだ。

　アイシラは海に一番近い位置にいるからいいとして──どうしてティアラローズがここにいるのだろうかとクレイルは首を傾かしげる。

「……わたくしは、すべてを見届けたくてここに来ました。アクア様は、地上で混乱しないように指揮をとってくださっています」

　濁った海の色に怯おびえた国民はもちろんのこと、ティアラローズの力によって突とつ如じよ生はえた巨きよ大だいな樹木に、新種の花。

　すぐに情報規制を行い、いろいろな制限をかけたりしなければならない。他国へ情報がもれるのもよしとしないので、対応は早い方がいいだろう。

「まさか海の秘薬を自力で解かれるとは思わなんだ。そなた、何者じゃ？」

　何者？　──しがない悪役令嬢です、なんて。

　──そんなことは言えない。

　続編ゲームのストーリーを知っていたら違ったかもしれないけれど、ちょっとしたモブだとでも思ってもらえればいい。

「パール、ティアラローズをあまりいじめては駄だ目め。アクアスティードは怒ると面めん倒どうなんだ」

「っ！　ク、クレイル様？」

　いつもの美女とは違ちがう姿だったため、ティアラローズは一いつ瞬しゆん驚くも──すぐに、視線をパールへと戻す。

　自分とクレイルの間に、恋れん愛あい感情は一いつ切さいないと告げておきたかったのだ。真しん剣けんな瞳のティアラローズを見て、パールはすっと目を細める。

「わたくしが愛しているのは、アクア様ただ一人。ですから、パール様が懸け念ねんされているような事実はないのです」

　安心してくださいと言うように、ティアラローズはパールの前へ行き膝ひざをつく。そしてぎゅっと手を握にぎりしめて、優しく微笑む。

「愛……。そなたはいいの、自分だけをまっすぐに想おもってくれる男がいるのだから」

　扇おうぎで口元を隠かくしながら、パールは寂さびしそうに告げる。

「アクア様は、わたくしにはもったいないようなお方です。そんなアクア様に選んでいただいたわたくしは、それに恥はじぬ女になりたいと……そう、思っています」

　ヒロインではなく、悪役令嬢ポジションである自分を選んでくれたのだ。誰よりも知的で、強くありたいとティアラローズは願っている。

　──アクア様の隣となりは、ひどく心地ここちいい。

　どんな危険からも、真綿でくるむように守ってくれるのだから。大切にされて甘あまやかされて、とろとろに溶とかされてしまうのだ。

　ティアラローズの言葉を、パールは静かに受け入れる。

「そなたは、強いのだな」

「パール様？」

「わらわの望んだ相手は、身分が違うと言い、去っていった。人間と妖精王では決して結ばれぬと、そう言って人間の女を選んだのじゃ」

　告げられた言葉に、ティアラローズはもちろんアイシラも息を吞のむ。ただ一人、クレイルだけが泣きそうな顔で笑っている。

　ひどく、辛つらい恋をしていたのだと……だからクレイルは、パールに積極的なアプローチも出来なかったし、パールも消極的だったのだ。

「パール」

　じわりと、パールの瞳に涙なみだが溢あふれる。

　落ち着かせるようにクレイルがハンカチを差し出しはするけれど、パールの言葉は止まらない。

「それなのに、あやつはわらわを忘れたくないから、わらわの名をもらうと言った。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちなど、何もいらぬのに……っ」

　真しん珠じゆのように大きな涙が、パールの瞳からこぼれ落ちた。




　その光景を見てアイシラは、ハッとする。パールは、自分の名前をもらわれたのだと言った。

「わたくしの名前は、アイシラ・パールラント」

「……っ！」

　パールの名を戴いただき、海の妖精に愛されし一族。

　アイシラがぽつりと呟つぶやいたその名前に、ティアラローズもハッとしている。パールラントの〝パール〟は、海の妖精王パールの名。

　──つまり、ずっと昔のおじい様がパール様と添そい遂とげるのを断ったということでしょうか？

　そのような話を今まで聞いたことはなかったし、ここ何代かは平和に過ごしている。かなり昔の出来事だろうと、アイシラは考えた。

　──もしそれが本当ならば……なんと、残ざん酷こくなことでしょうか。

　好いた男が結けつ婚こんし、その名を代々守るなんて。それをパールが近くで見ていたと思うと、自分が嫌われても仕方がないとアイシラは思った。

　けれど、パールは海の妖精たちが祝福することを許しているし、海も今まではずっと穏やかだったのだ。

　──それは、クレイル様のおかげ？

　アイシラがちらりとクレイルに視線を向けると、とても辛そうな表情が目に入る。それだけで、クレイルがパールの事情を知っていたのだということがわかる。

　同時に、パールが傷つかないように守ってきたのだろうということも……。

「……迷めい惑わくをかけて、すまなかった。そなたたちには酷ひどい仕打ちをしたし、人間には多大な恐きよう怖ふを味わわせてしまった」

「いいえ、いいえ……パール様。わたくしこそ、何も知らずに海の妖精たちから祝福を受けて──申し訳ございません」

「よいのじゃ。わらわは、人間に無関心すぎたのじゃ」

　消えてしまいそうな笑え顔がおで、パールが微笑む。




　そして次に、クレイルへ視線を向ける。

「クレイル……。こんなわらわを、ずっと見ていてくれてありがとう。もうあの男を忘れて、クレイルだけだと思っていたのに──わらわは、駄目な王じゃな」

「別に、そのことに関してパールは何も悪くないよ。酷い男にいいように利用されただけだから、早く忘れるのがいい」

「え──？」

　ぽんと、クレイルの大きな手がパールの髪を撫なでる。

　やれやれと大きく息をつき、さてどうしようかと腰こしに手をあてて考える。クレイルとて、いくら理由があったからとはいえ今回のことはやりすぎだと思っている。

　誰にも迷惑をかけなかったのならば、可か愛わいいやきもちですんだかもしれないのに。

「まさかパールが海を濁らせるほど私を好きだったなんて、知らなかった。嫌われていると思っていたからね」

「！　わ、わらわは……っ!!」

　クレイルの言葉に慌あわててパールが首を振ふり、シャランと、髪かみ飾かざりが音を立てる。

　それ以上は、駄目。

　優しいクレイルがたった一言告げ、パールの唇くちびるに自身の指を当てる。もう何も言わずに、受け入れてと言うように。

「でも、パール。今回のことはきちんと自覚しなければいけない。空の妖精王クレイルの名において、私はパールを──」

「お待ちくださいっ!!」

「アイシラ様!?」

　クレイルが、パールに罰ばつを宣言しようと言葉を紡つむぎかけたときアイシラが声を荒らげてそれを止める。

　ティアラローズは驚くが、それより早くクレイルがアイシラを制す。

「……アイシラ・パールラント、これは人間が口を出すことではないよ？」

「わかって、おります。……ですが」

　自身の言葉を遮さえぎられたクレイルが、低い声でアイシラに答える。パールに発していたような声ではない、抑よく揚ようのないその声に震えながらも、アイシラは大きく息を吸い、クレイルに述べる。

「パール様への罰は、わたくしに預からせていただけませんか……っ」

「！　何を言っておるのじゃ、アイシラ。わらわに、そのような情けは無用じゃ！」

「…………」

　すぐに反論したパールとは違い、クレイルは無言でアイシラに先を促うながす。

「わたくしは、知らなかったとはいえパール様の御名を頂戴しております。パール様への罰は、わたくしに仕えるというものでご容よう赦しやいただけないでしょうか……」

「わらわに、人間に仕えろと申すか」

　ピリリとした空気が、室内に走る。

　それに臆おくすることなく、アイシラはこくりと頷うなずいた。パールがクレイル──妖精王からの罰を受けるよりも、自分に仕えた方が罪はきっと軽いはずだ。

　加えて、海の妖精王の力を一時とはいえ人間側が使えるということも大きい。

　そうした打算も含ふくまれた、アイシラの提案。けれどこれが、パールにとっては一番いいと判断したのも確かだった。




　──まさかアイシラ様がこんなことを言うなんて。

　普ふ段だん、あまり主張しない彼女だからこそティアラローズは驚く。けれどその提案は、パールのためになされたものだとわかるので自然と納なつ得とくすることが出来た。




　アイシラが、パールを自分に仕えさせる。それを今回の罰としてもらえないかというその言葉を──クレイルは静かに聞き、けれどはっきりと否定の言葉を告げた。

「アイシラ・パールラント。さすがにそれは、許容出来かねるよ？」

「っ！　わ、わたくし……出過ぎたことを。申し訳ございません」

　冷たい風が一いち陣じん、室内をめぐる。

　すぐにその発生源がクレイルであるということに気付き、アイシラは慌てて頭を下げる。そして、氷よりも冷たいクレイルの瞳に、怯えるばかり。

　お茶会のときの温おん厚こうなクレイルの姿は、どこにもなかった。

「パールの処しよ遇ぐうを人間に任せるなんて。そんなこと、私が許すはずもない。しかも、パールラントの子孫に、なんて」

「く、くれいる……？」

　にこにこしているはずなのに、その声は冷たい。

　その様子にパールが戸と惑まどいの声をあげるが、クレイルは気にすることなく言葉を続ける。

「人間が、パールを縛しばれると思わないで」

「は、はい……」

　再度謝罪を告げるアイシラを、ティアラローズは後ろから支える。少しふらつく姿を見て、妖精王を怒らせてはいけないのだと思う。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……はい。ご迷惑をおかけしてすみません、ティアラローズ様」

　表面上はなんでもないと取とり繕つくろっているが、クレイルはパール以上に──パールラントの人間を快こころよくは思っていない。

　確かにクレイルは人間が好きだけれど、妖精王と人間の間に線引きは必要だと考えている。ゆえに、過か剰じように関わろうと判断を下したアイシラをよくは思わなかったのだ。

　クレイルは、「それに──」と、言葉を続ける。

「パールへの処遇を決めるのは私だと、キースとも話し合っているからね」

　にこりと微笑み、クレイルはパールを見る。

　その笑えみにぞわりとしたものを感じて逃にげようとするが、簡単に捕とらえられてしまう。これは嫌いやな予感しかしないとパールは思いつつも、二人の妖精王が決めたのであれば逆らうのは得策ではない。

　今回のことは、パール自身も自分が悪いと認めているのだから。

「アイシラ・パールラント。もう帰っていいよ」

「あ……っ！」

「アイシラ様！」

　クレイルが指をパチンとならして風を呼ぶと、それが意思を持つかのようにアイシラの周囲を取り巻き──一気に転移させた。

　小さな悲鳴がアイシラの口からもれるが、クレイルはそんなことを気にはしない。

「クレイル様、アイシラ様は……」

「地上に戻しただけだから、問題はないよ」

　別に傷つけるようなことは何もしていないから、心配しないでとクレイルが告げる。

「ティアラローズ、あなたは見届けたいと言った。だから最後までここに存在することを許そう」

「あ、ありがとうございます」

　先ほどより少し余よ裕ゆうのある笑みを見せるクレイルに、どこかほっとする。それでもこの場のピリピリとした空気は変わることがないので、気は抜ぬけない。

　ばさっと、扇を開く音がする。

　発生源は、もちろんパールだ。まるで自分以外をその瞳に映すなとでもいいたげなその瞳は、やはりクレイルのことが大好きなのだろうとティアラローズは思う。

　たとえ過去に添い遂げられなかった恋人がいたとしても、クレイルはそれも含めてパールを受け入れようとしているのだ。

「……して、わらわへの罰はなんじゃ？」

「素す直なおに受け入れるんだね、パール」

「罰を受けるのであれば、お主が一番いい。わらわの魔ま力りよくを封ふう印いんするか、それとも数百年の謹きん慎しんか？」

　パールとて、海の妖精王だ。

　自分にどのような罰がくだされるかという予想はつく。

　同時に、人間に被ひ害がいは出ていないのでそこまで大きな罰にもならない。

「どうせ謹慎であろう？　一人は慣れているから、百年でも千年でも好きに言いい渡わたすがよい」

「まあ、それが妥だ当とうだろうね。魔力を封印するほどでもないし、女の子をいたぶる趣しゆ味みもないし」

　けれど、クレイルは「でも」と言葉を続ける。

「なんじゃ……？　謹慎ではないというのか？」

　どうやら予想していた罰ではないようだと、パールは顔をしかめる。違う罰であろうと、クレイルが決めたのであれば素直に従うだけだ。

　嫌だとわめき散らすようなことは、もうしないとパールは決めたのだ。

　にこにこといい笑顔を向けながらクレイルは、さらりと告げる。

「海の妖精王であるパールの祝福を、アクアスティードとティアラローズに贈おくる。それが、私が決めたパールへの罰」

「なっ！　何を、ふざけたことを!!　わらわは、人間に祝福は贈らぬと決めたのじゃ!!」

　パールラントの男を祝福した過去は、悲ひ惨さんな別れとなったのだ。以降、パールは自身が人間に祝福を贈ることはしないと心に誓ちかっていた。

　それについては、クレイルもわかっている。

　今、ここマリンフォレスト王国は自然溢れるとても穏やかなよい国だ。

　王太子は空の妖精王クレイルが祝福し、その妃きさきであるティアラローズには森の妖精王キースがついている。絶ぜつ妙みように均整がとれてはいるのだが、海という第三勢力の可能性というのが危き惧ぐされることも事実。

　アクアスティードに対たい抗こうしようという人間はこの国にはいないが、今後もそうだとは言い切れない。ならば、海の妖精王が先に両者に祝福を贈ればいい。

「ちなみに、全力の祝福をしてもらうから」

「なっ！　そんなことをしたら、わらわの魔力がほぼ空からになるではないか！」

「うん。だって、それなら罰になるでしょう？」

　パールが全力で祝福をした場合、魔力を回復させるのに百年ほどかかるだろう。

　その間、ろくに力を使うことが出来なくなる。まぁ、自分の宮に引きこもってやりすごせばいいのだけれど、気持ちのよいものではない。

　封ふうじられるのならば、全力を出せばその封印を解くことも出来る。けれど、すっからかんになってしまった魔力ばかりは、どうしようもないのだ。

　ぐぬぬとパールが声をあげるが、クレイルは一歩も引こうとはしない。

　女装をしていつもはヘラヘラと笑っているくせに、こういったところはひどく頑なだ。

　はぁと大きくため息をついて、パールは「仕方がない」と頷いた。祝福をかけてしまえば、あとは自分の宮に引きこもっていればいいのだ。アイシラに仕えるなんて馬ば鹿かげたことのように、祝福を授さずけた人間の下にずっといなければいけないわけではない。

「罰にもなるし、この国がさらに発展するし、いいことばかりだと思うけどね」

「クレイル、お主はこの国を気に入りすぎじゃ……」

　呆あきれた表情でクレイルを見たあと、パールは祝福の言葉を紡いだ。




「ささなみたゆたう海よ、マリンフォレストの将来を担になう二人に至高の祝福を。アクアスティード・マリンフォレストにはすべてを貫つらぬく水の刃やいばを。ティアラローズ・ラピス・マリンフォレストにはすべてを防ぐ水の壁かべを──……」




　澄すみ切きったパールの声が、響ひびき渡わたる。

　水のように透とう明めいなその力が、すんなりとティアラローズの身体の奥おくまで進入してしまう。溢れんばかりの輝かがやくそれは、キースに祝福されたときよりもずっときらめいていた。

　──体が、熱い。

　ぎゅっと自分の体を抱だきしめて、溢れ返りそうな力にぐっと耐たえる。

「駄目よ、ティアラローズ。力を抜いて、パールの力を受け入れるの」

「クレイル様……」

　大丈夫、そう告げたクレイルとパールはどこか憑つき物ものが落ちたかのように笑っていた。

　──この力は、別に悪いものじゃないんだ。

　そう思うと、自然とこわばっていた体もほぐれていく。




　森と、海。

　ティアラローズは二人の妖精王から祝福された。
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　砂すな浜はまから場所を移動し、街中。

　アクアスティードは馬に乗り、黒い海に混乱している国民たちを落ち着かせるよう務めていた。

　幸い目もく撃げき者しやはそれほど多くなかったので、街の中はあまり混乱してはいない。

　キースは大輪を咲さかせたティアラローズの花を調べるというので、一人砂浜に残った。




「特に大きな混乱はないな。街を一周して、城へ戻るか」

　おそらくティアラローズもそろそろ帰ってくるだろうと考えようとして──アクアスティードの思考回路が壊こわれたのかと思うほど──一瞬で、静止した。

「…………ッ!?」

　パールの祝福が、どっと注がれた。体内に注つぎ込こまれている魔力にめまいを感じ、ふらつき倒たおれそうになる。

　そこをぐっと踏ふん張ばり、いったいどういうことだと海の方角へ視線を向ける。

　きらきら輝く光と、わずかな潮の香かおり。

　圧あつ倒とう的てきに巨大なその力は、紛まがうことなく海の妖精王のそれだとわかる。

「殿でん下か、どうなされましたか!?　これは、祝福……でしょうか？」

「──いや、問題ない。それより、私は少し所用が出来た。住民たちは落ち着きを取り戻しているので、このまま問題ない旨むねを知らせて回ってくれ」

「ハッ！」

　騎き士しに指示を出し、アクアスティードは急いで城へと戻ることにした。

　すぐに、自分の中に流れ込んできた魔力が──海の妖精王の祝福だということを理解した。おそらくティアラローズも同じような状態になっている。不安になっているといけないので、すぐ側そばにいてやりたいと思ったのだ。

「海の妖精王への罰が祝福だとは聞いていたが──事前に一言連れん絡らくくらいよこせばいいものを……」

　この場にいないクレイルに悪態をつくが、済んでしまったものはどうしようもない。
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　本来の主であるアクアスティードが不在の執しつ務む室しつには、ティアラローズ、アイシラ、フィリーネ、エリオットが海から戻って来ていた。

　アクアスティードが戻り次第、各自報告をするということにしてある。さすがにいろいろなことがありすぎて、特に女性陣じんはぐったりとしていた。




　全員分の紅茶を用意し、ほっと一息つく。

「皆みな様さまがご無事でよかったですわ」

　そう言い、うっすら涙を浮うかべるのはフィリーネだ。

「心配をかけてしまったわね……。海の色も元に戻っているから、もう心配はいらないわ」

「はい」

　海が濁ると、海からの恵めぐみが一切なくなってしまう。

　もしそうなってしまうと、マリンフォレストの特産物の大半がなくなってしまう。加えて、国民の食しよく糧りよう事情も変わってしまう。なんとしても、防がなければならなかった。

　しばらく待つと、アクアスティードが帰ってきた。全員揃そろっている姿を確かく認にんし、「問題はなさそうだな」と安あん堵どした。

「おかえりなさいませ、アクア様。はい、驚きましたけど──不調などは、特にありません」

　一番に言葉を発したのは、ティアラローズだ。ぎゅっとアクアスティードに抱きしめられたので、人前は恥ずかしいですと小さく抗こう議ぎする。

　それでは報告をというところで、座っていたアイシラが立ち上がる。

「アクアスティード殿下、ティアラローズ様」

「アイシラ様……」

　唇をきゅっと結び、真剣な表情のアイシラは──深く深く腰を折り、謝罪の言葉を口にした。

「今回の件、わたくしは多大なるご迷惑をおかけいたしました。大変申し訳ございませんでした。いかようにも、処分してくださいませ」

　気にしないでと、そう言えたらどんなにいいだろうかとティアラローズは思う。けれど、アクアスティードに海の秘薬を飲ませたことは許しがたいものがある。

　ティアラローズを選んでくれたものの、アクアスティードが苦しんでいた事実は変わらないのだから。

「その件は追って連絡しよう。……海の件は、アイシラ嬢じようにあまりにも任せっきりしてしまった私にも非はある」

「アクアスティード殿下のお心のままに」

　アイシラを座るように促して、アクアスティードは海の妖精王に関することを話す。

「海の妖精王についての罰は、空の妖精王であるクレイルが決めた。……内容は、私とティアラに海の妖精王の祝福を行うというものだ」

　アクアスティードの言葉を聞き、アイシラは息を吞む。

　先ほど自分がクレイルにした提案は、なんと愚おろかだったのだろうかと……顔を俯うつむかせる。

「わたくしは海の守りの祝福をいただきました」

「私は攻こう撃げき特化の祝福だ」

　攻こう守しゆで、バランスがいい。とはいえ、アクアスティードがティアラローズを危険のある場所へ連れていくことはないので使う機会なんて皆かい無むだろうけれど。

　あれほど海に嫌われていたというのに、今では海に守られている。その状じよう況きようが不思議で、しかし嬉うれしくもあった。

　ティアラローズの防ぼう御ぎよに特化した祝福は、彼女を薄うすい海の魔力が包つつみ込こむという効果もある。これならば、物理的な衝しよう撃げきや体調面など両方を緩かん和わしてくれることだろう。

　アクアスティードは、ティアラローズとは真逆で攻撃特化の祝福を受けている。この国を守るために、新たな道を切り開く役目を妖精王に認められたのだ。

　とはいえ、戦争のような物ぶつ騒そうなことはしないけれど。

　そしてふと、ティアラローズは自分の魔力で咲いた花のことを思い出す。

　ピンクの大輪は、名をティアラローズとしてこの国の国花となるだろう。そう思うと、なんだかとても恥ずかしい。

　ちらりと視線をアクアスティードに向けると、優しい笑顔で頷かれる。

　話題は海の妖精王から、ティアラローズが花を咲かせた樹木へと移る。

「ティアラの魔力で咲いた花は、城へ移して育てる」

「わかりました」

　まだティアラローズの花に関しては、わからないことが多い。ゆっくり城で調査をしながら、いずれは国中に咲かせたいとアクアスティードは言う。

　ティアラローズは素直に頷くが、アイシラは表情を歪ゆがめて小さく震える。ゆっくりと口を開き──海に、砂浜に関する管理をどうするのかと問いかけた。

　現在、砂浜はアイシラが管理している。しかし、海の妖精王に祝福された二人がいるのであれば──そちらに託たくしたほうが、よりよい環かん境きようになることは間違いない。

　アイシラは所しよ詮せん、海の妖精に祝福されているだけなのだから。海の王であるパールの祝福には、どうあがいても敵わない。

「いや、海の管理は引き続きアイシラ嬢にお願いするよ」

「ですが、わたくしは……」

「海を一番知っているのはアイシラ嬢だからね。それに、ティアラには森もあるからそこまで手は回らない。今後は外交も多くなる」

　アクアスティードとしては、これ以上ティアラローズを妖精王たちに振り回されたくないというのもある。ふうと息をつくアクアスティードを見て、ティアラローズは苦く笑しようする。

　──きっと、海に行かずにお城にいてほしいんだろうなぁ。

　そんな図ずう々ずうしい推測をしてしまい、以前の自分だったら考えつきもしないと自分に驚いてしまう。

　でも、ティアラローズだって海の管理はアイシラの方がうまくやってくれるだろうということはわかっている。

　あんなにも海を愛する人が、アイシラのほかにいるだろうか。

　海の秘薬は、きっと魔まがさしてしまったのだ。

　──それか、ゲームイベントの強制力かもしれないもの。

　この世界がゲームだと知っているティアラローズは、あまり深く問とい詰つめることが出来ない。時折、それは本当にその人自身の意志だったのだろうかと不安になるのだ。

　──でも、それを否定したらきっといけないんだわ。

　すべてを飲み込むように、ティアラローズは紅茶を飲みほした。

「アクアスティード様がそうおっしゃるのであれば、謹つつしんでお受けいたします。ですが、何かあればすぐにその座をお渡しするとお約束いたします」

「ああ。よろしくお願いするよ、アイシラ嬢」

　──これでとりあえずは、ひと段落かな。

　長かった一連の事件を思い返し、ティアラローズはほっと息をついた。
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「ふわぁ……」

　眠ねむい目をこすり、ティアラローズの意識がまどろみから覚かく醒せいしていく。

　朝だというのに、疲つかれている体は思うように動かなくて。──と、思ったのだけれど……がっしりと回された腕うでのせいで動けないということに気付き、苦笑する。

　すやすや寝ね息いきを立てているのは、自分を後ろから抱きしめているアクアスティードだ。

　──いつもは、わたくしよりも先に起きているのに珍めずらしい。

　ベッドの中でくるりと体を回転させ、アクアスティードへ向き直る。いつもティアラローズを見つめる瞳も、今は固く閉じられている。

　──睫まつ毛げ、長いなあ。

　整った顔立ちを見て、未いまだにどきどきしてしまうのだ。大好き。そう心の中で呟いて、ティアラローズはアクアスティードにすり寄り二度寝をしようとして──────キースの声で、飛び起きる。

「花、持ってきたぜ」
















「き、き、キース!!　なんで寝しん室しつにいるの──きゃっ」

「…………」

　ティアラローズが慌てて問いかけようとするが、目覚めたアクアスティードによってベッドの中へと引き戻される。そのままシーツを頭にかぶせられ、何も見えない状態にさせられる。

　もぞもぞと動いて抜け出そうとするけれど、アクアスティードに押さえられていてうまく動くことも出来ない。

「妖精の王は、礼れい儀ぎも知らないのか？」

　不ふ機き嫌げんの色を隠すことなく、アクアスティードはキースを睨にらみつけた。

「なんだ、この国の王太子は妖精王が絶対的な存在じゃなかったのか？」

「ティアラに関しては譲ゆずらない」

「ふん。それもそうだな」

　くつくつと笑い、キースは手に持っていた袋ふくろをアクアスティードに投げつける。片手に収まる程度のそれには、ティアラローズの花からキースがせっせと集めた砂糖が詰められていた。

　さらさらの砂糖は、間違いなくこの国にある──いや、この世界に存在するどの砂糖よりも上質なものだろう。

「着き替がえが終わるまで、そっちの部屋で待っているくらいは出来るだろう？　ティアラを見ていいのは私だけだ」

「ったく、我儘な王太子だな。まぁいいさ、茶でも飲んで待ってるか」

　──って、勝手に話が進んでる!!

　シーツの中で声だけ聞いていたティアラローズは、とりあえず何事もなかったことに安堵しつつ──アクアスティードの独どく占せん欲よくに顔が熱くなった。

「ティアラ、顔が赤いね」

「もう、アクア様のせいです……」

　アクアスティードがティアラローズの頭からシーツを取ると、赤く可愛い顔が見える。二人はくすくす笑いながら、おはようと優しく口づけた。







　身み支じ度たくを整え、ティアラローズとアクアスティードはキースの下へと急ぐ。寝室を抜けた先、ティアラローズの自室でキースはくつろいでいた。

　緊きん張ちようしながらキースに紅茶を用意するフィリーネと、エリオットもいる。

「おはようございます。アクアスティード様、ティアラローズ様」

「ああ」

「おはようございます」

　書類を持ったエリオットは挨あい拶さつし、すぐにそれをアクアスティードへと渡す。だいぶ疲れている様子を見ると、寝る間も惜おしんで仕事をしていたということがわかる。

　アクアスティードが報告をと問いかけながら、ソファへ座る。

「キース様が持ってきてくださったティアラローズ様の花は、専用の庭園に植えてあります。見張りの騎士も付けているので、誰かが侵入することはないでしょう」

「そこまで厳重にしなくてもいいのに……。でも、ありがとう」

　ティアラローズはエリオットに礼を言い、アクアスティードの横へ腰かける。

「ティアラの庭に植えるのはいいな。あそこは妖精たちが気に入っているし、生長するにももってこいだろう」

　ぽかぽかする太陽の光があたるあの庭園は、キースもお気に入りなのだ。嬉しそうに笑って、キースは説明する。

「ティアラの花から採れるのは、さっき渡した砂糖。それから、ほんとにごく少量ではあるが花の蜜みつが採れる」

「それはまた、ティアラらしい花だな」

「それと、花びらを食べることが出来る。ほんのり甘い」

　まるで花が菓か子しだなと笑うキースだが、ティアラローズはその事実に舞まい上あがってしまいそうなほど喜んでいた。

　表面上は取り繕ってみてはいるけれど、テンションはぐんぐん上がっているのがわかる。

　──すごい、新しいお菓子が作れるかもしれない。

　今が寝起きなんて思えないほどティアラローズの瞳はらんらんと輝き、キースの持ってきたティアラの花に釘くぎ付づけだ。

　その花をそっと手に取り、アクアスティードがティアラローズの髪に差す。大輪の花は装そう飾しよく品ひんとして使っても、申し分ない。

「さすがはティアラの花だね。本人にそっくりで、どこも甘いなんて」

「！　私を甘いというのなんて、アクア様くらいです……」

　付けてもらった花に触ふれながら、ティアラローズはほんのりと頰ほおを染めた。

　ずっと目の前のソファに座って見ているキースとしては、よそでやってくれ！　という気分ではあるのだが、いかんせん彼もティアラローズを見ているのが好きだからいたし方ない。

　話を強ごう引いんに打ち切り、砂浜へと話題を移す。

「ティアラが育てた樹木だが、全部を持ってくるのは量的にも不可能だ。大半は砂浜に植わったままで、ティアラローズの花が咲いてる」

　樹木が育ち、大輪を咲かせたのをティアラローズは思い出す。とても幻げん想そう的てきだったあの場所は、きっといい観光スポットになるだろう。

「キース、ありがとう」

「感謝する。砂浜に関しては、私たちの方で人員を動員して整理しよう」

「ああ、頼たのんだ」

　すぐに取りかからないといけないため、アクアスティードはエリオットに何点か指示を出して準備を進めるように伝える。

　早ければ今日の午後にでも一度確認すると告げ、了りよう解かいしましたとエリオットは頷いた。

「私が行ってくるから、ティアラは城で待っていて」

「え？」

　アクアスティードの言葉を聞き、一緒に行くつもりだったティアラローズは思わず首を振る。今回の件は、自分だって初めから関わっていたのだ。

　最後の後始末だけを押おし付つけるなんて、ティアラローズには出来ない。

「駄目だよ。ティアラは、この花を使ってお菓子を作って待っていて」

「えぇ、でもそんなこと──」

「私が一番に食べたいから、よろしくね。もし出来上がったら、砂浜に持って来てもいい」

　──むぅ。新作なんて、そんな簡単に作れないのに。

　アクアスティードとしては、疲れているだろうティアラローズにはゆっくり過ごしてほしいのだ。

　──でも、わたくしのことを心配してくれているのはわかる。

　むしろ、体力のない自分が行けば足手まといになるということも……。これは大人おとなしく待っていた方がいいなと結論づけ、それならば美お味いしいお菓子を作って作業終しゆう了りようまでに届けようと思ったのだった。
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　アクアスティードが出かけた頃ころ、ティアラローズは自分専用のキッチンでどんなお菓子を作ろうか悩なやんでいた。

　使うべき材料は、ティアラの花から採れた砂糖、蜜、花びらの三種類だ。もちろん、ほかの調味料などを使うことは可能。

　味見にと、ティアラローズは花びらを一枚口に含む。

　とたん、甘く優しい味わいが口の中いっぱいに広がった。強きよう烈れつな甘みはないけれど、優しい風味は長時間食べるのにいいのではないかと考える。

「飴あめとか、どうかな？」

　それならば、何かをしながらでも口の中でころころと転がして楽しむことが出来る。

　ティアラローズは、花から採れた砂糖を小さな鍋なべに入れる。次に水を加えて火にかけるのだが──もしかしてと、授かった海の祝福を思い出す。

　これは海の力、すなわち水だ。海水をイメージしてしまうけれど、別に真水だって作り出すことは可能だ。

　実際アイシラが行っていたのを見ているから、出来ることはわかっている。

　鍋の上に両手を置き、ティアラローズは自分の中の魔力を探さぐり水の魔ま法ほうを行使する。

「最上の砂糖に合う、水をここに……」

　ティアラローズの声に応えるように、こぽりと水が溢れ鍋の中の砂糖と混ざり合う。

「やった、成功した！」

　普段魔法を使うことがないので、純じゆん粋すいに嬉しいとはしゃいでしまう。

　途と中ちゆうで少しずつ花の蜜を加えると、きらきらと輝きだした。まるで魔法のお菓子を作っているみたいだと、ティアラローズは思う。

　綺麗な黄金色になったら、花びらの上に飴をおいてくるりと包んで冷ましたら出来上がりだ。

「うん。簡単だけど、うまく出来たと思う」

　新しく作ったお菓子は、べっこう飴だ。

　ティアラローズが満足げに頷いたところで、様子を見にフィリーネが顔を出した。「美味しそうです」と顔をほころばせながら、出来上がったべっこう飴を見ている。

「でも、食べるのが少しもったいないですね。とてもお綺麗に出来ています、ティアラローズ様」

「ありがとう、フィリーネ。砂浜にいると思うから、届けに行きましょう」

「まぁ。ここでアクアスティード殿下のお帰りを待つ──なんて、ティアラローズ様はされないですよね」

　フィリーネが苦笑して、馬車の手配をしてくれた。




　ゆるい振しん動どうを感じながら、ティアラローズは馬車の窓から街の様子を窺うかがう。

　海が濁ったことで不安がっていた人々も、今は元通りに過ごしている。

「混乱していないか心配だったのだけど、大丈夫そうね」

「ええ。アクアスティード殿下が、尽じん力りよくされていましたから」

　よかったと息をつき、自然と目を閉じる。お疲れですねと苦笑するフィリーネの声が聞こえるけれど、自分より疲れている人はもっと多い。

「わたくしは大丈夫。十分睡すい眠みんをとらせてもらったし。フィリーネは大丈夫？」

「はい。わたくしもしっかり休ませていただきました」

「よかった。フィリーネはやっぱり働きすぎだから、いつも心配になるのよ」

　休みたいときはすぐに言ってといつも言っているのだけれど、ティアラローズと一緒にいられるのが嬉しいとフィリーネは言う。

　そんなことを言われてしまえば、ティアラローズも強くは出られない。定期的なお休みと、遅おそい時間まで拘こう束そくしないようになど気を付けてはいるけれど。

「いつも、ティアラローズ様のお菓子に元気をいただいているんですよ？」

　だからこのままでいいのだと、フィリーネは幸せそうに笑った。




　しばらく馬車を走らせると、海へと到とう着ちやくした。







「アクア様ー！」

「ティアラ！　まさか、こんなに早く来るとは思わなかった」

　苦笑しつつも、騎士に指示を出していたアクアスティードはティアラローズを優しく迎むかえる。

　砂浜には大勢の騎士がいて、ティアラローズの大樹を整理していた。ティアラローズの姿を見てその手を止めるが、アクアスティードの続けてという指示で作業を再開させる。

「もうお菓子が出来たの？」

　ぎゅっと抱きしめて、アクアスティードはティアラローズの額に優しくキスを落とす。

「はい。一番に食べてくださるんですよね？」

「もちろん」

　嬉しそうに微笑むアクアスティードにほっとしつつ、ティアラローズはぼんやりと海を眺めるクレイルに気付く。

　その姿は女性のそれではなく、男性のものだった。

「クレイル様」

「ここは綺麗だね、ティアラローズ」

「……はい。ここはパール様の海ですから、美しくないわけがありません」

　すぐに同意したティアラローズに、クレイルから笑みがこぼれる。

　この子ならば、パールの祝福を悪用することはないだろうとクレイルは確信出来る。

　うんうんと頷きながら、クレイルが何のお菓子が出来たのかと問いかけようとしたそのとき──。




　海に、異変が起きた。

　深い海の底から、一筋の光が噴ふん水すいのように吹ふき出だした。




　砂浜整理をしていた騎士たちは思わず手を止め、その幻想的な光景に目を奪うばわれる。いったい何が起きたのかがわかるのは、クレイルだけだろう。

「まさか、そんなこと……」

　大きく目を見開き、クレイルは溢れる光を見る。

　それはしぶきとなり砂浜に降り注いで、優しく辺り一面を包み込んでいった。

「クレイル、これは……？」

　アクアスティードの問いかけに、クレイルは静かに首を振る。小さな声で、「バカ」と。けれどはっきりとした声が、ティアラローズの耳に届く。

　降り注いだ光は、樹木の出現により少し荒あれていた砂浜を綺麗にしていく。砂じや利りの混ざってしまった砂は綺麗な白色に戻り、大きな石は海へと還かえる。

　打ち上げられていた珊瑚はオブジェとして姿を変え、地上にあっても違い和わ感かんのない新たな趣おもむきを作る。

「砂浜が、再生されていく……。クレイル様、これはパール様の……？」

「そう。これは、パールの力だね」

「海の妖精王は、私たちを祝福して魔力を使い切ったんじゃなかったのか？」

　肯こう定ていしたクレイルに、アクアスティードは疑問を抱く。魔力のなくなったパールが、このようなことを出来るとは思ってはいなかったからだ。

　けれど、パールは自分の力を使った。

『これは、わらわからの餞せん別べつじゃ』

「────！」

　戸惑うティアラローズたちの耳に、パールの声がこだまする。

　すぐに問いかけようとティアラローズが声をあげるが、パールからの返答はない。いったい何が起きているのか不安になったところで、クレイルが寂しそうに口を開く。

「パールに残っていた、ほんの僅わずかな魔力も使ったんだよ。まったく、これじゃぁ誰の罰かわかったもんじゃない」

「クレイル、それは──」

「駄目だよ、アクアスティード。それ以上言うのは、私が許さない」

　パールに残っていた、残り僅かの魔力。

　それは、これから百年の間、魔力を回復するまでのつなぎとして必要な原動力のようなものだった。この魔力がないということは、意識を保つことが出来なくなるということ。

　パールは最後の力を振ふり絞しぼり、この海に祝福を与えて魔力を使い切った。

　それゆえに、深い眠りにとついたのだ。それを瞬しゆん時じに理解したのは、妖精の王であるクレイル。そしてクレイルの反応と魔力の計算をして、同じ答えをアクアスティードがはじき出した。

「アクア様、いったいどういう……？」

「ティアラローズ。これは貴女あなたが知らなくていいことだ」

「っ！　も、申し訳ございません、クレイル様……」

　いったいパールはどうしたのかと問いかけるが、それをクレイルによって遮られる。すぐに大丈夫だからと、アクアスティードがティアラローズを優しく撫でる。

　アクアスティードも、クレイル同様ティアラローズは知らなくていいと判断を下したのだ。心優しいティアラローズは、きっとパールのことを聞けば深く傷つき悲しむだろう。

　寂しそうに海を見ていたクレイルは、ティアラローズと向き合う。

「ごめんね、冷たく言って。ティアラローズの花で作ったお菓子、もらってもいい？」

「いいえ、クレイル様。私は気にしていませんから。べっこう飴をつくりました」

　包みから取り出すと、アクアスティードとクレイルの二人が綺麗だと同じ感想を告げた。

「それじゃぁ、一つもらうね」

「はい。美味しいんです──え？」

　ぱしゃん、と。

　クレイルが受け取ったべっこう飴を海へと落とす。

「こうすれば、パールに届くんじゃないかと思って」

　──わたくしの飴が、パール様に届くかしら。

　自分は決して好かれているわけではないということを知っているので、どうだろうと首を傾げる。

　けれど、もしも海の宮にいるパールに届いたなら──それは、きっと素す敵てきなことだろうとティアラローズは思う。

　海に落ちたべっこう飴が溶け、海の色と混ざり合う。きらきらと黄金色に輝く海は、空の色を反射させる。

　──まるで、海の中に空があるみたい。

　ティアラローズたちは言葉を発することなく、ただただ海を見つめこれからの未来に祝福があることを祈いのった──……。
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　しばらく海を眺めてから、ティアラローズとアクアスティードは城へと帰ってきた。

「アクア様」

「うん？」

　自室へと戻る廊ろう下かで、ティアラローズはぎゅっとアクアスティードの手を握る。むぎゅむぎゅと握るように触れるその手が心地よくて、アクアスティードはすぐにでも抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

　けれど、廊下でそんなことをしては怒られてしまうというのは十分学んでいるのだ。

「どうしたの？　ティアラ」

　こんなことをするなんて珍しいねと、アクアスティードは笑う。

「好きです、大好きです。……愛して、います」

「！」

「……わたくしを選んでくださって、ありがとうございます。わたくしは、アクア様に──アクアと一緒にいることが出来て、幸せです」

　頰を染めてはにかみながら、ティアラローズは自分の気持ちをアクアスティードに伝える。

　いつも、自分に可愛い、好きだ、愛していると──言葉をくれるのは、アクアスティードの方が圧倒的に多い。

　なので、自分からも積極的に伝えようと思ったのだ。

　──もう、絶対大丈夫だと思えるように。わたくしからも、アクアに伝えたい。

　たとえアクアスティードがこれから惚ほれ薬ぐすりを飲まされたとしても、大丈夫だと自信をもって笑えるくらい信じられるようになりたいのだと、ティアラローズは強く思った。

「あぁもう、可愛い。私も愛してるよ」

「あ、ここは廊下で……んっ」

　こんなに可愛いことを言うティアラローズを前にして、アクアスティードが止まるはずもなくて。ぎゅっと強く抱きしめて、了りよう承しようを得ることなく唇を重ねる。
















　ちゅっと優しくついばむと、甘い吐と息いきがティアラローズの口からこぼれた。

「はふ、も、恥ずかしいです……」

「可愛かったから、仕方がない。ほら、早く部屋に行こう」

「きゃっ！」

　アクアスティードがティアラローズを抱き上げて、今までの倍の速度で廊下を進んでいく。

　すれ違う女官や騎士たちは、いつものことだと見守るような笑みを二人へ向けた。

　こうして、悪役令嬢は幸せすぎる時間を過ごすのだった。
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　森と、海の力。

　それは日々を過ごすにつれて、ティアラローズの体に馴な染じんでいく。




　ティアラローズの花と名付けられた花は、とびきり最高級の調味料。

　加えて、お菓か子しに自身の魔ま力りよくを与あたえることがうまく出来るようになった。




　自身を守る薄うすい水の膜まくは、パールからの祝福だ。目で見えるわけではないけれど、クッションの役割をしてくれているため防衛面では頼たよりになる。

　加えて、最高級の水を魔ま法ほうで作り出せるようになったのは嬉うれしい。お菓子の水は大事だ。




「アクアスティード殿でん下かと、その奥おく方がたが海の妖よう精せい王の祝福を賜たまわったそうだな」

「二人の妖精の王に祝福されているなんて、信じられない……すごいことだ!!」

　騒さわがしい周りの声が、ティアラローズの耳に入る。そのどれもが、自分とアクアスティードを称しよう賛さんするものだった。

　妖精王に祝福されている王太子がいるなんて、国は安あん泰たいだという喜びの声。

　──アクア様は、すごい。




　そんな声が、今──この夜会に溢あふれている。




　にこやかに談だん笑しようする紳しん士しに、花のようなドレスで踊おどりを楽しむ令れい嬢じようたち。誰だれもが海がさらに輝かがやきを増したことに喜んでいる。

　クレイルがティアラローズの作ったべっこう飴あめを投げ入れてから、海は時折きらきらと輝くような現象を見せるようになった。

　いったい何だろうと人々が驚おどろくのを、クレイルが満足そうに見ていたのをティアラローズは覚えている。

　きっと自分の魔力が海に溶とけて、それが光っているのだろうと考えた。

「……でも、パール様にはもうお会い出来ないのかな」

　すべての魔力を使い切ってしまったため、パールはほんの少しだけ眠ねむりにつかなければならなくなったとクレイルは言っていた。

　──もっとご自分を大切にしてほしかった。

　本当は、助けてあげたかった。などと──ティアラローズが言うのは傲ごう慢まんかもしれないけれど。

　なんて考えていると、背後から声がかかり振ふり向むく。そこにいたのは、数人の令嬢たちだった。お茶会に招待した人も、初めて会う人もいる。

「ティアラローズ様、ごきげんよう」

「ごきげんよう。楽しんでいらっしゃいますか？」

「はい、とても！」

　元気に挨あい拶さつを返す令嬢は、ティアラローズよりも年下の可か愛わいらしい女の子だ。初めて会う令嬢を紹しよう介かいしてもらい、挨拶をかわす。

　ゆっくり会話を楽しんでいると、お菓子やコスメから海の話へと話題は移っていく。

「森の妖精王だけでも驚きましたのに、海の妖精王にまで祝福を授さずけていただけるなんて。ティアラローズ様はまるで女め神がみ様のようです」

　普ふ通つうの人間では無理ですと、憧あこがれの目を令嬢たちから向けられる。

　──でも、わたくしが別段何かしたというわけではないのだけれど。

「ありがとうございます。他国から嫁とついだわたくしにここまでしていただけて、とても嬉しく、心強いです」

　大人おとなになってからは、妖精の祝福を得ることもなかなかに難しいのだ。それが王の祝福までいただけたなんて。

　もしかしたら、一生分の運を使い切ってしまったのではと苦く笑しようしてしまう。

「──え？」

　ふいに、声をあげてしまった。

「ティアラローズ様、どうかなさいましたか？」

「ごめんなさい。少し酔よいが回ってしまったみたいだから、外の風に当たってくるわ」

　引き続き楽しんでくださいと令嬢たちに伝え、ティアラローズはバルコニーへと出た。




　──なんだろう、何かに呼ばれているような、不思議な感覚。

　酔っているというのは真っ赤な噓うそで、本当は違い和わ感かんを覚えたからティアラローズはバルコニーへと出てきた。

　けれど、それが何かわからない。

「ん？」

　ぼんやり外を眺ながめて、ティアラローズはその違和感を見つけた。

　夜空にパッと、小さな光が弾はじけた。その光はきらきらとティアラローズの下へ降ふり注そそぎ、思わず光を受け止めるように両手を差し出すと──いつか見たのと同じ、一通の封ふう書しよがティアラローズの手に収まった。

「……これって、アカリ様の手紙だ」

　この乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』のヒロインであるアカリ。今はティアラローズの祖国であるラピスラズリで暮らしている、ティアラローズの自じ称しよう親友。

「何かあったのかな？」

　最後に会ったのは、自分たちの結けつ婚こん式しきの日。それ以降はこうした手紙のやり取りすらしていないため、久しぶりだ。

　白い封ふう筒とうを丁てい寧ねいに開け、中に入っている一枚の便びん箋せんを取り出す。花の描えがかれた可愛いそれには、びっしりと日本語で近きん況きよう報告と思われるものが綴つづられていた。

「ふふ、アカリ様らしい」

　最近のハルトナイツはどうしているとか、自分の魔法でこんなことが出来るようになったとか、そんなことが書かれている。

「ええと、〝アクア様との仲は順調ですか？　もし続編ヒロインが何かやってきても負けちゃ駄だ目めですよ！　惚ほれ薬ぐすりイベントは、十分気を付けてくださいね!!〟……か」

　アカリ様、この手紙はもう少し早く欲ほしかったです。と、心の中で呟つぶやいた。

「あれはやっぱりゲームのイベントだったんだ」

　さすがは乙女ゲーム、なんでもありだなぁと苦笑する。もちろん、ティアラローズもそれが好きでプレイしていたわけだけれど。

「ほかには何が書いて──え？」

　最後に書かれた文章を見て、大きく目を見開いた。




〝妖精王の祝福を得ると、隠かくしステージに行けるんですよ〟




　もう行きましたか？

　なんて、とても軽い感じに書かれていた。

　──というか、隠しステージがあるなんて知らなかった。事前に教えてくれていたらいいのにと思ったけれど、アカリは乙女ゲームが大好きな子だ。きっと、攻こう略りやくサイトポジションの自分に頼らず楽しんで！　と言いたいのだろうとすぐに思いいたった。

「アカリ様のゲーム本編はもう終わっているから、今は新しいゲームだと思っているって言ってたもんね……」

　よくよく考えると、すごく強固なメンタルの持ち主だなと思う。

　ティアラローズでは、あそこまで自由奔ほん放ぽうに動き回ることは出来ないだろう。

「でも、隠しステージがあったとしてもそう簡単に見つけるのは難しいよね」

　なんせ、隠されているのだ。普通に生活しているだけでは、きっと見つけることは不可能だろう。

　森と海に祝福されているので、その二つの隠しステージに行ける可能性がある。

「ううん、隠しステージが恋れん愛あいイベントだったらわたくしには必要ない……あ」

　でも、クレイルはともかくパールはれっきとした女性だ。であれば、恋愛イベントではない何かが用意されているのかもしれない。

「……探してみようかな、隠しステージ」

　もしかしなくても大発見があるかもしれないし、この国をもっと繁はん栄えいさせることだって出来るかもしれない。

「それに、森の隠しステージってレアな食材がありそうだし」

　もしかしたら、お菓子に使える新しい何かを発見することが出来るかもしれない。




　そう思うと、ティアラローズの興味は妖精王の隠しステージへと傾かたむいていった。
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　こんにちは、ぷにです。この度たびは『悪役令れい嬢じようは隣りん国ごくの王太子に溺でき愛あいされる３』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　気付けば冬も終わり、あっという間に梅つ雨ゆの六月になってしまいましたね。雨が多いので引きこもり度が急きゆう上じよう昇しようではありますが、好きなことがないわけではありませんよ！

　紫陽花あじさいが綺き麗れいに咲さくのを見るのは好きですし、ビワの季節なのでよく実家の庭に生なったものを食べたりしていました。ただ、年を一つとってしまうのはいただけませんね（笑）。




　ご存じの方もいらっしゃると思いますが、この作品──実は三巻で完結のはずでした。

　ＷＥＢ連れん載さいから読んでくださっていた方は、書しよ籍せきの展開を見てハッとしてくださったかもしれません。いかがでしたか？　少しでも楽しんでいただけていると嬉うれしいのですが……。

　一巻で婚こん約やくし、二巻で結けつ婚こんし、今回の三巻で祝福を得て幸せに過ごすというストーリー。弱くて、不安いっぱいだったティアラローズが勇気を出す……それがこの巻ですね。とても楽しく書かせていただきました！

　巻を重ねるごとにキャラが増えていき、今回で妖よう精せい王も揃そろいましたね。

　クレイルとパールですが、なかなかに濃こいキャラではないかなと思っております。女装男子が女装していない状態……あれ、大好きすぎてこまります。ギャップがたまりません。

　地味にエリオットの影かげが薄うすすぎて心配ですが……忘れさられているんじゃないかなと思い始めております。当初は活かつ躍やくさせたい子だったのですが、気付けばまったく出番がありませんでした。残念です。頑がん張ばれエリオット。

　読んでくださっている方に、好きなキャラはいるのだろうか？　なんて、そわそわしながらいつも書き進めています。何らかのアクションをもらえるのは、執しつ筆ぴつするにあたりとても嬉しい原動力になりますから。

　悪役令嬢に出てくるキャラ、誰だれかを好きになっていただけていたらとても嬉しいです。その際はぜひこっそり教えてくださいね！

　さてさて、本書を読み終えてくださった方は現時点でどれくらいいらっしゃるでしょうか？　ほら、先にあとがきを読むスタイルもありますし。

　今回は出てこないのかアカリ！　なんてことはなく、最後にちらりと手紙だけで登場です。さらりと重要なことを告げつつ、次巻では奥おくの深いマリンフォレストを描えがけていけたらいいなと思っております。

　これもひとえに、読んでくださる皆みなさまのおかげです。ありがとうございます。




　最後に、皆さまに謝辞を。

　この本をお手に取ってくださった方、本当にありがとうございます。無事に三巻をお届け出来たことが、とても嬉しいです。

　担当してくださった編集のＵ様、Ｙ様。今回も大変お世話になりました。いつも私の駄だ目めっぷりに付き合っていただき、ありがとうございます！

　イラストを担当してくださった成なる瀬せあけの先生。ちょっとずつ表紙の幸せ度が上がっていて、やはり私は今回もにやにやしています。

　悪役令嬢の世界に綺き麗れいな色が添そえられたイラストを、毎回とても楽しみにしています。ありがとうございます。

　また、本作に関わってくださったすべての方に感謝を。自分の本を手に取る瞬しゆん間かんは、何度経験しても嬉しくて慣れそうにありません。ありがとうございます。




　それではまた、皆さまにお会いできることを願って。





ぷにちゃん　
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　ティアラローズは盤ばん上じように視線を落とし、うぅんと唸うなる。

　──このゲーム、なかなか難しいわね。

「降参ですか？　ティアラローズ様」

　くすりと笑うフィリーネの声を聞き、もう一度唸り声をあげて──まいりましたと素す直なおに口にした。




　気持ちのいい木こ漏もれ日びが窓から差さし込こむ午後、ティアラローズはティータイムを過ごしながらフィリーネ、タルモと一いつ緒しよにこの世界のゲームをしていた。

　古くから国民に愛されてきたゲームの名は、『妖よう精せいの盤上遊び』と言う。三人で行うこのゲームだが、ティアラローズの認にん識しきとしてはリバーシと同じだ。

　森、空、海の駒こまを使い、十×十マスの盤上で勝負をするという点は違ちがうけれど、ルール自体はリバーシと同じ。順番に駒を置き、自分の妖精がほかの妖精を挟はさむと自じ陣じんにすることが出来る。




　──リバーシみたいにひっくり返せばいいわけじゃないから、ちょっと面めん倒どうだけれど。

　それでも久しぶりに行うゲームは楽しくて、何度も勝負をする。侍じ女じよのフィリーネと護衛のタルモを巻まき込こみ、ティータイムで五戦行った。

　フィリーネ四勝、タルモ一勝、ティアラローズは……一度も勝てていない。

「……フィリーネ、あなた強すぎじゃない？」

「こういったゲームは得意なんです。いくらティアラローズ様が相手でも、手は抜ぬきませんよ？」

「それはもちろんよ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、ティアラローズはもう一戦勝負をねだる。先ほどから負けるたびに「もう一度よ！」と言い続けているのだ。

　フィリーネとタルモは苦く笑しようしつつも、頷うなずいてゲームを始める準備をする。

　ティアラローズが森、フィリーネが海、タルモが空の陣じん地ちを受け持ち盤上に駒を置く。ことりと音を立てて妖精の駒がちょこんと盤上に載のっているのは、とても可か愛わいらしい。

「でも、妖精の盤上遊びなんて……とてもマリンフォレストらしい名前ね」

「もともとこれは、妖精たちが遊んでいたゲームなんだそうです」

「まぁ」

　ティアラローズの言葉に、珍めずらしくタルモが口を開く。彼かれは護衛と言う立場だからか、あまり喋しやべることをしない。

「もしかして、森、空、海、三種族の妖精が集まって遊んでいたの？」

「そのようです。妖精と仲のよかった人間が、このゲームを作らせたそうです」

「それはまた、興味深いですね」

　フィリーネがことりと盤上に駒を置き、ティアラローズの陣地をあっけなく三マス奪うばい去さっていく。

　──く、フィリーネ強い。

　リバーシを知っている自分が断然優勢だと思い始めたゲームなのに、同じく初めてやったフィリーネにどうしてもティアラローズは勝てないでいる。

「でも、わたくしは三種族の妖精が集まったところを見たことがないです」

　仕返しとばかりに、ティアラローズは新しい駒を置きフィリーネの陣地を五マス奪う。よしよしと頷いているティアラローズを見て、フィリーネが苦笑していることには気づかない。

　この手のゲームは、序じよ盤ばんで飛ばしてもいいことがない。端はしを取れるようじっくり丁てい寧ねいに駒を進め、ラストで一気に詰つめるのが常じよう套とう手段だ。

　五戦ともすべてその手法で負けているのに、ティアラローズはその敗因に気付かない。

「……んん？」

　なん手か進んでいくうちに、多かったティアラローズの陣地はフィリーネとタルモに奪われていく。今回も、やはりフィリーネが優勢だ。

「…………負けました」

　ティアラローズは両手を上げて、降参ですと告げる。

　──どうして勝てないのかしら。

　うーんと盤上を見て唸りつつ、夜に特訓して二人をあっと驚おどろかせてやろうと考える。

「確かに、私も三種族の妖精が集まるところは見たことがありません」

　先ほどフィリーネが口にした疑問に、駒を片付けながらタルモが答える。

　──妖精王が集まったときならまだしも、妖精単体っていうのは確かに見たことがない。

　仲が悪いのか、それともあまり人前に姿を見せなくなっただけだろうか。三種族の妖精が一緒にゲームで遊んでいたら可愛いだろうから、ぜひ見たいところだ。

「そもそも、森の妖精はティアラローズ様にしか祝福をしていない。森の妖精を目にすることは、皆かい無むと言っていいだろう」

「あ、なるほど……」

　森の妖精と出で逢あうのが困難すぎるのだというタルモの言葉に、ティアラローズとフィリーネは同時に頷く。

　今ここにいる三人は、森の妖精はティアラローズに会いに来るためよく見ている。しかし実際、森の妖精はティアラローズ以外の人間に祝福をしていないのだ。

　──わたくし、とても愛してもらっていたんだ。

　普ふ段だんはあまり実感がないけれど、こうやって言葉にされるとどれだけ自分が恵めぐまれているのかを再確かく認にん出来る。

　──また、お菓か子しをプレゼントしよう。




「あれ？　ゲームしてるなんて珍しいね」




　ふいに、室内に声が響ひびく。

「アクア様！」

「少し休きゆう憩けいしようと思ってね」

　ティアラローズの背後に回り、アクアスティードが「懐なつかしいなぁ」とゲームを見る。ラピスラズリへの留学や執しつ務むに忙いそがしく、こういったことをする時間がまったくなかったのだ。

　楽しそうに盤上を見つめるアクアスティードに、ティアラローズは一緒にやりましょうと明るく声をかける。

「いいよ。私がティアラチームに入ろうかな」

　くすりと笑い、アクアスティードはティアラローズを抱だき上あげてソファに座すわり、そのまま膝ひざに乗せた。

「！　あ、あの!!　これはちょっと恥はずかしいです」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「えぇぇ……」

　いったい何に対して大丈夫なのだと文句を言いたくなるが、仕事に疲つかれている夫にあまり文句を言いたくはない。

　そんなティアラローズの心情も含ふくめて丸まるめ込こまれたような気もするけれど、アクアスティードはひどく楽しそうだ。

　フィリーネから紅茶を受け取り、「今の戦績は？」とタルモに問う。

「あ、それは……」

「うん？」

　一いつ瞬しゆんタルモが口を噤つぐみ、ティアラローズが聞かないでというように声をあげる。

「教えてくれないの？」

「…………わたくしの、全敗です」

　タルモに告げられるよりは、白状してしまった方がいいだろう。そう考えて、ティアラローズはしぶしぶ口を開いた。

「全敗……」

　思ってもみなかった結果に、アクアスティードはくすりと笑ってティアラローズの頭を撫なでる。

「私と一緒なら、きっと勝てるよ」

「はい……」

　子供をあやすように撫でながら、今夜は特訓しようかと耳元で囁ささやかれる。もちろんそのつもりだったので、アクアスティードが協力してくれるのはとても助かる。

「ぜひお願いします」

　大きく頷いて、四人は再びゲームを始めた。




　結果は、アクアスティードとティアラローズの圧勝。

「………………んんん？」

　しかしティアラローズには、どうしてこうもすんなり勝利したのかがわからなかった。

　──だって、前半は劣れつ勢せいだったのに。

　それこそ、アクアスティードでも駄だ目めなのかと気落ちしていた。けれどどういうわけか、中ちゆう盤ばん以降からどんどんと盛り返し──気付けば、ほとんどの陣地が森の色。

「アクア様、すごいです。わたくしには、こんな大逆転劇、無理です……」

「ありがとう」

　もともとの作戦だったため、別に大逆転をしたというわけではないのだけれど──ティアラローズが喜んでくれているからいいかとアクアスティードは笑う。

「ティアラもすぐにゲームがうまくなるよ。私とたくさん対戦しよう」

「はい！　よろしくお願いします、アクア様！」

　──とりあえず、打だ倒とうタルモね！

　本当はフィリーネに雪せつ辱じよくを果たしたいが、さすがに自分のレベルでいきなりフィリーネを打ち負かすのは無理だとティアラローズも自覚している。




　その後もう一回戦だけして、フィリーネは別の仕事で少し席を外してタルモは部屋の前へ戻もどり護衛の定位置についた。

「はぁ……楽しかった」

「またみんなでやろうか」

「はい！」

　フィリーネが用意したケーキを食べながら、ティアラローズはふにゃりと頰ほおを緩ゆるませて笑う。

「あ」

「？」

「クリーム、付いてる」

「！」

　ティアラローズの唇くちびるの横に付いたクリームを見て、アクアスティードはくすりと笑う。可愛いねと告げられてから、ぺろりと舐なめられた。

　そのままちゅっと口づけられて、ティアラローズは目を閉じる。何度かついばむような口づけが続き、アクアスティードが「甘あまいね」と告げる。

「……それは、ケーキを食べていたから」

「うん。でも、ティアラはいつも甘い」

　どんなお菓子を食べるよりも幸せになるよと、アクアスティードは親指でティアラローズの唇をゆっくりとなぞる。

「アクア様……」

　名前を呼ぶと、ふにと唇を押おされる。そして低い声で、「違うだろう？」と告げられる。

　──こんなときばっかりそんな声を出すのは、ずるい。

　どきどきする心臓を抑おさえることが出来ないまま、ティアラローズはもう一度口を開く。

「アクア」

「よく出来ました」

　ご褒ほう美びだよと、そう告げたアクアスティードがもう一度ティアラローズの唇を自身のそれで塞ふさぐ。

「ん……」

　ぎゅっと背中に腕うでを回すと、アクアスティードもティアラローズを抱きしめ返してくれる。それがなんだか心地ここちよくて、ずっとこのままだったらいいのに……なんて思ってしまう。
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　妖精の盤上遊びをしているティアラローズを見つけて、無意識のうちに頰が緩むのを感じた。本当にこの国の人間として生きてくれているのだと思うと嬉うれしくて仕方がない。

　タルモとフィリーネを相手にしているティアラローズの戦績は、惨ざん敗ぱい。アクアスティードは苦笑して、それならば自分が教えてあげると愛いとしい妻に告げた。




　寝しん室しつのベッドの上、盤を置いてこっそり二人で秘密の特訓を行う。誰だれにも邪じや魔まされることのないこの空間が、アクアスティードは気に入っている。

　ティアラローズの白く綺き麗れいな指が、森の駒を摑つかんでどこに置こうか盤上をさ迷っている。

「……でも、妖精たちの遊びをわたくしたちがするなんて、不思議ですね」

「そう？」

　森の陣地を守るように駒を置くティアラローズは、しかし容よう赦しやなく攻せめてくるアクアスティードにむむっと唸りをあげる。

　勝てないなぁとひとりごちながら、ティアラローズは頷いた。

「だって、今はもう妖精と人間の関係は……昔に比べると、そう親密ではないのでしょう？　お茶会に来てくださる令れい嬢じようも、祝福されているからといって普段から妖精に会ったりはしないそうです」

　それは確かにと頷き返して、アクアスティードは空と海の駒を動かす。それを見たティアラローズが「えっそこ!?」と声に出すが聞かなかったことにする。

　──このゲームの本質は、心理戦にもあるんだけどな。

　追おい詰つめられてあたふたしているティアラローズが可愛いから、別にそのままでもいいけれど。なんて言ったら、怒おこられてしまうだろうか。

「私は森だけなのに、二つも陣地を担当しているアクア様が強いなんてずるいです。そこそこ強いと思っていたのに……」

　どうしてこんなに弱いのだろうと首を傾かしげるティアラローズは、何度負けてもこりずにもう一戦とアクアスティードに再戦を乞こう。それにもちろんと返事をし、駒を盤の上からどかしてやりなおす。

　──ティアラが勝ったら、どんなふうに笑ってくれるかな。

　ふいにそんな気持ちが湧わき上あがるけれど、現状の腕前ではアクアスティードが負けることはありえない。このお姫ひめ様は、アクアスティードが手を抜いたら間ま違ちがいなく怒るだろう。

「アクア様？」

　ティアラローズのことばかり考えていると、怪け訝げんそうな顔を向けられた。もっとゲームに集中してくださいとでも言うような、ちょっと拗すねた顔がまた可愛い。

「もしかして、わたくしが弱いから嫌いやになってしまいましたか？」

「まさか。ティアラこそ、こんなに何回もやって飽あきたりはしない？」

　ゲームはほかにもあるので、妖精の盤上遊びばかりやる必要はない。それこそ、カードゲームやチェスなど様々なものがあるのだから。

「わたくしは、このゲームが好きなんです。極きわめたいんです」

「うん？」

　だからほかのゲームは必要ないと、今はこれに集中したいとティアラローズは告げる。お菓子以外にここまで興味を示すなんて、珍しい。

　──昼間、負けたことがよっぽど悔くやしかったのか？

　ほんわかしているように見えて、ティアラローズは負けず嫌ぎらいな節がある。いや、そうでなければ一国の王おう妃ひが務まりはしないか。今いま頃ごろ、アカリに負けて泣なき寝ね入いりしていた可能性だってあるのだから。

「この国が、大好きなんです。わたくしは知らないことがまだたくさんあるけれど、妖精たちも、このゲームも、大好きなんです。もっと知っていきたいと、思ってるんで──きゃっ」

　はにかむように、幸せそうに笑うティアラローズを思わず抱きしめてしまったのはきっと悪くないだろう。

「アクア様？」

「ティアラが可愛いことを言うのが悪い。あんな風にマリンフォレストを好きだと言ってもらえて、嬉しくないわけがないだろう？」

　これから二人で築き上げていくこの国を、ティアラローズが愛してくれるのならば自分もそれ以上に愛し守れるだろうとアクアスティードは思う。

「アクア様の大きな手が、この国を守るんですね。わたくしは、アカリ様のように強いわけでもなくて……きっと不安だったんです。この国を、アクア様と一緒に守っていけるのか」

　剣けんを持つため、たこの出来てしまったアクアスティードの手をティアラローズの手が優やさしく包つつみ込こむ。ゆっくり指でなぞりながら、甘えるようにすりよってくる。

「ですが、わたくしはパール様に守りの祝福をいただきました。キースの祝福も。アクア様と一緒に、この国を守れることがとても嬉しいんです」

　ティアラローズの言葉を聞き、アクアスティードは苦笑する。

　──城の奥おくに閉とじ込こめて、大事にしていたいのに。

　そんなアクアスティードの想おもいを、ティアラローズは一いつ蹴しゆうするかのように強い瞳ひとみをしている。

　彼かの女じよが大切にされるだけのお姫様ではないことなんて、最初からわかっていたはずなのに。元婚こん約やく者しやであるハルトナイツと対たい峙じしていた彼女は、とても凜りんとしていて美しかった。

「私が腕の中に閉じ込めて、ずっと国ごと守りたいと思っていたのに」

　守られるだけは嫌なのだと、ティアラローズは言うだろう。

「それは……もちろん、アクア様にそう言っていただけることは嬉しいです。でも、わたくしはやっぱり弱いんです。……だから、これからも守ってくださいますか？」

　ちらりと上目でアクアスティードを見たティアラローズは、首を傾げるようにしてねだる。アクアスティードにイエス以外の返事があるわけないのに、イエスという返事がほしくて聞いてしまうのだ。

「もちろん。なにものからも、守ると誓ちかうよ」

「アクア様……」

　嬉しいと告げて、珍しくティアラローズが甘えるようにアクアスティードの頰に口づける。

　すぐに離はなれてしまい寂さびしさを感じるけれど、照れて赤くなる姿を見ることが出来たので不満はなくなった。




　その後も何戦かゲームを楽しんでいると、アクアスティードがうとうとし始めた。

　気付けば時計の針はすっかり深夜を差していた。二人で話しながらゆっくりゲームをして過ごす時間はとても幸せで、ティアラローズは夢中になってしまっていたのだ。

「アクア様は仕事で疲れていたのに……」

　妻失格だと、ため息をつく。

　明日も朝が早いと言っていたから、もっと気を付けなければいけなかったのに。盤と駒を片付けて、寝ね息いきを立て始めたアクアスティードに上がけをかける。

「特訓してくださって、ありがとうございます。ゆっくり休んでくださいね、アクア様」

　ダークブルーの髪かみを撫でて、端整な寝ね顔がおを見つめる。

　続編ゲームの、メイン攻こう略りやく対象。その人の愛を一身に受けられることが、言葉では言い表せないほどに幸せだ。
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　ティータイムには妖精の盤上遊びをするようになり、ティアラローズは少しずつ腕を上げていった。

　盤上を見ながら唸っていると、ティアラローズの背後から笑いを含んだ呟つぶやきが聞こえる。

「うわ、懐かしい遊びしてんなぁ……」

「キース！」

「んでティアラ、驚くほど弱いな」

　突とつ然ぜん現れ容赦ないことを言う妖精王に、心の中でほっといてと叫さけぶ。弱いのは認めるけれど、これでも少しは強くなっているのだ。

「懐かしいっていうことは、今はしないの？」

　人間はよくやっているけれど、妖精にとったら古い遊びなのだろうか。それか、子供が遊ぶもので大人おとなになったらもうやらないという可能性だってある。

　大人でもこうして楽しむことが出来るのだから、どんどんやればいいのにと思うけれど。

「する必要性がないからな」

「？」

「ああ、そうか……お前らは知らないのか。もともとこれは、妖精王の陣地取りだ」

　──ただのゲームじゃなかったんだ。

　キースの説明を聞いて、ティアラローズはなるほどと頷いた。

　元々これはゲームでもなんでもなくて、三人の妖精王が行う勝負だったという。

　強大な力を持つ妖精の王たちが無む闇やみに力を振ふるえば、この世界が傷つく。それを回かい避ひするために行われたのが、この妖精の盤上遊びの大本になった妖精王の陣地取り。

　力で攻こう撃げき手段に出るのではなく、知略戦。

　確かにその方が平和でいいし、乙女おとめゲームっぽさがあるなとティアラローズは納なつ得とくする。

「俺おれら王には、自分のテリトリーがある。その取り分を決めたのが最初だったな」

「そうだったんだ……」

　漠ばく然ぜんと、森、空、海で分けているのかと思っていたけれど、そうではなかったらしい。妖精の世界にも、人間と同じようなルールがあるのかと思うと途と端たんに親近感が湧く。

「ちなみに、クレイルが超ちよう強い」

「……そんな気はする」

　にこにこと笑えみを浮かべながらすべての陣を奪っていく姿が、なんだか容易に想像出来てしまう。可能であれば教えを乞いたいところだけれど、パールのことがあったばかりだから難しいだろう。

「あ、そうだ」

「ん？」

「キースもやらない？　わたくし、特訓中なんです」

　ぜひ強くなる秘ひ訣けつを教えてほしいと言えば、仕方ないなと言いながらフィリーネが座っていた場所に腰こしを下ろした。

　ちょうど紅茶を持ったフィリーネがアクアスティードを呼んで戻り、ティアラローズ、アクアスティード、キースの三人で妖精の盤上遊びをすることになった。




「……へぇ」

「…………」

　キースが感かん嘆たんの声をあげてアクアスティードを見るが、真しん剣けんに盤上を見ているためアクアスティードはそれに気付かない。

　──二人とも、すごく強い。

　三人で対戦しているはずなのに、盤上はアクアスティードとキースの一いつ騎き打うちになっていた。ティアラローズも参加しているものの、勝負の行方ゆくえを見守る気持ちになっている。

　──たぶん、キースがちょっと優勢だ。

　ことりとアクアスティードが海の駒を置いたのを見て、今度はティアラローズが自分の森の駒をどこに置くか悩なやむ。

「ええと、わたくしの番ですね……」

　負けが確定しているような盤ばん面めんなのでどこに置いても同じ気はするけれど、女のプライドというものがあるのだ。何もせずに負けるつもりは毛頭ない。

「よし、ここに──」

「そっちじゃなくて、こっちね」

「え？」

　ティアラローズが置こうとしたところを華か麗れいにスルーし、ひょっこり現れたクレイルが森の駒をぽんと盤上に置いた。

「クレイル、お前……！」

「そこに置くか……？」

　状じよう況きようを理解していないティアラローズは盤上を見て首を傾げるが、男二人は唇を嚙かみしめるようにして盤上を睨にらんでいる。

　──わたくしにはさっぱりわからないけど、いい手なんだよね？

　キースが駒を置き、アクアスティードが駒を置き、クレイルがティアラローズの駒を置いて二人の陣地を奪っていく。盤上がティアラローズの森の駒で埋うまり、どうなっているのかわからないうちにティアラローズの逆転勝ちとなった。

「クレイル様……すごすぎます」

　どうなっているのか、さっぱりわからなかった。

「あいかわらずえげつねぇ……」

「ふふ、知略戦で私に勝とうなんてキースには千年早いわね」

　誇ほこらしげに笑うクレイルに苦笑しつつも、元気そうな姿にほっと安あん堵どする。しかしそれ以上に、クレイルの強さを目の当たりにして驚いた。

　あっさり負けてしまったアクアスティードが盤面を睨みつけているので、しばらくこの城では妖精の盤上遊びが盛さかんになりそうだとティアラローズは思うのだった。











三人でババ抜き対決！









　マリンフォレストのトランプは、日本のトランプと図柄が違う。

　クラブの代わりに、森の妖精。

　ダイヤの代わりに、空の妖精。

　ハートの代わりに、海の妖精。

　そしてスペードの代わりに、王族。

　それぞれの図柄がとても可愛く描かれてて、見ているだけでも楽しくなってしまう。




　食後の紅茶を飲みながらトランプを見ていると、隣に座っているアクアスティードがくすりと笑ってティアラローズの髪を優しく撫でる。

　机の端には、先ほどまで特訓していた盤上の妖精遊びが置かれている。毎日こつこつ練習を続けているけれど、残念なことにティアラローズの上達速度は著しくない。

　気分転換になればと、アクアスティードがトランプをプレゼントしたのだ。見ているだけでも楽しいように選んだそれが、芸術性のある一点物だということは内緒にして。

「ティアラ、そんなにトランプが気に入った？」

「はい。トランプの絵柄が、こんなに素敵だなんて思ってもみませんでした。数字も可愛くデザインされていますが、ジャック以上の絵柄がとても繊細で美しいです」

　日本で量産しているトランプとは大違いだと、感心する。

「アンティークとして、部屋に飾っても可愛いです。これを使って遊ぶのが、なんだかもったいないですね」

　もう王族なのだから贅沢をすればいいのに、ティアラローズはどこか前世の庶民感覚が抜けていない。望むのであれば、それこそ百でも千でもアクアスティードがプレゼントするというのに。

　大事そうにトランプを持ちながら、ティアラローズは「でも」と言葉を続ける。

「せっかくですし、みんなで遊べたらいいですね」

　マリンフォレストのゲームを教えてもらったばかりなので、今度はティアラローズが何かトランプゲームを教えてあげたいと思った。

　アクアスティードと二人で遊ぶのもいいが、二人でやるトランプゲームは難易度が高いように思う。スピードはルールが難しそうだし、神経衰弱は正直アクアスティードに勝てるとは思えない。

　この王太子は、何でも卒なくこなすのだから。

「なんだ、トランプするのか？」

「キース！」

　ティアラローズが唸りながらどうしようか考えていると、ふわりと空気が揺れキースが転移してきた。

「ティアラの私室にいきなり現れるな」

　すぐにアクアスティードがキースを睨みつけるけれど、これも毎回のことなので慣れてしまった。

　そんなアクアスティードには申し訳ないと思いながら、ティアラローズはナイスタイミング！　と心の中で声をあげた。

　三人いれば、遊べるゲームの種類が増える。何がいいかな、でもあまり難しいルールだと覚えるのはもちろん説明するのも大変だ。

　キースのために紅茶を淹れている間、三人以上で出来るゲームを考える。七ならべ、ダウト、大富豪……どれも初心者には難しそうで。

　──あ！

「そうだ、『ババ抜き』！　三人でババ抜きをしませんか？」

「ババ抜き？」

　なんだそれはと、アクアスティードとキースの声が重なり合う。普段いがみ合っているのに、この二人は変なところで息が合うから笑ってしまう。

「最後にババ……ジョーカーを持っている人が負けっていう、シンプルだけど奥の深いゲームなんですよ」

　ババ抜きのルールを二人に説明すると、すぐになるほどと頷いた。

　トランプを配り、「やってみましょう」とティアラローズが声をかける。まずは自分の手札から、数字が揃っているものをその場に捨てる。ここでどれだけ数字が揃うかも、勝因の分け目になるはずだ。

　結果、ティアラローズの手持ちは七枚、アクアスティードは八枚、キースは十枚。

「ここから、時計回りに相手のカードを引いていきます。数字が揃えばその場にカードを捨てて、全部なくなった人が勝ちです」

「わかった」

　もう一度簡単にルールを説明し、ババ抜きが始まった。




　──わたくしの手札に、ジョーカーはない。

　アクアスティードとキースを見るけれど、二人とも特に表情は変わっていない。普通、ジョーカーが初手で配られたら多少は何か反応するはずなんだけどな……。特に、二人はババ抜きが初めてだし。……なのにこれじゃあ、ババ抜き上級者だ。

　まずはキースがティアラローズのトランプを一枚引き、数字が揃いその場に捨てる。次に、キースの手札をアクアスティードが引くのだけれど──二人の間に沈黙が流れる。

「……？」

　──どうかしたのかな？

　ルールは説明したけれど、よくわからなかっただろうか。そう思いティアラローズが口を開こうとして気付く。

　──違う、どのカードを取るか考えてるんだ。

　アクアスティードはキースの手札に指を添えて、どれを取るか考えていた。キースの手札は十枚だから、そんなに悩まず引いてもいいのにと思い──あっ！

　──そうか、アクア様が悩むのは手札にジョーカーがないからだ。

　キースを警戒してるから、アクアスティードの手が止まった。そしてティアラローズはジョーカーを持っていないから、答えはすぐに出た。

　ジョーカーを持っているのは、キース。

　端から順番に指を添え、アクアスティードはキースの反応を窺うけれど……にやりと微笑んでいる表情を崩さないため、どれがジョーカーなのかまったく判断がつかない。

　今さっきルール説明をしたばかりなのに、どうしてこの二人はババ抜きを熟知しているかのようにプレイするのだろうと……ティアラローズは気が遠くなる。

　ババ抜きならば勝てると思っていただけれど、どうやらこの二人には〝勝つ〟ということ自体が難しいということがわかった。

　アクアスティードがカードを引き、自分の手札に混ぜる。どうやら数字が揃わなかったらしい。

「次はわたくしがアクア様のカードを引きますね」

「ああ」

　そろりとアクアスティードの手札に手を伸ばすと、にこりと微笑まれる。

　自分がどれを選ぼうとしてもアクアスティードは嬉しそうにしていて、そんなところがいつもと違ってなんだか可愛いと思ってしまう。

　──ババは引かなかったみたい。

　となると、ジョーカーを持っているのはキースで間違いない。ティアラローズは安心してアクアスティードの手札からカードを一枚引き抜く。

　ジョーカーだった。

「…………ふぁっ!?」

「ぶはっ、ティアラお前、顔に出しすぎだろ……！」

　引いたカードを見た瞬間ティアラローズの表情が固まり、ぴくりと肩が跳ねた。

　すぐにキースが吹き出して、アクアスティードは「すまない」と言いつつも肩を震わせて笑っている。




　得意気にルールを説明してくれたティアラローズを思い返し、初手からジョーカーを引かせてしまって申し訳なかったとアクアスティードは苦笑する。

　──でも、ティアラがあまりにも単純すぎるから。

　何度もやったことがあると告げたのに、わかりやすい表情と仕草。自分で奥が深いゲームなのだと言っていたのに。ティアラローズがやるとただただ可愛いだけだった。

　最初にキースからジョーカーを引かされ、ティアラローズはどんな反応を示すだろうと、アクアスティードの手札を選んでいるときに取りやすい位置に動かすと──あっさり、それを選んだ。

　あまりにも素直で、自分がしっかり守ってあげなければすぐ誰かに騙されてしまいそうで心配になる。もちろんアクアスティードが全力で守るため、その心配はないけれど。

「うぅ、二人とも本当に初めてですか？」

　何度目かの順番になり、ティアラローズはため息をついた。

　どうにかして手持ちのジョーカーをキースに引かせようとしているらしいけれど、表情、動き、視線……それらによって、残念ながらジョーカーの位置は把握されていた。

　ついに、ティアラローズの手札が三枚、アクアスティードとキースが一枚に。そして残念なことに、キースがティアラローズのカードを引く番。

　──一位はキースか。

　勝ちにいこうと思っていたため、この結果は非常に悔やまれる。

　キースはまだティアラローズの手札を引いていないため、勝ちが確定しているわけではないが──この場にいる誰もが、ティアラローズですらもキースがジョーカーを引くとは思っていなかった。

「よし、俺の上がりだな！」

「まだ引いてすらないのに……」

　ひょいっとキースがティアラローズのカードを引き、自分のものと合わせてその場に捨てた。肩を落としながら、次の順番をアクアスティードは考える。

「…………」

　自分の手札は、一枚。

　ティアラローズの手札は、ジョーカーとアクアスティードの上がりカード。




　この二人、強すぎる。

　初めにババを引かされてから、結局ティアラローズは一度もババを手放すことが出来ていない。ポーカーフェイスはそこそこ出来ると思っていたのに、残念だ。

　──アクア様も、このまま上がっちゃうんだろうなぁ。

　次はティアラローズのカードをアクアスティードが引く番なので、すっと二枚の手札を差し出す。一枚はジョーカー、これをアクアスティードが引いてくれることを祈るしかない。

　今まで表情でジョーカーが読まれていたのであれば、最後に──と、ティアラローズはぎゅっと目をつぶることにした。

　その突拍子もない行動にまたもキースが吹き出して、アクアスティードは苦笑する。

「これなら、わたくしの表情を読めないでしょう！」

「そうだね……確かに、これじゃあティアラの表情は読めないね」

　アクアスティードはさてどうしようかと、思考を巡らせた。




　震えるティアラローズの睫毛を見て、綺麗だなと思う。緊張しているため頰もほんのり色づいているし、無自覚に煽られているようだと思う。

　──ティアラが勝って、喜ぶ顔が見たいな。

　そんなことを思い、アクアスティードはあえてジョーカーを選んで引き抜く。

　恐る恐る目を開いたティアラローズがとたん顔を輝かせて、とっても可愛い。どうせならもっと早くこの顔を見ればよかった。

「次はティアラが引く番だね」

「はい！」

　調子が出てきたと思ったのか、ティアラローズは気合いを入れて「こっちです！」とアクアスティードのカードを引き抜く。




　ジョーカーだった。




「…………」

「本当、ティアラは可愛いね。……これで、私の上がりだ」

「ああぁぁ……噓、そんなぁ」

　アクアスティードの番になり、あっさり上がりのカードを引き抜かれてしまった。

　くつくつ笑っているキースと、声を押し殺すように笑っているアクアスティード。

　この二人にはやっぱり勝てそうにないけれど、気付けば声をあげていた。




「もう一回です!!」
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